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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　青空の下に、シュッと鋭するどい銀の軌き跡せきが描えがかれる。刃やいばと刃のぶつかり合う甲かん高だかい音とともに、火花のような閃せん光こうが散った。

　次の瞬しゆん間かん、一ひと振ふりの剣けんが宙そらを飛んだ。

「くっ……！」

「勝負あったな、ラッツ。潔いさぎよく負けを認めろ」

　土つち埃ぼこりの舞まう演習場の中央で、ルティウスは向かい合うラッツの喉のど元もとに、構えた剣の切っ先をつきつけた。

　自分よりわずかに背の高いラッツの眼を射抜くように、深い翠みどりの双そう眸ぼうを上向ける。襟えり足あしまで伸のばした白金の髪かみが上気した頰ほおに張りつくのを感じたが、ルティウスは気にしなかった。

　クリスタルブルーに輝かがやくラッツの瞳ひとみがうっと怯ひるんだように揺ゆれる。

「ラッツ」

　刃を構えたまま、ルティウスが前に出る。

　演習場を囲む柵さくの周りで、勝負の行方ゆくえを見守っていた貴婦人たちまでもが、つられてグッと身を乗り出す。

　ラッツは眼前の刃と、時折銀に輝く翠の双眸を見比べて──大きく肩かたをすくめた。

「わーかった！　今日の手合わせは俺の負けだ。ルティウス、また腕うでを上げたな」

　そう言って、明るい朱しゆ色いろの猫ねこっ毛をわしゃわしゃとくやしそうにかきむしる。

　ルティウスの口元に爽さわやかな笑えみが浮うかんだ。紺こん地じに銀の刺し繡しゆうが美しい近衛隊の制服を着ていなければ一いつ瞬しゆん少年なのか、少女なのかわからない。中性的な美び貌ぼうを遠巻きに眺ながめていた貴婦人たちの間から、「ほぅ」と甘やかな吐と息いきがこぼれた。

「ルティウス様は完かん璧ぺきですわね。まだ十六歳ですのに、近衛隊の第一連隊長に任じられるだけのことはございますわ」

　このフロイデン王国において、国王の身辺を守る近衛隊は高位の貴族にしか許されない特別な地位だ。中でも五つから成る連隊を束ねるそれぞれの長には剣の技量だけでなく、華はなやかな容姿や高い教養などが求められる。

「ラッツ様も第二連隊を預かってらっしゃるだけあって素す晴ばらしい方ですけれど、ルティウス様と比べてしまうと、ちょっと……」

「そうですわね。今月に入ってから、ルティウス様に十五連敗なさってますものね」

「違ちがう！　俺はまだ十四敗しかしてない！」

「キャッ！」

　驚おどろいた貴婦人たちが口元を扇おうぎで隠かくす。

　一いつ拍ぱく後、演習場はくすくすという笑いで満たされた。むすっと頰を膨ふくらませたラッツの顔はすねた子どもみたいで、ルティウスも一いつ緒しよになって吹ふき出してしまう。

「なにがおかしいんだよ？　俺が十四敗しかしてないのは事実だろう？」

「そうだな。笑ったりして悪かった。ただ、おまえは勝ち負けの結果には異様にこだわるくせに、妙みようなところで潔いと思ったら、なんだかおかしくなってしまってな」

「明らかに勝負の見えてる場面でねばったって、意味がないだろう？　負けは負けだ」

　物わかりのいい台詞せりふと裏腹に、口くちの端はしを不服そうに曲げたラッツが演習場の隅すみにつき刺ささった剣を大おお股またで取りにいく。その姿に、ルティウスは再びこみ上げてきた笑いを嚙かみ殺した。

「なぁ、ラッツ」

「なんだよ？」

「おまえは本当にいい奴やつだよな。なんだかんだ言いつつも、こうして毎日剣の練習につき合ってくれている。ありがとう。感謝してる」

　柵の周りで「キャーッ！」と色めきたった貴婦人たちの悲鳴が上がる。ラッツの手からずるっと抜ぬけ落ちた刃が軍靴の横につき刺さった。

「おい、ラッツ！　大だい丈じよう夫ぶか!?」

「大丈夫じゃない！　ルティウス、おまえって奴は……！　どうしてそういう恥はずかしい台詞を真顔でさらっと言えるんだよ!?」

「恥ずかしいって、今の話のどこがだ？」

「全部だよ！　全部！」

　ルティウスにしてみれば日ひ頃ごろの感謝を伝えただけなのに、ラッツは耳までまっ赤にしながら、怒おこったような顔をしている。彼は拾った剣を鞘さやに収めると、不思議そうにしているルティウスの鼻先に指をつきつけて叫さけんだ。

「いいか、ルティウス。俺とおまえは同い年。同時期に騎き士しの叙じよ任にん式を執とり行って、それぞれ近衛隊の連隊長に任じられた。しかも、家いえ柄がらだって同格の伯はく爵しやく家ときてる。その意味するところはなんだ？」

「親友だろう？」

「違う！　そういうのは普ふ通つう、ライバルって言うんだ！」

「なるほど。私たちは親友にしてライバルというわけだな」

「ちょっと待て。おまえ、本当にわかってないだろう？」

　腕を組んでうなずくルティウスになにか言おうとして、ラッツは途と中ちゆうで口をつぐんだ。自分自身を抑おさえるように、額に手を当てて首を大きく横に振ふる。

「ラッツ？」

「……俺だからな」

「え？」

「おまえが天然の王子様だろうが、なんだろうが関係ない！　明日あしたの手合わせで勝つのは俺だからな！　覚かく悟ごしておけよ！」

　それは一方的な宣戦布告だった。礼れい儀ぎを重んずる騎士の世界においては、無礼極きわまりない。なのに、言われたルティウスの顔には嬉しそうな笑みが広がった。

「おまえの申し出は願ったり叶かなったりだ。私も腕を磨みがく機会は欲しいからな。この剣に誓ちかっていつでも勝負を受けて立とう」

　剣の柄つかを顔の前まですっと引き上げて、中央に埋うめこまれているロケットに口づけを落とす。そこに刻まれているのは伯爵家の家か紋もんである百合ゆりの花だった。まるで本物の花を愛めでるような甘い仕草に、ラッツがげっそりとした顔つきになる。反対に、今まで二人のやりとりを見守っていた貴婦人たちの間から、一ひと際きわ大きな歓かん声せいがわき上がった。

「まぁ、なんて……！　なんて美しい友情ですの！　お二人とも近衛の双そう華かと謳うたわれるだけのことはありますわ！」

「ルティウス様！　私は一生あなたについてまいります！」

「ありがとう、愛らしい姫ひめ君ぎみたち」

　貴婦人たちの黄色い悲鳴にルティウスは笑顔で応じたが、ラッツの方はいつまで経たっても、この恒こう例れい行事に慣れないらしい。柵に詰つめ寄るドレスの群れに圧あつ倒とうされて、顔を引きつらせながらあとずさる。

「ああ、ラッツ様！　まだお帰りにならないで！」

「ちょっと、あなた！　押さないでよ！」

「私はルティウス様のことが──キャッ！」

　怒ど濤とうの迫はく力りよくに耐たえられなかった令れい嬢じようが、柵にぶつかった勢いで倒たおれてしまう。

　次の瞬間、白金に輝く髪が宙に舞った。

「ご無事ですか、姫？」

　柵を跳とび越こえたルティウスが片かた膝ひざをついて、令嬢に手を差し伸べる。

　まさか憧あこがれの「王子様」が助けに来てくれるとは思わなかったのだろう。ぺたんと地面に座りこんだまま、令嬢は目と口の両方をぽかんと大きく開けている。

　ルティウスがうなずく。彼女はうっとりとした仕草で目の前の手を取ろうとして、途中で急に引っこめた。

「姫？　どうかなさいましたか？」

「申し訳ございません！　私は、その……大丈夫ですから！」

　令嬢が勢いよく立ち上がる。その時になって、ルティウスはようやく気づいた。先ほど倒れた拍ひよう子しに手をついたせいだろう。彼女の手にはべったりと黒い土がついていたのだ。

「失礼いたします！」
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　令嬢が今にも泣きそうな顔で走りだす。その手をルティウスが後ろからつかんだ。

「ルティウス様、どうかお放しになってください！　でないと、あなたの手が……」

　憧れの相手に気にかけてもらった嬉しさと恥ずかしさが入り混じって、令嬢の顔が赤と青の間を行ったり来たりする。

　ルティウスは彼女を安心させるように、握にぎった手に力をこめた。同時に、空いていた方の手で、首元まできっちり留めていた制服のボタンを一つずつ丁てい寧ねいに外していく。

「ルティウス様!?」

「おい！　なにをする気だ!?」

　令嬢の悲鳴も、ラッツの絶ぜつ叫きようも届いていない。ルティウスは制服の上着を半分まではだけさせると、内ポケットからまっ白な絹のハンカチを取り出した。

「あの、ルティウス様、いったいなにを……」

「いいから、どうかそのままでいてください」

　緊きん張ちようにこわばる令嬢の手を、ガラス細工に触ふれるようにそっとぬぐっていく。やがて最後の一はねまで土をきれいにふき取ったところで、ルティウスはようやく満足して微笑んだ。

「やっぱり思った通りだ」

「え……？」

「あなたの手の白さもなめらかさも、なに一つ失われていません。ただ、赦ゆるしていただけませんか？　あなたの手に無断で触れた、私の非礼を」

「そ、そんな！　非礼だなんて！」

　令嬢の頰ほおがみるみるうちに赤く染まっていく。

「ルティウス、おまえって奴は本当に……」

　げんなりとしたラッツの声が演習場に響ひびく。その時だった。

「ずるいですわ、お一人だけ！」

　今までことの成り行きを見守っていた貴婦人たちの間から、不満の声が上がった。

「ルティウス様は、みんなのものですのに！」

「そうですわ！　一人だけ特別扱あつかいなさるなんて、ひどいですわ！　それでしたら、ぜひ私の手にも触れてください！」

（えっ!?）

　最初の一人が叫んだのを皮切りに、貴婦人たちが我も我もと押し寄せてくる。

「おい、おまえら！　調子に乗るなよ！」

　柵さくを跳び越えてきたラッツが、慌あわてて止めに入ろうとする。ルティウスもとっさに身をかわそうとしたが──、

「ルティウス様！　私、あなたのことが──！」

　華きや奢しやなくせに異様な活力に満ちた手が、ルティウスのはだけた胸むな元もとを鷲わしづかみにしようとした。瞬しゆん間かん、パンパンッと手をたたく鋭い音が辺りに響いた。

「いったいなんですの!?」

　いいところを邪じや魔まされた貴婦人たちが忌いま々いましげに振り返る。彼女たちはそのまま、全員そろって石像よりも固く凍こおりついた。

「ファビエンヌ・フォン・ヴァルナーレ公こう爵しやく夫人！」

　誰だれかが悲鳴のように叫んだ。それが合図であったかのように、我に返った貴婦人たちが一いつ斉せいに道を空けて頭を垂れる。その先から現れたのは、どんなドレスの群れよりも華はなやかな二十代前半の美女だった。

　ゆるく編み上げた蜂はち蜜みつ色の髪かみは陽ひの下で黄金のように輝かがやき、大理石よりもなめらかで白い肌はだは瞳ひとみと同じすみれ色のドレスに包まれている。その横顔はルティウスとよく似ていたが、それもそのはず。彼女は宮きゆう廷ていで貴婦人たちを束ねる公爵夫人にして、ルティウスより七つ年上の姉だったのだから。

「皆みな様さま、近衛隊の演習を見学なさるのは結構ですが、邪魔をなさってはいけませんわ」

　ファビエンヌが豊かな胸の前で手を合わせて、「ね？」と艶あでやかに微笑みかける。たったそれだけのことなのに、貴婦人たちの顔から一斉に血の気が引いていった。

「も、申し訳ございません、ファビエンヌ様！　つい興奮して見学の掟おきてを忘れていましたわ！」

「……姉上。なんですか、その掟とは？」

　初めて耳にする単語に、ルティウスが半眼になって問いかけるが、姉のファビエンヌはちらりとこちらを見上げて意味ありげに笑っただけだった。

「皆様にご理解いただけたのであれば、問題ありませんわ。ルティウスとラッツ様の手合わせも終わったことですし、本日は解散としましょう。ですが、その前に──」

　ファビエンヌの口元に、いたずらっぽい笑えみがひらめく。

（これは、まさか──！）

　嫌いやな予感が全身をつき抜ぬける。すっと横から伸のびてきた手が、とっさに逃にげようとしたルティウスの手からハンカチを奪うばっていった。

「姉上！」

　ルティウスの抗こう議ぎなんて当然のごとく聞いていない。一いつ瞬しゆん前の俊しゆん敏びんな動きが噓うそのように、ファビエンヌが貴婦人たちの前でゆったりとハンカチを広げる。

「ルティウスの使っていたこのハンカチ──皆様、欲しいとお思いですわよね？」

　ゴクリ、と期待に喉のどを鳴らす音が聞こえるようだった。今まで恐きよう怖ふに怯おびえていた貴婦人たちの目が急にギラギラと輝きだす。

「今日はいつもと違ちがって汚よごれがついていますし、五万リーブラから始めましょうか？」

（は？　五万リーブラだって!?）

　あまりに非常識な価格に、ルティウスは絶句した。

　普ふ通つう、一万リーブラもあれば絹のハンカチを新品で買えるのに、なにを考えてるんだ!?

「姉上！　そのハンカチは私のものですから、お返しください！」

　ルティウスが手を伸ばして叫さけんだ。その時、

「十万リーブラ！　私でしたら、十万リーブラお支し払はらいしますわ！」

　最前列に立っていた令嬢がピシッと垂直に手を挙げて叫んだ。

「たった十万リーブラですって？　私なら十五万リーブラ出しますわ！」

「それなら、私は十七万リーブラでも構いませんわ！」

　貴婦人たちの間から次々と手が挙がる。土で汚れた布一枚の値段が瞬またたく間につり上がっていく光景を前にして、ルティウスは頭を抱かかえた。

（この人たちは、どうしていつもこうなんだ!?）

　今さら彼女たちに世間の常識を求めたって無む駄だだとわかっていても、さすがにひどい。

　止めに入ろうとしたルティウスの隣となりで、ファビエンヌが後ろに控ひかえていた侍じ女じよにハンカチを渡わたした。

「皆様、あとはよろしくお願いします。私はルティウスとお話がありますので」

「姉上？　私からは特に話すことなんてありませんが」

　それより、今日こそこの馬ば鹿かげた遊びをやめさせなければならない。焦あせるルティウスに、しかし姉は口を挟はさむ隙すきすら与あたえなかった。

「それでは皆様、良い結果をお待ちしていますわ」

　華奢に見える腕うでのどこにそんな力が眠ねむっているのか、ファビエンヌは貴婦人たちに向けて優ゆう雅がに一礼するなり、嫌がる弟の手を引っ張って歩きだした。

　あとには競せりに熱中する貴婦人たちの声と、異様な盛り上がりを見せる輪の中からそーっと抜け出そうとするラッツの姿だけが残っていた。
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　貴婦人の歩き方はいかなる時でも変わらない。スカートの端はしをゆったりとつまんで、楚そ々そと前に進む。たとえそれが、自分より背の高い弟の身体からだを片手で引きずっていたとしても。

　演習場を抜けたファビエンヌは、近衛隊が詰つめる官舎の裏側に回ったところで、ようやくルティウスの手を放した。純白のレースで縁ふち取どられたスカートごとふわっと軽く振ふり返るなり、くすっとこぼれた笑みを持っていた扇おうぎで隠かくす。

「まぁ、ルティウスったら怖こわいお顔！　他ほかのお嬢じよう様さま方に対してはあんなにやさしいのに、今いま頃ごろになって反はん抗こう期かしら？」

　姉の言葉はあっけらかんとしていて、悪意など微み塵じんも感じさせない。彼女も貴婦人たちも、純じゆん粋すいに競売を楽しんでいることは知っている。知っているけれど……！

「正直に申し上げます、姉上」

「あら、急に改まったりして、なにかしら？」

　にこやかに笑いながらも、視線だけはどこか鋭するどい。姉の妙みような迫はく力りよくに圧あつ倒とうされつつも、ルティウスは意を決して続けた。

「姉上が薔薇ばらの精のように美しい外見からは想像もつかないほどたくましい商しよう魂こんと、将軍にも匹ひつ敵てきする才覚をお持ちであることは知っています。ですが！　いつも言っているように、無む垢くな令れい嬢じようたちから金品を巻き上げるのはやめてください！」

　ファビエンヌがルティウスの持ち物を競りにかけるのは、今日が初めてではなかった。二年前に自分が近衛隊に入ってからずっとだ。

　この間は愛用の羽根ペンを貸したところ、翌日には見知らぬ令嬢が同じ色形をしたペンに口づけをしている姿を目もく撃げきした。さらにその前は、近衛隊の制服が消えたのと入れ替かわりで、玄げん関かんをふさぐほど大きな獅し子しの置物が家に届けられた。なんの嫌がらせかと思ったが、お小こ遣づかいの足りなかった令嬢が物納をしてきた結果らしい。

　他にも木き彫ぼりの熊くまやら、いわくありげな真しん珠じゆの首くび飾かざりやら、これ以上妙なものが集まってはたまらない。なにより、こんなことで令嬢たちに無駄なお金を遣つかわせたくなかった。

　今日こそ絶対に引かないという構えで、ルティウスはファビエンヌに向き合った。しかし、さすがは自分の姉にして、宮廷の頂点に立つ公爵夫人。いつも一ひと睨にらみで部下たちを震ふるえ上がらせる翠みどりの双そう眸ぼうも、貴婦人たちをとろかす魅み惑わくの顔も、まったくもって効果がない。

「お金のことなら、気にしないでもよろしいのではなくて？　あの子たちは裕ゆう福ふくな家の出なのだし、第一あなたを理想の王子様に育てたのはこの私なのだから、先行投資に対する見返りが少しくらいあったって、よろしいでしょう？」

「…………私は競走馬ではないのですが」

「たしかにそうね。あなたの王子様っぷりによって私が受けた恩おん恵けいは、通常のサラブレッドを余よ裕ゆうで超こえているわ。けれど」

　なにげなくひどいことをさらっと言ってのけて、ファビエンヌは途と中ちゆうで口をつぐんだ。歯に衣きぬ着せぬ物言いを得意とする姉が、こんなふうに言いよどむなんてめずらしい。

　彼女は左右にさっと視線を走らせると、辺りに人がいないのを確かく認にんしてから、ルティウスの顎あごを扇の端で軽く持ち上げた。熟うれたさくらんぼのように赤い唇くちびるから深いため息がこぼれる。

「二十五点」

「はい？」

「あなたはしっかり王子様を演じていたけれど、今日の行動は男としては二十五点よ」

「……それは、どうしてでしょうか？」

　いつもと同じように振る舞まっていたのに、減点される理由がとんと思い浮うかばない。戸と惑まどうルティウスの胸むな元もとに、ファビエンヌが怒おこったように手を伸ばしてきた。

「倒たおれたご令嬢のためにハンカチを差し出したところまではよかったわ。だけど、そのまま上着のボタンを留め忘れてしまうなんて！　油断してはだめよ、ルティウス──いいえ、ルティア。あなたは女の子なのだから！」

　ファビエンヌの指が、はだけた制服のボタンを一つずつ丁てい寧ねいに留めていく。

　ルティウス──いや、ルティアは隠された自分の胸元を見下ろして、爽さわやかに微笑ほほえんだ。

「ご安心ください、姉上。制服の下のシャツが少しくらい透すけていたって、問題ありません。この大草原のごとき真っ平らな胸を見て、私の性別に気づく者なんていませんから！」

「ルティア、あなたね……百歩譲ゆずって、あなたの発言は正しいと認めましょう。だけど、これだけは覚えておいてちょうだい。あなたの秘密に伯はく爵しやく家の命運がかかっているのよ！」

　姉にピシャッと叱しかられて、ルティアはばつが悪そうに頰ほおをかいた。

　建国の頃ころより王家に仕える騎き士しの家に生まれ、病弱な弟のシリルに代わって近衛隊に入った。自分が女であることは家族しか知らない秘密だ。ばれた場合にどんな罰が下るか、極度に楽観視できるほどルティアも子どもではない。爵しやく位いの剝はく奪だつだけで済めばいいが、下手をしたら一族そろって国外追放になるかもしれない。

　しかし、それでもルティアには女であることを隠し通せる自信があった。

　中性的な外見についてあれこれ言われることはあったけれど、姉の教育のおかげもあって、今では宮きゆう廷てい一の王子様として認められつつある。さらに最近では貴婦人たちから毎日のように熱ねつ烈れつな恋こい文ぶみまでもらっているのだ。

「姉上、ご心配は無用です。今さら私が女だと主張したら、そっちの方が頭がおかしくなったと思われますから！」

「…………ええ、まぁ、そうなのだけれど」

　自信に満ちた妹と違ちがって、姉の方は幾いく分ぶん複雑な思いに襲おそわれたらしい。表情を隠すように、顔の前でぱらりと扇を開く。

　その時だった。「三十万！」という絶ぜつ叫きようが演習場の方で上がった。続いて、人々が一いつ斉せいにパチパチと手をたたく音が風に乗って聞こえてくる。

「どうやら競りが終わったみたいね。相変わらず、今日も良い値がついたこと」

　こともなげに言ってのけた姉の台詞せりふに、ルティアは顔色を失った。

「ちょっと待ってください！　三十万リーブラって、なにを考えてるんですか!?　一いつ般ぱん庶しよ民みんが一ヶ月は余裕で生活できる金額ですよ！　こんな馬鹿げた遊びは今すぐやめさせないと！」

　慌あわてて止めに行こうとしたルティアの上着をファビエンヌが後ろから力いっぱい引っ張った。

「姉上！」

　振り向むきざまに一応睨んでみても、効果はない。ファビエンヌはなにがそんなに楽しいのか、うきうきとした顔つきで口元に愛らしいえくぼを刻んでいる。

「ルティアったら、そんなむきにならないでよ。今日はもう決まってしまったのだから、いいでしょう？　今さら落札者からハンカチを取り上げるなんて、そんなむごいこと、私にはできないわ！　だから、そうねぇ……ふふっ、ここは七三の取り分でどうかしら？」

「本音がダダ漏もれですよ、姉上。それに、その提案の仕方は完全に悪役の台詞です」

「そうかしら？　別に法に触ふれているわけではないのだし、固いことは言わないでよ」

「少なくとも倫りん理り的にはいろいろなものに抵てい触しよくしていますから」

「まぁ、それは置いておいて。私は落札者の方とお話をしてくるわ！」

　一方的に話を切り上げて、ファビエンヌはルティアに背を向けた。すみれ色のスカートをつまんで、小走りに駆かけだす。

　ルティアはとっさに追いかけようとしたが、伸のばした手は虚むなしく空くうをかいただけだった。

「おい、ルティウス。待てよ」

　急に後ろからかけられた声に、ルティアの全身がこわばる。振り向くと、官舎の陰かげからラッツがこちらに向かって歩いてきているのが見えた。

（いつからそこにいたんだ!?　姉上との会話を全部聞いていたわけじゃないよな!?）

　ラッツは不ふ機き嫌げんそうな顔でツカツカと近づいてくると、おもむろにルティアの手をつかんだ。

「ルティウス、今から俺と一いつ緒しよに来い」

「……なぜだ？」

「シュヴァリエ隊長がおまえを呼んでるんだよ」

「…………え？　隊長が？　私を？」

　予想だにしていなかった答えに、ルティアは目をパチパチと瞬またたかせ、次いで、思い切りうさんくさそうに眉まゆ根ねを中央に寄せた。

　おかしい。今はまだ将軍たちによる定例会議の真っ最中のはずなのに、それがこんなに早く終わるなんて、なんだか嫌いやな予感がした。

　ファビエンヌが落札者にハンカチを渡わたしたのか、遠くで一ひと際きわ大きな拍はく手しゆがわき起こる。

「あっちはもういいだろう？　ほら、早く隊長のところに行くぞ！」

　迷うルティアの手をラッツが引っ張る。彼が言う通り、今さら自分が出ていったところでなにも変わらない。それなら……。

（仕方ない。次の競せりは必ず止めるからな！）

　ルティアは姉と貴婦人たちに向かって心の中で宣言すると、ラッツと並んで近衛隊長の待つ執しつ務む室に向かった。
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　建国の頃よりずっと名より実を重視してきたフロイデン王国において、近衛隊長の執務室は王宮の一角ではなく、近衛隊官舎の一番奥にある。

　ルティアは制服の襟えりを正すと、木目の粗あらい焦こげ茶ちや色の扉とびらをノックした。

「ルティウスか？　おまえ一人だけ入ってこい」

　急な呼び出しに何事かと思ったけれど、中から返ってきた声はいつもと同じように低く落ち着いている。ルティアは後ろからついてきていたラッツに目だけで別れを告げて、ゆっくりと扉を開けた。

　最初にルティアの視界に飛びこんできたのは、正面の壁かべに飾かざられている王国旗だった。一ひと振ふりの剣けんを挟はさんで、赤と黒の獅し子しが向かい合わせに立つ姿が描えがかれている。旗の下に置かれた机の前に馴な染じみのある姿が座っているのを見つけて、ルティアは背筋を正した。

　この部屋の歴代主あるじの中ではずば抜ぬけて若い。近衛隊長を務めるシュヴァリエ・フォン・リベルテは、フロイデン王国の中でたった一人しかいない二十代の将軍だった。といっても、二十代を名乗れるのもあと二年か三年の間だけのはずだが。

「今日もラッツといい勝負をしていたようだな。ご婦人方の歓かん声せいが会議中の部屋まで聞こえてきたぞ」

　磨みがいていた剣を机の上に置いて、シュヴァリエが顔を上げる。後ろで一つに束ねていた銀ぎん髪ぱつがさらりとこぼれて、引き締まった頰に一筋の影かげを落とす。

　それは一度見たら忘れることのできない顔だった。目鼻立ちのくっきりした面おも立だちと、灰色がかった青い瞳ひとみのせいだけでない。その目は、左が黒い革かわの眼帯で覆おおわれていたのだ。

「将軍方の定例会議がこんなに早く終わるなんて、いかがなさったのですか？」

　ルティアはシュヴァリエの本心を探さぐるようにその眼めを見返して、ふと眉まゆをひそめた。

　本や武具であふれた執務机の端はしに、大きな絹の袋ふくろが置かれていた。その口は深しん紅くのリボンできれいに結ばれている。

（プレゼント……にしては大きすぎるよな？　しかも、この部屋に置かれているなんて）

「ルティウス、この中身を教えてやろうか？」

　こちらの思考を読んだようなタイミングで、シュヴァリエが話しかけてくる。彼は口元におもしろがるような笑えみを浮うかべて、袋を投げてきた。

「これはおまえへのプレゼントだ。受け取れ！」

「えっ!?」

　とっさに広げた腕うでの中にずしっとした重みを感じて、ルティアはたたらを踏ふみそうになった。

（なんだ、これは!?）

　さわり心地ごこちはなめらかでフワフワしているくせに、やたらと重たい。

「まぁ、開けてみろ」

　シュヴァリエに満面の笑みで促うながされて、ルティアは袋を放ほうり出したくなった。彼がこういう表情かおをする時は、たいていろくなことがない。

　この前は「王都で偽にせの真しん珠じゆを売りさばいている自じ称しよう公こう爵しやく夫人を捕つかまえるまで帰ってくるな」と笑顔で命じられて、王宮の外に放り出された。ラッツと一緒に三日三晩、町をさまよい続けた甲斐かいあって、最後には詐さ欺ぎ師したちのアジトをつき止められたけれど、途と中ちゆうから下水道に逃にげこまれて大変だったのだ。あんな苦労は二度としたくない。

（今度はなんだ？　いったいどんな無む茶ちやを命じられるんだ？）

　ビクビクしているルティアの様子を、シュヴァリエはにこにこと上じよう機き嫌げんで見守っている。その顔を視界の隅すみに収めながら、ぎこちない手つきでリボンをほどいていく。

　やがて袋の中から現れたのは、ルティアの瞳と同じ翠みどりの色をした絹のドレスだった。しかも最近の流りゆう行こうを取り入れたせいか、それとも単にシュヴァリエの趣しゆ味みなのか、たっぷりとしたスカートの裾すそには、隣りん国ごくであるアランス王国製のレースが幾いく重えにも縫ぬいつけられている。

（……隊長がなぜ男の私にドレスを？）

「ルティウス・フォン・リリフォーレ」

　低く深みのある声に呼ばれて、ハッと顔を上げる。

　灰色がかった青い瞳と目が合った。その数は一つしかないのに、そこに宿る光はどんな双そう眸ぼうよりも力強く、視線を逸そらすことを赦ゆるさない。

　ドレスを持ったまま硬こう直ちよくしているルティアに向かって、シュヴァリエは厳おごそかに命じた。




「今日からおまえは女になれ」
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　バサッという音が部屋に響ひびく。それはルティアがドレスを落とした音だった。

「せっかくの上官からのプレゼントを、もう少し大切にしろよ」

　机から立ち上がったシュヴァリエがドレスを拾う。「ほら」と差し出されたそれを、ルティアは受け取ることができなかった。

（まさか、噓うそだろう……？）

　ラッツと共に近衛の双そう華かと呼ばれ、剣の腕でも他ほかの騎き士しに引けを取らない自分を見て、女だと気づくはずがない。

「急にこんなものを渡されて、おまえが驚おどろくのも無理はない。けれど、おまえに女の格好をしてもらうのには、それなりの理由があるんだ」

「……それは、なんでしょうか？」

　口にした問いは、自分の声とは思えないほど硬く乾かわいている。ドレスを凝ぎよう視ししたまま動かなくなったルティアを見下ろして、シュヴァリエがフーッと深い吐と息いきをついた。

「すべての原因は陛下だ。今朝けさの朝議で、今後一いつ切さいの護衛を拒きよ絶ぜつすると宣言なさったらしい。よって、俺たちの隊は仕事を失って、お払はらい箱になる」

「……………………はい？」

「近衛隊は解散させられるんだ」

「解散……って、え？　ええっ!?」

　重々しくうなずく上官を見上げて、ルティアは頭の中が真っ白になるのを感じた。

「護衛はいらない!?　近衛隊を解散させるって、正気ですか!?」

「非常に残念だが、陛下はいつでも真しん剣けんそのものだ。やると宣言なさったら最後、必ず実行なさるだろうな。即そく位いなさってからの一年間がそうであったように」

「そんな……！」

　どこか含ふくんだシュヴァリエの物言いに、ルティアの脳のう裏りを過去一年間の記き憶おくが駆かけ巡めぐった。

　先王が崩ほう御ぎよし、誰だれが次の王位に就つくかで混こん沌とんとなった宮きゆう廷てい。王宮の外では民たみの生活が悪化の一いつ途とを辿たどっているにもかかわらず、高官たちは日々派は閥ばつ争いに明け暮れていた。そこへまるで奇き術じゆつ師しが空の帽ぼう子しから鳩はとを出すように、ひょいと連れてこられたのが今の国王だった。

　生まれてから十八年もの間、自分が先王の落とし胤だねであることすら知らされず、辺境の一貴族として育てられたらしい。そんな彼のことを最初、宮廷の人間たちはとことんなめていた。国王と、そのおつきとして共にやってきた青年から強きよう烈れつなしっぺ返しを食くらうまでは。

　味方の振ふりをしてもみ手全開で近づいた大臣は、翌週王宮の至る所に自分のスキャンダルを張り紙されて、婿むこ入いり先の伯はく爵しやく家に二度と戻もどれなくなったらしい。

　またある朝、食しよく糧りようの納入で賄わい賂ろを受け取っていた下級官かん僚りようたちが、簀す巻まきにされて謁えつ見けんの間に転がされていたこともあった。なんでも前の晩、国王自らが一人一人を尋じん問もんなさったうえ、身をもって彼らに罪を償つぐなわせた結果らしい。

　今の国王が即位してから一年。

　王都における関税の一部撤てつ廃ぱいや納税額の引き下げなど、彼が推おし進めた改革のおかげで、民の生活は明らかに良くなってきている。そのことにルティアは安あん堵どしていたが、誰もが諸もろ手てを挙げて彼の改革を受け容いれたわけではなかった。

　フロイデン王国には古くから伝わる伝承がある。黒くろ髪かみの王は、男と女二つの顔を持つ王国の守護神のうち、いずれかの寵ちよう愛あいを強烈なまでに受ける、と。

　国王の強ごう引いんなやり方に反感を覚える者たちは、彼のことを「覇ルテ王イ神ウスに憑つかれし王」と呼んで忌いみ嫌きらった。一方で、過激でもたしかな好転を喜ぶ者たちは、彼こそ「豊穣神ルテイアに祝福されし王」かもしれないという希望を抱いだいて、様子見を決めこんだ。

　史上最悪の暴君か、賢けん君くんか。

　正確な判断を下せる者は未いまだいない。ただ、それでも一つだけ確実に言えることがある。

「よりにもよって今、近衛隊の解散をお命じになるなんて、陛下はなにを考えていらっしゃるのですか？」

　即位以来、数々の改革を断行してきた国王には、味方よりも敵の方がはるかに多い。宮廷内での勢力争いが激化しつつある今、身辺を警護してくれる者の存在は欠かせないはずなのに。

　彼には、そんなことすらわからないのか？

「陛下曰いわく、『自分の身くらい自分で守れる。近衛隊など税金の無む駄だ遣づかい』だそうだ」

「そんな……！　陛下がどれほどお強いか知りませんが、万が一のことが起きたら、どうするつもりですか!?」

　民の生活は最近ようやく落ち着きを取り戻してきたのに、彼を失うことで、また一年前のような荒あれた時代に戻るわけにはいかない！

「まぁ、落ち着け、ルティウス。おまえの言いたいことは俺にもよくわかる。そこで、おまえとドレスの出番だ」

「……………………は？」

　思い切り訝いぶかしげな声を上げたルティアの手に、シュヴァリエがドレスを押しつけてきた。

「おまえには来週から陛下の婚こん約やく者候補として、このドレスを着て陛下の護衛についてもらう。頼たのんだぞ」

「ちょっと待ってください！　お言葉ですが、ただの護衛でしたら女の──よりにもよって、婚約者候補の振りをする必要なんて、どこにもないと思うのですが」

　ドレスを戻そうとするルティアの手をさらに押し返して、シュヴァリエがやれやれと肩かたをすくめる。

「いいか、ルティウス。一切の護衛を拒絶している陛下相手に正せい攻こう法ほうが通じると、おまえは本気で考えているのか？　たとえ近衛隊の制服を着ていなかったとしても、ある日、急にそれらしい所作の男が近づいてみろ。害虫のように扱あつかわれて、宮廷を追われるのがオチだぞ」

「それはそうかもしれませんが、男の私が婚約者候補の振りをするなんて、それこそ危険じゃありませんか!?」

　ただでさえ近衛隊の存在を快く思っていない国王に、婚約者候補の正体が近衛隊の一員だとばれたら、ただで済むはずがない。

　困こん惑わくするルティアの肩をシュヴァリエがポンとたたいた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ルティウス。要は陛下にばれなければいいんだ」

「そういう問題ですか!?」

「なら、おまえは俺にどうしろと言うんだ？」

「それは……」

　青い目でじっと見つめられて、ルティアは言葉に詰つまった。

　シュヴァリエの提案には一理ある。今の国王の護衛には騎士だなんて想像もつかない、華きや奢しやな貴婦人のような人間でなければ難しいだろう。ルティアも頭では理解できたけれど、どうしても気持ちが追いつかなかった。

（だって、私は今までずっと一人前の騎士になることを目指してきたんだぞ！　今さらドレスなんて着られるか！　それに──）

　今回の任務で万が一、近衛隊の面々に自分が本物の女だとばれたら、姉のファビエンヌや弟のシリルにまで迷めい惑わくをかけてしまう。

「隊長、近衛隊を巡る現状はよく理解できました。ですが、この任務はどうか他の者にお命じください。私には、その……完かん璧ぺきな貴婦人を演じる自信がありませんので」

「そんなことはない。ラッツも一応候補として考えたが、おまえの方が女顔で線も細いから、怪あやしまれずに済む」

「それはそうかもしれませんが……私にはやっぱり荷が重すぎます。どうかご容よう赦しやください」

　渡わたされたドレスを執しつ務む机の上に戻して敬礼する。ルティアはそのまま部屋を出ていこうとしたが、

「そうか。女の格好をそこまで嫌いやがるなんて、もしかしておまえは本物の女なのか？」

（……はっ!?　今の話の流れで、どうしてそうなる!?）

　勢いよく振り返ったルティアを見下ろして、シュヴァリエがハーッとあからさまなため息をつく。

「実は最近、おまえが本当は女なんじゃないかって噂うわさが近衛隊の中で流れていてな。俺も最初は、女に飢うえた野や郎ろうどもの妄もう想そうだと思って取り合わなかったんだが……おまえが本物の男だとしたら、たかが女装にここまでの拒きよ否ひ反応を示すはずがないもんな」

（…………ちょっと待て）

　混乱する頭をルティアは手で押さえた。

　貴族の夜会などで、ふざけてドレスを着る男がいるという話は聞いたことがある。けれど、一人前の騎き士しがそんなことをするはずがない。

「隊長、どうかからかわないでください。まっとうな神経を持った騎士であれば、誰だって女装を嫌がるはずです」

「そうか？　任務なら仕方ないと思うぞ」

「なら、隊長はドレスをお召めしになったことがあるんですか!?」

「ある！」

「………………………………」

　一いつ瞬しゆん、なんだかすごく怖こわいものを想像してしまった。隻せき眼がんのごつい女が必要とされる任務なんて、いったいどんな内容だったんだろう？

　凍こおりつくルティアの前で、シュヴァリエが再度深いため息をこぼした。

「俺の過去はともかくとして、仕事ですら女の格好を嫌がるなんて、やっぱりおまえは本当は女なんだな」

「そんなことありません！　任務であれば、私だって女装の一つや二つ──」

　叫さけびかけて、ルティアは途と中ちゆうで「あっ！」と口を押さえた。

「そうか、やってくれるか」

　シュヴァリエがこちらを見て、ニヤッと目を細める。

（しまった！　まさかこんな簡単な誘ゆう導どう尋じん問もんに引っかかるなんて！）

　ルティアは自分の失言を呪のろったが、今さらあとには引けなかった。ここで下手にごねて、本当に女かと疑われだしたら、そっちの方がよっぽど厄やつ介かいだ。

「そんなに緊きん張ちようするな。俺たちもしっかりサポートするから、おまえは大船に乗ったつもりでどんと構えていろ。おまえなら俺の期待に応こたえてくれると信じているぞ」

「……………………」

　シュヴァリエに背中をたたかれて、ルティアは覚かく悟ごを決めた。国王の婚約者候補を演じるなんて、いろんな意味で危険極きわまりなかったけれど、ここまで言われて断ることはできない。

　自分からドレスを手に取ったルティアを見て、シュヴァリエが満足そうにうなずく。

「おまえが護衛を引き受けてくれるなら、話は早い。おまえには陛下の婚約者候補として、来週からそばに張りついてもらう。いいか？　陛下の執務が終わる夕方から夜中まで毎日だ」

「日中はよろしいのですか？」

「そうだな。本当は昼間も護衛を続けてもらいたいが、ただの婚約者候補が政務の場に居合わせるのは不自然極まりないし、おまえが急に近衛隊からいなくなったりしたら、ご婦人方が騒さわいでしまって、大変なことになるだろう……」

　どこか疲つかれたようなシュヴァリエの言葉に、ルティアは納なつ得とくした。ラッツと毎日行っている剣けんの手合わせを急にやめたりしたら、貴婦人たちから怪しまれることは間ま違ちがいない。

「わかりました。それでしたら、日中は今まで通り近衛隊に詰めさせてもらいます」

「ああ、そうしてくれ。あともう一つ。今回はおまえの姉さんとラッツにも協力してもらうつもりだが、おまえが陛下の婚約者候補を務めることは、他ほかの者たちには一いつ切さい秘密にしておく。事実を知る者が多ければ多いほど、計画は漏もれやすくなるからな」

「はい」

「ただ、ここで一つ問題が出てくる」

「なんでしょうか？」

　首をかしげるルティアに向けて、シュヴァリエは大おお真面目まじめに告げた。

「俺たち三人もずっとおまえについているわけにはいかないからな。できる限りのことはするつもりだが、おまえ自身も気をつけろ。特に夜中の〇時を過ぎたら、必ず自分の部屋に戻もどるんだぞ」

「…………？　それでは護衛の意味がないと思うのですが」

「大丈夫だ。おまえには陛下の隣となりの部屋を用意するから」

「なぜまた、そんなまどろっこしいことをするんです？」

　自分はいざとなったら国王の部屋のバルコニーでだって平気で休めるのに、隊長はなぜ護衛の機能を低下させるようなことを提案するんだろう？

　怪け訝げんそうな顔のルティアを見下ろして、シュヴァリエがあきれたように、こめかみを手で押さえた。

「ルティウス、わかっているか？　おまえはこれから女になるんだ。嫁よめ入いり前の令れい嬢じようが夜中に男の前をうろつくんじゃない！」

「あっ！　そうでした！」

　シュヴァリエが「こいつ、大丈夫か？」という目を向けてくる。ルティアは上官の不安を一いつ掃そうするように、ピシッと踵かかとをつけて敬礼した。

「お任せください！　一度任務を引き受けた以上は、姉もうならせるほどの淑しゆく女じよになってみせますから！」

「……まずは、その言こと葉ば遣づかいと動作をどうにかしなければならないようだな」

　シュヴァリエの目つきが、どこか遠くを見るようなものになる。けれど、彼がルティアの任務を取りやめることはなかった。

　ルティアはそれから二言三言シュヴァリエと言葉を交かわしたのちに、部屋をあとにした。

　後ろで扉とびらを閉めた途と端たん、廊ろう下かに誰だれもいなかったのをいいことに、ルティアは抱かかえていたドレスに顔を埋うずめて、その場にしゃがみこんでしまった。

（大変なことになったな……）

　まさか騎士として生きることを誓ちかった自分が、淑女の真似まねをする日が来ようとは夢にも思わなかった。近衛このえ兵へいである自分が国王の婚こん約やく者候補を演じていることがばれたら、近衛隊の信しん頼らいが失しつ墜ついするだけじゃない。このことがきっかけで、万が一自分が本物の女だと皆みなに知られたら、とんでもないことになる。

（だけど、今さら護衛を断ることもできないし……それなら前に進むしかないよな。よし！）

　腕うでの中のドレスをギュッと抱だきしめて立ち上がる。

　ルティアはまっすぐに顔を上げて、無人の廊下を颯さつ爽そうと歩いていった。
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　それから一週間後の、夕暮れにはまだ少しだけ早い初夏の午後。

　フロイデン王国の名産である白びやつ光こう石せきを砕くだいて埋めこんだ王宮の壁かべが、朱しゆを一いつ滴てき溶とかした淡あわい光に包まれる。真しん珠じゆのようになめらかな光こう沢たくを放つことから真珠宮とも呼ばれる王宮の奥に、ルティアは姉と二人でいた。

　ルティア・フォン・リリエンタール伯はく爵しやく令れい嬢じよう。

　それが国王の婚約者候補として過ごす間、ルティアに与あたえられた名前だった。

　シュヴァリエに本名を指定された時、一瞬心臓が止まるかと思った。しかし、よく考えてみたら、覇ルテ王イ神ウスも豊穣神ルテイアも王国を守護する神の名前。その栄光にあやかろうとした結果、巷ちまたにあふれているこの名前をシュヴァリエが自分に選んだところで不思議はなかった。

　これからどれほどの時を「ルティア姫ひめ」として過ごすことになるかはわからない。シュヴァリエが国王に近衛隊の解散を思いとどまらせるまでの間、自分はルティウス・フォン・リリフォーレの従妹いとことして、昼はリリフォーレ伯はく爵しやく家で行ぎよう儀ぎ見習いをしているように見せかけながら、夜は国王の婚約者候補として、そばに侍はべるのだ。

　国王との初顔合わせとなるこの日、ルティアは姉と二人きりの部屋の中で、コルセットの紐ひもを後ろからギュッと強く縛しばられて、前のめりに倒たおれそうになった。

「あ、姉上。胸からおなか回りにかけてが、ひどく苦しいのですが……」

「当たり前よ。くびれができるように、私が渾こん身しんの力をこめているんですもの」

「そんな細ほそ腕うでで無理をしなくて……もっ！」

　ルティアの抗こう議ぎは再度ギューッと絞しぼられたコルセットによって、あえなく封ふうじられてしまった。

「いいこと、ルティア。たとえわずかの間でも女に戻る決意をしたのなら、覚えておきなさい。くびれたウェストと、スカートが揺ゆれた時に一瞬だけ見える足首は貴婦人の武器。一見優ゆう雅がに思えても、女はドレスの下で戦っているものなのよ！」

「は、はい！」

　本当は半分も意味を理解できていなかったけれど、正直に聞き返したら最後、どれだけ説教をされるかわかったものじゃない。それに、ここは美の専門家である姉にすべて委ゆだねた方が正解だ。たとえ呼吸困難に陥おちいりそうなほど胸が苦しくても、華きや奢しやな貴婦人たちがみんな耐たえているのだ。これしきのことで、騎き士しである自分が弱音を吐はくわけにはいかない。

　急におとなしくなった妹を見て、ファビエンヌは満足そうに微笑ほほえみながら支し度たくを続けた。

　コルセットにパニエにペチコート──肌はだ着ぎだけでもすでにかなりの嵩かさがあるのに、上から翡ひ翠すいの色をした絹のドレスを纏まとって、剣だこを隠かくすためにレースの手て袋ぶくろをはめる。

　ファビエンヌは最後に流れるようなハニーブロンドのかつらをかぶせて、鏡台の前に座っているルティアの肩かたに後ろから手を置いた。

「はい、これで完成よ。我が妹ながら、なかなかの出で来き映ばえだわ。いかが？　初めてまともにドレスを着た感想は」

　おそるおそる顔を上げる。色とりどりの宝石で囲まれた鏡の中に、自分の知らない女性が映っていた。一いつ瞬しゆんファビエンヌかと思ったが、違ちがう。銀の光を帯びて輝かがやく翠みどりの双そう眸ぼうは、たしかに自分のものだ。

　姉に話しかけようとして口を開く。すると、薔薇ばらの花びらのような唇くちびるがふるりと震ふるえて、ルティアは反射的に口元を手で覆おおいそうになった。

「やめなさい！　せっかくの口紅が落ちてしまうでしょう！」

　ファビエンヌがルティアの手を慌あわててつかむ。

「それで、どうなの？　初めて『お姫様』になった感想は」
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　キラキラと目を輝かせている姉は、明らかに今の状じよう況きようをおもしろがっている。

（だけど、急に感想と言われたって……）

　思ったことをそのまま口にするのも気き恥はずかしくて、目を逸そらす。うつむきかけたルティアの耳に、コンコンと扉をノックする音が聞こえた。

「ルティア、あなたは座っていなさい！　私が出るから！」

　立ち上がりかけたルティアを制して、ファビエンヌが扉を開けた。瞬しゆん間かん、

「隊長!?　ラッツまで！」

　部屋に入ってきた二人を見て、ルティアは問答無用で逃にげたくなった。だが、さっと後ろに回ったファビエンヌに肩を押さえられてしまった。

「お二人とも、いかがですか？　うちのルティア姫は」

（……これはいったいなんの嫌いやがらせだ？）

　男の自分しか知らない二人の前で、こんなヒラヒラのドレスを着ているだけでも死ぬほど恥はずかしいのに、真面目な感想を求めるなんて！

　昇官試験の時よりこわばったルティアの全身をシュヴァリエがゆっくりと眺ながめていく。

　ルティアがゴクリと唾つばを吞のんだ、その時、シュヴァリエが目の前で急にひざまずいた。

「隊長!?」

「動くな。じっとしてろ」

　いつになく強い口調で命じられて、椅い子すの上でピンと背筋を伸のばす。

　シュヴァリエの骨張った手が足に触ふれた。「ひゃっ！」と変な声を上げそうになったルティアの横で、足あし下もとを覗のぞきこんだファビエンヌが「まぁ」と感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらした。

「シュヴァリエ様はさすがにわかってらっしゃいますこと。それは今流りゆう行こうの靴くつ飾かざりですわね」

「ああ。こいつの翠の瞳ひとみには白光石の輝きが似合うと思ってな」

（え……）

　足下を見たルティアの頰ほおが熱くなる。鮮あざやかな翠の色が美しいハイヒールの先に、清せい楚そな白い石の飾かざりが添そえられていた。

（こんなかわいらしい小物が私に似合うなんて……）

　硬こう直ちよくしたルティアの肩をファビエンヌがたたく。我に返ったルティアは椅子から勢いよく立ち上がって敬礼をした。

「隊長！　お心こころ遣づかいに感謝します！」

「ルティウス、あなたね……」

　ファビエンヌが麗うるわしい顔を扇おうぎで覆おおい、目を丸くしたシュヴァリエが盛大に吹ふき出す。

（あ、そうだった！　今の私は女性の格好をしてるんだった！）

　慌てたルティアは名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに、スカートをつまんで膝ひざを折ろうとした──が、今度は裾すそを踏ふんづけて転びそうになる。

「もういい。非常時以外おまえはしゃべるな、動くな。普ふ通つうに立っている分には申し分のない貴婦人なんだから。なぁ、ラッツ」

「は、はい!?」

　今まで部屋の端はしでつっ立っていたラッツが、急に話題を振ふられて裏返った声を上げる。

「おまえはルティア姫をどう思う？　『ルティウスの女装なんて目が腐くさる！』と言っていたが、実物を前にして気が変わったか？」

　ラッツの口からゲフン、ゴフンと妙みような咳せきが飛び出す。めずらしく言いよどむ同どう僚りようを見て、ルティアは小さく肩を落とした。

「別に無理して答えなくていいぞ。私のドレス姿なんて、見ていて楽しくもないしな」

「違う！　そういうわけじゃなくて！　その……」

「なんだ、ラッツ。気になることがあるなら、はっきり言え」

　なぜかにこにこ笑っているシュヴァリエにせっつかれて、ラッツはようやく答えた。ただしルティアの顔ではなく、その斜ななめ下を見やって。

「なんというか、その……よくできた乳ちちだな」

（感想、そこなのか!?）

　思わずつっこみそうになったルティアの耳に、スパンッと軽かろやかな音が飛びこんできた。

「ごめんあそばせ、ラッツ様。あなたの頭に蚊かが止まっておりましたの」

「え……？」

　目を白黒させるラッツの向かいで、やわらかく微笑んだファビエンヌが扇の縁ふちを掌てのひらでトンッとたたく。

「そうだな。もうすぐ夏だよな。たしかに今の蚊はでかかった」

　必死で笑いをこらえたシュヴァリエの肩が小刻みに揺れている。

　ラッツは自分の身になにが起きたのかわかっていないらしく、ぽけっとした顔で頭をなでている。ルティアもつられて吹き出しそうになって、慌てて口を引き結んだ。

　今回の任務はこれでいい。国王の婚こん約やく者候補を演じるうえで女に見えなかったら、それこそ問題だから。しかし、シュヴァリエたちの前では今まで以上に気をつけなければならない。自分が本物の女だという秘密は絶対に守り通さなければならないのだ。

　自らの決意を再さい確かく認にんして、胸の前でグッと拳こぶしを握にぎりしめる。

「おまえ、そんなに雄々しい動きばかりしていて、本当に女の振りなんてできるのか？」

　おそるおそる尋たずねてきたラッツに向かって、ルティアは大きくうなずいてみせた。

「安心しろ！　この任務は絶対に成功させてみせる！」

「……………………」

　ますます不安げな顔つきになったラッツとルティアの間に、ファビエンヌが割って入った。

「そろそろお時間ですので、ルティア姫ひめをお借りしますわ。次はまた今夜」

「ああ、健けん闘とうを祈いのる」

　あっさりした様子のシュヴァリエと、妙に複雑な顔をしたラッツに見送られて、ルティアは姉と一いつ緒しよに部屋を出た。




（さっきはああ言ったけど、ラッツの心配はもっともだな）

　石像の並ぶ廊ろう下かを慣れないハイヒールで歩きながら、ルティアは気を抜ぬくとつい大おお股またになりがちな自分の脚あしを見下ろして、静かに頭かぶりを振った。

　国王の護衛を始める前に、突とつ破ぱしなければならない難関がある。

　これから自分は人生初のお見合いで男に──よりにもよってあの国王に気に入られなければならないのだ。それも「しばらくの間なら、婚約者候補としてそばをうろついていても構わない」と思ってもらえる程度に。

　正直、ラッツの前で見せたほどの自信はなかったけれど、ここまで来たらやるしかない！

　ルティアは気合いも新たに王宮の庭に出ていった。
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　それから一時間後。

　ルティアのやる気はあっさり粉々に砕くだかれていた。

（陛下はなぜお越こしにならないんだ!?）

　当初の予定では、庭園を散策しているルティアのもとに休きゆう憩けい中の国王が偶然現れて、顔合わせをする手はずだった。なのに、色とりどりの花に埋うもれた庭を何周しても、一向にやって来る気配がない。気分はもはや罠わなにかかる獲え物ものを待っている猟りよう師しのようだ。それにしては、獲物にか弱さや愛らしさが圧あつ倒とう的に不足している気もするけれど。

　昨夜降った雨の名残なごりか、辺りはしっとりとした夏薔薇ばらの香かおりで満たされている。姉のファビエンヌは予定を再確認するため、先ほど王宮に戻もどってしまった。

　一人残されたルティアは薔薇の生け垣がきの前に置かれたベンチに腰こし掛かけて──ガクッと深くうなだれた。慣れないハイヒールで靴くつ擦ずれを作った自分を心配して、姉が自分を置いていったことはわかる。けれど──！

（姉上、早く帰ってきてください！　私には陛下のお顔がわかりません！）

　即そく位い式しきや国を挙げての式典において、会場を守る近衛隊の一員として遠くから眺めたことなら何度かある。しかし、それだけだ。あの国王が貴族主しゆ催さいの夜会に顔を出すわけもなく、伯はく爵しやく家の出身とはいえ、一いつ介かいの近衛このえ兵へいに過ぎないルティアが直接話をする機会もなかった。

　しかも、あの国王は即そく位いの際、「肖しよう像ぞう画がの作成なんかに血税を使うな。俺の顔が飾られていたところで泥どろ棒ぼうよけにもならん」と言って、宮きゆう廷ていのお抱かかえ絵師を追い返したらしく、手がかりとなる絵姿すら見つけられなかった。

　おかげで、ルティアが国王の容姿について知っていることは一つしかない。彼は歴代の中でもめずらしい黒くろ髪かみの王らしい。それもひどく特とく殊しゆな色合いをした──。

（だけど、単に黒髪というだけで、すぐに国王だってわかるか？）

　王家に黒髪の王が少ないのは事実でも、貴族たちの間ではさほどめずらしくもない。王家の紋もん章しようを縫ぬい取った服でも着ていればいいけれど、今までに聞いた噂うわさを思い起こす限り、そんなご丁てい寧ねいな格好で現れてくれるとは考えられない。

　さて、どうしたものかと思った時、塩気を帯びた海からの風が庭園を吹き抜けた。

　ふわっと舞まい上がったスカートをルティアは手で押さえた。姉の猛もう特とつ訓くんの成果か、こういうところはしっかり内うち股またになっている──ように見せかけて、本当は内ももの筋肉を総動員してスカートを内側から挟はさんでいた。

（大だい丈じよう夫ぶ。要は見た目が淑しゆく女じよらしければ、それでいいんだ）

　ファビエンヌが聞いたら確実に怒おこりそうな結論だったけれど、自分は今までの十六年間を男として生きてきたのだ。即そく席せきの淑女としては、これでも頑がん張ばった方だと褒ほめてもらいたい。

　今なら国王が現れたって問題ない。姉の真似まねをして顔に優ゆう雅がな笑えみをたたえながら、スカートの裾を整えた。その時、視界の隅すみを白っぽいものがかすめていった。

（なんだ？）

　後ろを見上げていると、今度は自分の座っているベンチの前で、薔薇の生け垣が急にガサガサと大きく揺ゆれだした。

（まさか陛下か？）

　いや、いくら噂に聞く型破りな性格だって、一国の主あるじがこんなところから現れたりしないだろう。というより、そんな国王は嫌いやだ。

　いろんな意味で身構えながら見ていると、薔薇の間から人が飛び出して来た。王宮に勤めている下働きの少女だろうか。淡あわい水色のドレスに白く清潔なリネンのエプロンを纏まとっている。

　彼女は足の先まで生け垣から抜け出すと、ルティアには目もくれず、その後ろの塀へいを見上げて声もなく固まった。愛らしく垂れ下がった目元に、じわっと熱い涙なみだがにじむ。

（急にどうした!?）

　自分が泣かせたわけでもないのに、妙に動どう揺ようしてしまって少女に駆かけ寄る。靴擦れのできた踵かかとがズキンと痛んだけれど、気にしている場合じゃない。

「どうなさいましたか、ひ……めではなくて、かわいらしいお嬢じようさん」

　危ない。いつもの調子で話しかけそうになって、ルティアは誤ご魔ま化かすように微笑ほほえんだ。

　少女はお嬢さんと呼ばれたことに驚おどろいたようだったが、ルティアが再び笑いかけると、「あ、あの……」とつっかえながらも、こちらの後ろをはっきり指さした。

　振り向むいた先には、王宮の壁かべと同じ白光石で彩いろどられた塀が続いている。さらにその向こうの大理石で作られた四阿あずまやの上。六本の支柱で支えられたドーム型の屋根の縁に、白い綿毛のような布が引っかかっているのが見えた。

「あたしがしっかり持っていなかったせいで、お預かりしていたショールが……！」

　少女がキュッと唇くちびるを嚙かみしめる。その先は聞かなくてもわかった。

　あれは今、貴婦人たちの間で流行はやっているアランス王国製のレースだ。陽ひの光に透すけるほど細く繊せん細さいな絹糸を職人が一針一針丁寧に編んでいるらしい。なにかあった時、下働きの稼ぎで弁べん償しようできるような代しろ物ものではない。

「あたし、どうしたら……！」

　わっと泣きだした少女が顔を覆おおう。それでも隠かくしきれなかった涙が指の間からはらはらとこぼれ落ちるのを見て、ルティアは心を決めた。

（騎き士しとしての誇ほこりにかけて、困っている女性を見捨てるなんてできない！）

　ルティアは自分がドレスを着ていることも忘れて、真しん珠じゆ色に輝かがやく塀を睨にらんだ。

　その向こうに広がるのは「秘密の花はな園ぞの」だった。この庭は国王の即位や新年の祝賀のような特別な時にしか開放されず、今その入口は重たい金属の扉とびらに閉とざされている。

　普ふ通つうに考えるなら絶対に入れない場所だったけれど、道がないなら作ればいいし、塀の向こうに進みたいなら、飛び越えればいいだけだ。

　辺りを見回すと、塀の前にちょうど手て頃ごろな高さのオリーブの木が生えていた。太さといい、高さといい、まさにこの時のために存在してきたかのような枝えだ振ぶりだ。

「ご安心ください、姫。あのショールは私が取って参りますから」

「え？」

　少女がはじかれたように顔を上げる。その時にはもう、ルティアは両の靴くつをポイポイッと景気よく脱ぬぎ捨てていた。心地ここちよい解放感に口元をほころばせながら、スカートの裾すそを片手でひとまとめにつかんで、木の枝に足をかける。

「おやめください！　危険です！」

　少女が慌あわてて止めに入ろうとしたが、ルティアはまるで気にしていなかった。

　左右のバランスをうまく取りながら、ひょいひょいと一気に木のてっぺんまで登っていく。そのまま塀へい越ごしにショールを取ろうとして、ルティアは手を伸のばした。ただ、あとちょっとのところまで行くのに、どうしても指先が届かない。

（仕方ないな。それなら──）

「キャーッ！」

　木から塀へ、さらに四阿の屋根に飛び移ったルティアを見上げて、少女が悲鳴を上げた。

「どうかそのまま！　そのままお待ちください！　今、助けを呼んで参りますから！」

　ルティアが「大丈夫だ」と言う前に、少女は真っ青な顔で走り去ってしまった。

「大げさだな、これくらいのことで」

　ルティアは苦く笑しようしながら、中央の支柱に手をついて屋根の上に立ち上がり──眼前に広がる光景に目を瞠みはった。

　そこからは、王宮を頂点として扇おうぎ状じように広がる町が一望できた。まっ白な家々が並ぶ先には、果てしない大おお海うな原ばらが広がっている。

　商船だろうか、沖おきにいくつもの船せん影えいが動いて見える。彼らの門かど出でを祝福するように、海に沈しずみつつある太陽から王宮に向けて、まっすぐな黄金の道が延びていた。

「この国は美しいな……」

　誰だれとはなしに、ルティアはつぶやいていた。

　先王が崩ほう御ぎよしてから一時期の間、交易で発展してきた王都の港は見る影かげもないほど荒すさんだ。それが今では国王が断行した改革のおかげで、各国の船が再び立ち寄ってくれるようになった。この平安と繁はん栄えいを失うわけにはいかない。

（そのためにも、私が陛下をお守りしなくては……たとえ待ち合わせの一つも満足にできないような男だとしても）

　塩気を帯びた風が吹ふいてきて、翠みどりのスカートをはためかせる。

（いけない。ゆっくり景色を眺ながめている場合じゃなかった）

　四阿の上でドレスを着たまま仁に王おう立だちになっているところを見られたら、さすがに言い訳のしようがない。ルティアはスカートの裾をたくし上げると、問題のショールを求めて屋根の端はしへ移動した。縁ふちに溜たまっていた雨水のせいでショールは少し濡ぬれていたけれど、これくらいなら問題ない。風に飛ばされないようにグルグルと首に巻きつけて、四阿から降りようとする。

　その時だった。

　ガチャリ、と金属のこすれ合う音が聞こえた。これは剣けんを腰こしにはいた者が身じろぎをした音だ。それも、自分が乗っかっている四阿の真下で。

（誰だ!?　この庭には誰も入ってこられないはずなのに……まさか曲くせ者ものか？）

　すべる足あし下もとに気をつけながら、屋根の縁に手をかけて四阿の中を覗のぞきこもうとした。刹せつ那な、靴くつ擦ずれのできた踵かかとに雨水がしみて鋭するどい痛みが走った。

「…………った！」

　反射的に足を上げた瞬しゆん間かん、ルティアは世界がぐらっと揺らぐのを感じた。

　まずいと思った、その時にはもうドレスに包まれた身体からだは宙そらに放ほうり出されていた。

　とっさに受け身を取ろうとするも、スカートが足に絡からみついてしまって動けない。このままでは地面にたたきつけられる！

　──しかし、覚かく悟ごした衝しよう撃げきはいつまで経たっても襲おそってこなかった。

　背中に感じたのは、地面よりもやわらかな二本の腕うでと、そして──。

（誰、だ？）

　ギュッと閉じていた目を開ける。

　最初にルティアの視界を満たしたのは、夏の夜空を思わせる光こう沢たくのある黒くろ髪かみだった。いや、黒とは少し違ちがうかもしれない。海風を孕はらんで揺れる髪かみは光の加減によって濃こい紫むらさきにも、他ほかの色の侵しん食しよくを一いつ切さい赦ゆるさない、誇り高き闇やみのようにも見える。

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが間近で自分を見下ろしているのにルティアは気づいた。その光に吸いこまれるように、青年の顔をまじまじと見つめる。

　騎士団の制服こそ着ていなかったけれど、屋根から落ちてきた人間をとっさに受け止められるなんて、ただ者ではない。まだ二十歳はたちに届くかどうかといった年とし頃ごろなのに、彫ほりの深い精せい悍かんな顔には静かな翳かげりが落ちている。

（この男はいったい……）

　ルティアが答えに辿たどり着く前に、青年が口を開いた。

「いつまで俺に抱だかれている？　邪じや魔まだ」

　次の瞬間、腰に鋭い衝撃が走った。受け身を取る間もなく、ルティアの身体は地面にたたき落とされてしまった。

（いっ……たぁ！）

　涙目で腰をさすりながら顔を上げる。青年は悪びれた様子もなく、大きな荷物を下ろしたあとのようにコキコキと腕を回している。

（なんなんだ、この男は！）

　途と中ちゆうでボーッとしていた自分も悪いが、落とす前に一声かけてくれたっていいのに！

（そもそも落とされたのが私だったからよかったようなものの、これが普通の貴婦人だったら大変なことになってたぞ！）

　ルティアのじとっとした視線に気づいたのか、青年がこちらを向いた。形のいい口元に小さな笑えみが浮うかぶ。

（今度はなにをする気だ!?）

　ルティアを見下ろす青年の瞳ひとみに皮肉げな光がよぎった。

「おまえはもう少し太れ」

「はい？」

「今のままでは抱き心地が悪すぎる。空からカカシが降ってきたのかと思ったぞ」

「なっ……!?」

　追い打ちをかけるような無礼さにルティアは絶句した。

（初対面の相手から、なんでこんなことまで言われなければならないんだ!?）

「ほぅ、なかなかいい眼めをしているな」

　怒いかりに震ふるえながらじっと睨みつけてくるルティアを見下ろして、青年が興味を引かれたように顎あごをなでる。その瞬間、ルティアの中で何かがブチッと切れる音がした。

「おまえがそういうつもりなら、私にも言っておきたいことがある！」

　スカートの裾をバサッと翻ひるがえして勢いよく立ち上がる。ルティアは自分より頭一つ分高いところにある青年の顔に指をつきつけて、きっぱりと告げた。

「おまえはお姫ひめ様さま抱だっこの仕方がまるでなってない！」

「……………………」

　一いつ瞬しゆんなにを言われたのか理解できなかったのだろう。青年が訝いぶかしげに眉をひそめる。ルティアは軍令を発する時のように腰に手を当てて、構わずに続けた。

「いいか？　女性はとても繊せん細さいなんだ。途中で放り出すなんてもってのほか！　抱き上げる時は壊こわれ物を扱あつかうように片かた腕うでをそっと膝ひざの下に入れて、もう片方の手と胸で全身を支えて──」

「女のくせに、まるで自分が経験してきたかのような物言いだな」

「それは──」

　もちろんと断言しかけて、ルティアはハッと口をつぐんだ。「これも王子様教育の一いつ環かんよ」と言うファビエンヌにせがまれて、何度かお姫様抱っこの練習をしたことがある。しかし、今の自分は女。抱っこをされる側の格好をしているのだ。

「あ、あら、嫌いやだ……じゃなくて、嫌ですこと。私ったら、つい……」

　ホホホッと口元を手で隠かくして笑う。

　青年はなにも言わなかったが、その目は如によ実じつに「なんだ、この変な女は」と語っている。

　ルティアの頰ほおを一筋の汗あせが伝い落ちた。
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　この青年が誰だか知らないが、今のことを覚えられていては非常に困る。これから自分は国王の婚こん約やく者候補の振ふりをしなければならないのに、うっかり宮中で再会して今日の出来事をばらされたら元も子もない。

（だけど、この男の記き憶おくを消せるはずもないし、どうしたらいいんだ!?）

　相手はまだじっと自分のことを見下ろしている。万ばん策さく尽つきたルティアがとりあえず逃にげようとした、その時、塀へいの向こう側から耳慣れた声が近づいてくるのが聞こえた。

「ルティア、どこにいるの？　返事をしてちょうだい」

「…………ルティアだと？」

　ファビエンヌの呼びかけに、青年がなぜか顔をしかめる。ルティアなんてルティウスと同じくらいありふれた名前なのに、今のなにが引っかかったのだろう？

　首をかしげるルティアを無視して、青年が外庭へ続く扉とびらを内側から開けた。中にいた妹の姿に気づいて、ファビエンヌが明らかにホッとした顔つきになる。そして──。

　直後に生じた出来事を、ルティアは生しよう涯がい忘れることができなかった。

　貴婦人の中の貴婦人と称しようされる姉が、青年の顔を見るなり持っていた扇おうぎを落としかけたのだ。いつも優ゆう雅がな笑みをたたえている美び貌ぼうから一気に血の気が失うせていく。

「こうして間近で会うのは即そく位い式しき以来だな、ヴァルナーレ公こう爵しやく夫人。元気そうでなによりだ」

　どこか皮肉めいた青年の言葉に、ファビエンヌがさっと膝を折る。

（姉上!?……まさか！）

　貴族たちの頂点に立つ姉がここまで深く頭こうべを垂れる相手なんて、国中探したって一人しかいない。

「本日はこのような場所までご足そく労ろういただき、誠まことにありがとうございます。ヴァイス・フォン・フロイデン陛下」

　ルティアは目の前がまっ暗になるのを感じた。

　悪名高い噂うわさの絶えない国王だ。相当な変わり者であることも知っていた。なのに、どうして気づかなかったのだろう？

　今のルティアにわかったことは二つ。

　この青年の正体と、そして──この出で逢あいは最悪だということ。

　よりにもよって自分が婚約者候補を演じなければならない相手の前で貴婦人にあるまじき姿を晒さらしたうえに、お姫様抱っこの仕方を熱血指導してしまったなんて！

　青年──いや、国王ヴァイスが彫ちよう像ぞうのように動かなくなったルティアを見下ろしてボソッとこぼした。

「おまえは本当にヴァルナーレ公爵夫人の従妹いとこか？　胸もなければ、色気のいの字もない。四阿あずまやの上から落ちてくるなんて、ずいぶん変わった見合いだな。それとも、そうまでしなければ自分を印象づけられる自信がなかったのか？」

（こ、この男は……！）

　喉のど元もとまでせり上がってきた怒りをルティアはかろうじて吞のみこんだ。

　ヴァイスが指し摘てきしたのは本当のことばかりだ。しかし、真正面から嫌いや味みたっぷりに言われておもしろいはずがない。

　こんな調子で、自分はこの国王の護衛を無事に務められるのだろうか？

　これから始まる日々を思いやって、ルティアは騎き士しになってから初めて自分に与あたえられた任務を心の底から呪のろった。
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　夜の帳とばりが下りる頃ころ、真しん珠じゆ宮は静かな闇やみに閉とざされる。

　王宮の奥深くに位置する客間の中。レースの手て袋ぶくろで覆おおわれた手が壁かべに向かって伸のびていき──壁に当てたカップに、ルティアはぴったりと耳をくっつけた。

　怪あやしい。

　淑しゆく女じよだ、貴婦人だという以前に、誰だれがどう見てもこの上なく怪しい。ただ、当のルティアだけは真しん剣けんそのものだった。

　全神経を耳に集中させる。聞こえてきたのはペンを休みなく走らせる音と、時折きしむ椅い子すの気配だけ。そのことに安あん堵どして、ルティアはカップから耳を離はなした。

　一週間前にお見合いを終えたあと、国王ヴァイスはルティアが王宮に留とどまることを許可した。あの出逢いで自分に好意を寄せるなんて、どんな奇き特とくな趣しゆ味みの持ち主かと思ったけれど、別にそういうわけでもなかったらしい。

　ルティアはヴァイスの婚約者候補として毎日晩ばん餐さんを共にすることになったのだが、その時の雰ふん囲い気きといったら、控ひかえている給きゆう仕じや重臣たちが気の毒に思えてくるほどだった。

「陛下、こちらのルティア姫ひめは本日──」

　気を遣つかった重臣が橋はし渡わたしをしようとしても、ヴァイスは見向きもしない。無表情にフォークとナイフを動かしながら、口にすることは決まっている。

「明日あしたの俺の予定はどうなっている？」

「あ、はい！　明日はいつもの朝議に加え、十二時からアランス王国大使との昼ちゆう餐さん会が予定されています」

「レースにかける関税の値段をこちらに再検討させるつもりだな。おい、王都での絹の相場は今いくらになってる？」

「え？　あ、たしか……」

「すぐに答えられないのなら、別にいい。あとは俺がやっておくから、おまえたちは退さがれ」

　うろたえる重臣の手から書類の束を奪うばって、ヴァイスが席を立つ。

「陛下、お言葉ですが、それではルティア姫のことは──」

「なんだ？　俺は一人で食事をしていた。いつもと違ちがうことと言ったら……そうだな。目の前にカカシが置かれていたことくらいだ」

（こ、この男は……！　あの出逢いをまだ根に持ってるなんて！）

　テーブルの端はしでじっと怒いかりに耐たえているルティアには目もくれず、ヴァイスは書類の山を抱かかえてさっさと部屋を出ていってしまった。残されたルティアも、すぐ自分の部屋に戻もどり──。




　もう一度壁に耳を寄せて、ルティアは隣りん室しつの様子を窺うかがった。流れるようなペンの音は耳に心地ここちよかったけれど、言いようのない苛いら立だちが心に降り積もっていくのを感じる。

（私は陛下の護衛で本当にいいんだよな？）

　自分の存在意義を確かめるように、ベッドの下に隠しておいた剣けんを胸むな元もとに引き寄せる。

　かつて力と勇気をくれた百合ゆりの紋もん章しようは、今は燭しよく台だいの頼たよりない光の下でルティアになにも語りかけてくれなかった。
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　翌日もルティアは近衛隊の仕事を終えると、家に帰ってドレスに着き替がえてから王宮に戻ってきた。ただ、この日はいつもと違って、お目付役である姉のファビエンヌは一いつ緒しよでなかった。

　明日は国王主しゆ催さいの夜会が半年ぶりに開かれる。先王の御み代よでは月に一度開かい催さいされていた会も「金を食う割に、実りの少ない集まりなどいらん」というヴァイスの発言によって、あっさり回数を減らされてしまった。

　そのため、明日の夜会には社交界デビューこと、デビュタントの機会を心待ちにしている令れい嬢じようたちがたくさん集まるだろう。国王の婚こん約やく者候補として紹しよう介かいされる予定のルティア自身も含ふくめて。

　急に決まったルティアとしてのデビュタントを華はなやかなものにするため、ファビエンヌは先週からいろいろと精力的に動いてくれている。

（姉上の努力に報むくいるためにも、私は私の務めをしっかり果たさなければ！　空気以下のカカシ扱あつかいされたくらいで、いちいちへこんでいてはだめだ！）

　気合いをこめて頰ほおをピシャッとたたく。ルティアは薄うす紅べに色いろのドレスを翻ひるがえして、自分に与えられている寝しん室しつをあとにした。

　扉を一枚隔へだてた先には、来客を迎むかえるためのソファーなどが置かれた次の間が広がっている。その一角の、バルコニーへ続くガラス扉の前にラッツが立っていた。

　ドレス姿のルティアを見て、赤い猫ねこっ毛の先がビクッと揺ゆれる。目を泳がせる同どう僚りようの姿に、ルティアは思わず吹ふき出した。

「おまえもいい加減慣れたらどうだ？　私の顔を見るたびにビクビクしていたら、そのうち挙動不ふ審しんで捕つかまるぞ」

「おまえな……女装男のおつきってだけでもさんざんな目に遭あってるのに、これ以上疲つかれさせることを言うなよ。これなら、まだフランツ様の指揮下で港の警備を手伝ってる方がましだ」

　自分から話を振ふっておきながら、自分で口にした人の名に、ラッツは露ろ骨こつに顔をしかめた。

　一昨日おとといからシュヴァリエはめずらしく王都を離れている。その間、近衛隊の指揮を任されたのが副隊長を務めるフランツだった。

「フランツ様は近衛隊の中でも極きよく端たんに奥ゆかしい方だからな。シュヴァリエ隊長の時と勝手が違って、みんないろいろ戸と惑まどっているんだろう」

「そういうレベルの問題か？　あの人の存在感のなさは幽ゆう霊れいよりひどいぞ。公こう爵しやく家の長男ということでご身分こそ高いが、俺はあの人が隊長に意見する姿を見たことすらない」

「気にするな。あの方が話さなくても、周りがしっかり支えていればいい話だ。どんな形であれ、王都の治安を維い持じできるなら問題ない」

　そう言って、ルティアはバルコニーの向こうに広がる景色に目を転じた。

　沈しずみゆく太陽の光を受けて金色に輝かがやく海うな原ばらには、ヴァイスが玉座に就ついて以来、多くの船が行き交うようになっていた。

　船は交易の中継地となっているこの国に、大量の人と物と金を運ぶ。しかし、それは同時に、港を中心とする場所で多くの問題を引き起こしていた。従来の騎士団だけでは対応が追いつかず、本来国王の護衛を主な任務としている近衛隊から応援が出るほどに。

「みんなも頑がん張ばっているんだから、私たちも自分たちの役目をきっちり果たそう。これからは淑女の魔ま法ほうにかかる時間だ」

「早々に、その魔法が解けかかっているように見えるのは俺の気のせいか？」

　凜り々りしく宣言したルティアを見て、ラッツが力なく首を横に振る。

「ひどいな。この着き飾かざったドレスに内うち股またの歩き方！　誰がどう見たって立派な淑女だろう？」

「最低限、口を開かないでいるならな」

「そうか。なら、口元は隠かくしておこう」

「そういう問題じゃないと俺は思うんだが……おまえ、本当に平気か？　陛下に女装がばれたら、近衛隊だってただじゃ済まないんだぞ？」

「大だい丈じよう夫ぶだ。この一週間、姉上にみっちり教えてもらったからな」

　特訓の成果を披ひ露ろうしようとして、片手でぱらりと優ゆう雅がに扇おうぎを開く。だが、繻しゆ子す張りの美しい布はルティアの手をすっぽ抜ぬけて、バルコニーの前にまで飛んでいってしまった。

「……………………」

「気にするな。本番では絶対に失敗しないから！」

　つき刺ささるような視線を背中に感じながら、バルコニーの前まで内うち股また小こ股またで歩いていく。

（おかしいな？　練習ではちゃんとできていたのに、なにがいけなかったんだろう？）

　扇を拾って、視線をついと外に向けた。瞬しゆん間かん、ルティアは目を疑った。

（あれはまさか……！）

　バルコニーに飛び出て、手すりから身を乗り出す。

　一人の青年が王宮の裏門に向かって庭を歩いているのが見えた。黒い帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、きめ細やかな刺し繡しゆうの施ほどこされた黒いマントを羽織っている。

（あれは陛下……だよな？　商人みたいな格好をして、どこへいらっしゃる気だ？）

　グッと前のめりになったルティアを抑おさえるように、刻ときを知らせる鐘かねが王宮に六回鳴なり響ひびいた。

「おい、ルティウス。そろそろ行かないと、陛下をお待たせすることになるぞ」

　訝いぶかしんだラッツが近づいてくる。

　その時にはもう、ルティアはスカートの裾すそを翻していた。

「すまない、ラッツ！　ルティア姫は急な腹痛に襲おそわれたため、晩餐を欠席すると侍じ従じゆう長に伝えておいてくれ！」

「は？　腹痛？　急にどうしたんだよ!?」

「よろしく頼たのんだぞ！」

「ちょっ……！　ルティウス!?」

　ルティアは追いかけてくる同僚を無視して、廊ろう下かに飛び出した。部屋を外から守っていた近衛このえ兵へいがギョッとして目をむく。

　ルティアは持っていた扇で顔を隠すと、近衛兵の前をすり抜けて、廊下の先にあった小さな扉とびらから城の裏側に走り出た。

　一日の仕事が終わり、夕ゆう餉げを迎えるこの時刻。休息を取るために戻ってきた使用人たちは、全力疾しつ走そうする貴族の令嬢を目まの当たりにして、顎あごが落っこちそうなほど驚おどろいていた。中には洗せん濯たく物をばっさり落としてしまった女性までいる。

　悪いことをしてしまったと思っても、しかしルティアは走るのをやめなかった。

（あれが本当に陛下だとしたら、どこへ行かれるつもりだ？　お忍しのびで城下に繰くり出す気か!?）

　だとしたら、危ない。ヴァイスの剣の腕うで前まえがどれほどか知らないが、近衛隊の応援が必要なほど荒あれている場所に一人で出向くなんて無む謀ぼうもいいところだ。

（あの男には国王としての自覚がないのか!?　よりにもよって、私がこんなドレスを着ている時に……！　少しは護衛をするこっちの身にもなれ！）

　今の格好のまま外に出られないことくらい、ルティアにもわかっていた。王宮の裏側を走っているだけでも、こんなに注目を浴びているのだ。城下に出たら最後、ものめずらしく思う人々に囲まれてしまって、ヴァイスを追いかけるどころではなくなってしまうだろう。

（だけど、家に戻って着替えている時間もないし……こんなことなら、ラッツの制服を奪うばってルティウスに戻っておけばよかった！）

　貴婦人にあるまじきことを考えながら、階段を駆かけ下りて角を曲がった、その矢先、なにかやわらかなものがルティアの身体からだにつき当たって飛んだ。視界の端はしで、白いエプロンが石の床ゆかに広がったのが見える。

「すまない！　私としたことが女性にぶつかってしまうなんて！」

　ルティアは自分がドレスを着ていることも忘れて、反射的にひざまずいた。

「ご無事ですか、姫ひめ？　どうかお手を」

　ルティアがレースの手て袋ぶくろで覆おおわれた手を差し出す。扇の後ろから現れた顔を見て、床から起き上がろうとしていた少女が「あっ！」と叫さけんだ。

「あなた様は先日の！」

「え？」

「覚えてらっしゃいませんか？　あたしはこの間、あなたに助けていただいた者です！」

「あっ！　そういえば！」

　こちらを見上げる水色の瞳ひとみには覚えがあった。彼女はあのお見合いの日、預かっていたショールを風に飛ばされて泣いていた少女だった。自分が拾いに行ったショールは無事、持ち主のもとに戻もどされたのだろう。そばかすの浮いた頰に、涙なみだの跡あとはもうない。

「この間は助けていただいたのに、なんのお礼もできなくて申し訳ありませんでした」

「そんな、お礼だなんて」

　ルティアは首を横に振ろうとして──はたと動きを止めた。

「あのぅ、どうかなさいましたか？　あたしったら、なにかお気に障さわることでも……」

　不安そうに顔を覗のぞきこんできた少女の手をルティアはガシッとつかんだ。

　豊穣神ルテイアの加護か、覇ルテ王イ神ウスの気まぐれか知らないが、運命は自分に味方している。

　一いつ瞬しゆんにして耳まで赤くなった少女に、ルティアはやさしく笑いかけた。

「あの日、あなたに出で逢あったのは運命だったのでしょう。可か憐れんで無む垢くなあなたの笑え顔がおを取り戻せた。それだけで、私の胸は喜びに満ちあふれています。けれど……」

　王子様と呼ばれた魅み惑わくの笑みに翳かげりが差す。根が素す直なおな子なのだろう、一いつ緒しよになって顔を曇くもらせた少女に向けてルティアは続けた。

「本当はあなたに見返りを求める気なんてなかった！　だけど、もしあなたが深い慈じ悲ひの心をお持ちでしたら、一つだけ私のわがままな願いを聞き入れてくれませんか？」

「は、はい！　あたしにできることでしたら、なんでも！」

　ぼうっと夢見るような目つきになった少女が何度もうなずく。その手に小さな口づけを落として、ルティアは告げた。

「ありがとうございます、姫。それでは早さつ速そくで非常に心苦しいのですが……あなたの着ている服を私に貸していただけないでしょうか？　今、この場で」

「…………………………はい？」
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　昼と夜の狭はざ間まで、町は不思議な熱気に包まれていた。

　港と城下に連なる家々の間には大きな広場が存在する。そこでは船の到とう着ちやくを待って、夕方から多くの露ろ店てんが並んでいた。船乗りたちに供する食事はもちろん、アランス王国製のレースや東方の蠱こ惑わく的な香かおりを放つ香こう油ゆなど、世界中から集められた品々が売られている。

　ルティアは見習い騎き士しの頃ころ、ラッツたちと一緒にこの夕市に来たことがあった。まだ幼い自分たちの目に、広場は魔法の世界のように映って見えた。めずらしい異国の品は見ているだけでわくわくしたし、露店のお菓か子しをこっそり買って食べることは格別の楽しみだった。

　あの時のときめきと興奮は今でも忘れない。

　そして、あれから五年近い時が過ぎた今、ルティアは昔とは違ちがった意味でドキドキしながら、早まる鼓こ動どうをエプロンの上から押さえていた。

（あの男はなにを考えてるんだ!?　毒どく味みもせずに露店の食べ物を口にするなんて！）

　黒い帽子を目深にかぶったヴァイスは、ルティアの尾び行こうにも気づかずに、鉄てつ串くしに刺してあぶられた肉の塊かたまりを口いっぱいに頰ほお張ばっている。

（ああ、おいしそう──じゃなくて！　毒が入っていたら、どうするつもりだ!?）

　じわりと滴したたる肉にく汁じゆうを眺ながめて、五軒けんほど離はなれた店の前から様子を窺うかがっていたルティアは、おなかがキューッと情けない悲鳴を上げるのを聞いた。

「あの、お嬢じようさん……」

（今度は露店の主人となにを話してるんだ？　追加でもう一串くし頼たのむつもりか？）

「お嬢さん！」

（…………っ!?）

　急に後ろから肩かたをたたかれて、ルティアは飛び上がりそうになった。「お嬢さん」なんて一いつ瞬しゆん誰だれのことかわからなかったけれど、真後ろに立つ露店の主あるじは明らかに自分のことを見ている。

「私になにかご用でしょうか？」

　訝いぶかるルティアを見下ろして、店主は無ぶ精しよう髭ひげで覆われた頰ほおをポリポリかいた。

「別に用ってほどのことじゃないんだけど、うちも商売中なもんでね。お嬢さんみたいにきれいな人が店の前に立ってると、他ほかのお客さんが近寄りにくいんだよ」

「え？」

　店主に言われて、ルティアはようやく気づいた。この店では、角切りにした林りん檎ごを南国産のチョコレートでくるんだお菓子を売っているらしい。お小こ遣づかいを握にぎりしめた女の子たちが、そわそわと遠巻きにこちらの様子を窺っている。

「すまない、店主。どうやら私は営業妨ぼう害がいをしてしまったようだ」

「え、営業妨害？　いや、そこまで大げさなことじゃないから、気にしなくていいよ」

　店主はルティアの物言いに面めん食くらったようだが、すぐに笑顔を取り戻して手を横に振ふった。

（だけど、せっかくの稼かせぎ時を邪じや魔ましておいて、このままじゃ悪いし……）

「お嬢さん、なにしてんだい!?　お金なんていらないよ！」

　ごそごそと懐ふところを探さぐり始めたルティアを見て、店主が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「別に、俺はお嬢さんをゆすりたくて声をかけたわけじゃないんだから！」

「それはわかっているけれど、なにかお詫わびをしないと私の気が済まないんだ」

「気が済まないって……わかった！　じゃあ、百リーブラ！　百リーブラ硬こう貨かを一枚おくれ！」

「それだけじゃ足りないだろう？　せめて千リーブラ──」

「いいから！　うちは百リーブラだけで本当に十分だよ！」

「……そうか、それなら」

　万一の場合に備えて持ってきた財さい布ふの中から、銀色に輝かがやく硬貨を一枚取り出す。店主に渡わたすと、彼はルティアの掌てのひらいっぱいに小分けにされたチョコレートの包みを載のせてくれた。

「店主、これは？」

「うちのお菓子はおいしいよ！　おなかが減ってんなら、我が慢まんしてないで食べてみてよ！」

（え？　まさかさっき私のおなかが鳴ったのまで聞いていたのか!?）

　ヴァイスが串くし焼やきを頰張る姿を見て、うらやましそうにしていたところまでバッチリ見られていたらしい。店主はにこにこ笑いながら、ルティアが包みを開けるのを待っている。

（空腹を悟さとられるなんて情けない！　しかもチョコレートなんて……）

　ルティアは無言で自分の掌に視線を落とした。甘い香りに鼻び腔こうをくすぐられて、再び鳴りそうになったおなかにグッと力をこめる。

（だめだ！　チョコレートなんて、一人前の騎士がもらって喜んでいいものじゃないのに！）

「どうしたんだい、お嬢さん？　ほら、一口にパクッと食べてごらんよ！」

「でも……」

「遠えん慮りよなんてしなくていいから！　さぁ！」

　戸と惑まどうルティアの背中を店主がバシッとたたく。ここまで勧すすめられて断ることなんて、さすがにできない。

　ルティアはためらった末に、チョコレートの粒つぶを「えいやっ！」と一つ口に放ほうりこんだ。途と端たんに爽さわやかな林檎の酸さん味みと、舌をとろかすような甘さが口の中いっぱいに広がる。

（お、おいしい……！）

　こういうお菓子を食べたのは何年ぶりだろう。騎士の叙じよ任にん式を終えてから、ずっと避さけ続けてきたのに。

　得意げな笑みを浮うかべている店主に心からの敬意を表して、ルティアは頭を下げた。

（すごいな。こんなにおいしいものを食べられるなら、城を抜ぬけ出したくなる気持ちもわかる。けど、一国の主としての自覚を忘れてもらっては困る）

　残りのチョコレートをエプロンのポケットに大切にしまって、ルティアは一列に並んでいる露店の先に目を転じた。

　串焼き屋の主との話はもう終わったのか、ヴァイスが移動し始めたのに気づいて、すかさずあとを追う。彼は屋台の集まっている空間を抜けて、広場の中央に進んでいった。

（買い食いが目的じゃなかったのか？　なら、いったい……）

　ルティアの見ている先で、ヴァイスが通りがかりの男に声をかけた。東方からやってきた商人らしく、ゆったりとした緑の衣ころもを纏まとって、まっ黒な口ひげをたくわえている。広場を満たす喧けん噪そうに邪魔されてよく聞こえなかったけれど、二人は異国の情勢や絹の相場について話しているらしい。

　ようやく話が終わったと思ったら、ヴァイスは今度は日に焼けた屈くつ強きような船乗りたちに近づいていって、最近海かい峡きようを荒あらしている海かい賊ぞくの噂うわさについて尋たずね始めた。

（不思議な男だな……）

　つかず離れずあとを追っているうちに、ルティアは自分がヴァイスの護衛であることを忘れかけていた。誰だれかに命じられなかったとしても、きっと彼から目を離せなくなっていた。

　今のヴァイスはあの国王と同じ男にはとても思えない。水を得た魚のように生き生きとして、人々の間を流れるように渡り歩あるいている。相手がどれほど身分の低い人間であっても、彼の目には人を見下す気配が微み塵じんもない。それどころか、貴重な話を聞かせてくれる相手に対して、多大な敬意を払はらっているようにすら感じられる。

　王宮での冷れい徹てつな顔と、城下での好こう奇き心しんに輝く顔。

　どちらが本物の彼なのだろう？

　わからない。

（けど、今の表情かおは嫌きらいじゃないな）

　心がぽつりとつぶやいた。その感想にルティアは自分自身で驚おどろいた。

　自分はあの国王のことが嫌いだったはずなのに、どうしたんだろう？

　困こん惑わくする心を静めようとして、ルティアがエプロンの端はしを握りしめた。その時、ガラの悪い叫さけび声が広場を貫つらぬいた。

「おい、ババア！　えらいことをしてくれたな！」

　人々が一いつ斉せいに足を止めて振り返る。

（あ、待て！　あの国王はなんで自分から面めん倒どうごとに首をつっこもうとするんだ!?）

　ヴァイスが広場の真ん中にできた人の輪に近づいていく。あとを追って中を覗のぞきこんだルティアは思わず顔をしかめた。

　石いし畳だたみの上に一人の老女が倒たおれていた。船荷を売りさばく仕事をしているのか、隣となりには大きな手押し車と、荷台からこぼれ落ちた林檎がいくつも転がっている。その一つを老女の前に立っていた男がぐしゃっと踏ふみつぶした。

「おまえが急にご主人様にぶつかってきたせいで、せっかくの商品が壊こわれちまったじゃないか！　どうしてくれる!?」

（壊れたって……あっ！）

　従者らしき男の隣に立っていた商人が、小こ脇わきに抱かかえていた箱をこれ見よがしに開けてみせる。

　中から現れたのは、貴婦人たちのお茶会などでよく見かけるティーカップだった。ルティアも毎晩、隣りん室しつの様子を探るのに使わせてもらっている。ただ、可か憐れんな野の薔薇ばらの描えがかれたカップはルティアの部屋に置かれているものと違ちがって、中央で真っ二つに割れてしまっていた。

「このカップはこれからお得意様にお届けに上がるところだったのに！　どうしてくれる!?　どんなに少なく見積もっても、五十万リーブラの損害だぞ！」

「すみません！　あたしの不注意のせいで、本当に申し訳ありません！」

「謝って済む問題じゃないだろう!?　今この場で五十万リーブラ払うか、でなきゃ警備の騎き士しにつき出してやる！」

「ど、どうかそれだけはご勘かん弁べんを！」

　震ふるえながら両りよう肩かたを抱だいている老女の顔に、従者の男が唾つばを吐はきかけた。

（女性相手になんてことをするんだ！）

　ルティアが人ひと混ごみをかき分けて飛び出そうとした、その一いつ瞬しゆん前に、黒い人ひと影かげが輪の中心に躍おどり出た。

「なにをする!?」

　主人の男が叫んだ。その時にはもう、彼の持っていたカップは他人の手に渡っていた。背後に迫せまったヴァイスの手に。

　ヴァイスが「ふぅん」とつまらなそうにカップを見下ろして、その断面を指でなぞる。

「最近のカップは変わっているな。割れると同時に、断面に糊のりの跡あとが残るようになっているのか」

「て、てめぇ！　返しやがれ！」

　顔をまっ赤にした従者がヴァイスに襲おそいかかる。

（危ない！）

　とっさに駆かけ寄ろうとしたルティアの前で、ヴァイスの口元にニヤリと人の悪い笑えみが浮かぶ。彼はつかみかかってきた従者の手を払って、後ろに立っていた中年の男にカップを放り投げた。男はさっき絹の相場についてヴァイスと話していた東方の商人だった。

「旦だん那な、あんたはそのカップをどう評価する？」

「え？」

　男が目を白黒させる。しかし、さすがはるばる海を越こえてこの国までやって来た商人だ。彼はすぐに落ち着きを取り戻もどして、すらすらと淀よどみなく答えた。

「これは最近、各国の上流階級の間で好まれているティーカップに見えますけど、まっ赤な偽にせ物ものですね。本物と違って、描かれた野薔薇の色にまるで深みがない。しかもほんのわずかな衝しよう撃げきで壊れて見えるように、もともと割れていた断面を糊でくっつけたのでしょう」

「なるほど。ということは、警備の騎士につきつけられるべきは、おまえたちのようだな」

「……………………！」

　従者の男が問うような目で主人を仰あおぐ。刹那、二人は別々の方向に駆け出した。

「逃にがすか！」

　ヴァイスが主人の腕うでを後ろからひねり上げる。従者がチッと舌打ちをしたのが聞こえた。彼は早々に仲間を見捨てると、人混みをかき分けて走ってきた。

　ルティアの目の前へと。

「てめぇ、どきやがれ！」

　叫んだ従者が懐ふところから短たん剣けんを取り出す。

「キャーッ！」

「お嬢じようさん、逃げて！」

　人々の間から悲鳴が巻き起こる。ただ、当のルティアだけは表情一つ変えなかった。スカートの裾すそをつかんで、静かに足を振ふり上げる。次の瞬間、

「…………ごふっ！」

　従者の男が鳩尾みぞおちを押さえながら地面に沈しずんだ。

（フッ、他愛たわいもない）

　落ちてきたハニーブロンドの髪かみをかき上げて、ルティアは足あし下もとに転がった男を無感動に見下ろした。この様子なら、意識が戻ったところで半日はまっすぐに歩けないだろう。

（女性を恐きよう喝かつしたんだから当然の報むくいだ。まったく、なにを考えてるんだ!?）

　ルティアが憤ふん慨がいしながらエプロンについた埃ほこりを払った、まさにその時、割れるような拍はく手しゆが辺りを包んだ。

「すごいぞ、お嬢ちゃん！　お手て柄がらだな！」

「誰だれか騎士団の人を呼んできてよ！　早く！」

「…………え？　騎士団？」

　自分のつぶやきで我に返ったルティアは、今さらながら自分を取り巻く状じよう況きようを思い出して、愕がく然ぜんとした。

（女性の格好をしていることを忘れて、またやってしまった！）

　これは誰がどう見ても普ふ通つうじゃない。このままでは駆けつけてきた騎士団や、彼らの応援に来ている近衛隊の仲間に正体を見破られるかもしれない。いや、それ以前に──。

（陛下に尾び行こうを気づかれた!?）

　捕つかまえた詐さ欺ぎ師しの男はもう他人ひとの手に渡わたしたのか、身軽になったヴァイスが不ふ審しんに満ちた眼まな差ざしを自分に注いでいる。

「お兄さんもお嬢さんも、助けてくれてありがとう。お名前はなんと言うの？」

　近くの人に手を引かれて立ち上がった老女が目元に刻まれた皺しわを深くして微笑ほほえむ。こちらに向かって歩いてこようとする顔の前に、ルティアは勢いよく掌てのひらをつき出した。

「お気き遣づかいは無用です。私は名乗るほどの者ではありませんから、これにて失礼します！」

「え、でも……」

　すべての女性に対して紳しん士し的に振る舞まうことを信条としているルティアも、この時ばかりは立ち止まらなかった。

　ヴァイスは明らかに自分のことを見ていた。しかし、今ならまだ人ひと違ちがいで誤ご魔ま化かせるかもしれない。万に一つの可能性に賭かけて、路地裏を突とつ進しんしていく。

　狭せまい通りではゴミを漁あさっていた猫ねこが「ミャーッ！」と叫んで毛を逆立てたが、気にしている場合じゃなかった。スカートを引っつかんだまま、広場に背を向けて走りに走り──。

（こ、ここまで来れば、さすがに大だい丈じよう夫ぶだろう）

　かろうじて色がわかる程度の薄闇やみの中、ルティアは近くにあった石の壁かべに手をついて、ハァハァと上がった息を整えた。

（あれは、いったいなんだったんだ？）

　先ほど見たヴァイスの動きが、目に焼きついて離はなれなかった。

　あの場でとっさに詐欺師を捕まえるなんて、普通の人間にはできない。自分の身くらい自分で守れると言っただけのことはある。だけど、それは護衛の騎士である自分にとってよいことなのか、それとも悪いことなのか？

　答えに詰まって、吹ふき出してきた額の汗あせを手でぬぐった。その時、

（誰だ!?）

　振り向むきかけた身体からだを背中から壁にたたきつけられた。

　息を吞のむ。

　自分に気配を悟さとらせることすらなく、どうやって近づいてきたのだろう。ルティアの身体は壁に手をついた二本の腕の中に閉じこめられていた。

「ルティア・フォン・リリエンタール、だな？」

「……ごきげんよう、ヴァイス陛下。あなたもお忍しのびで港の夕市をご覧に──」

「白々しいことを訊きくな。そんな下働きの格好までしておいて、なにを言う？　俺のあとをつけてきたんだろう？」

「そんなことありません！　ここでお会いしたのはただの偶ぐう然ぜんです！」

「ほぅ……」

　黒く光る双そう眸ぼうが不意にすっと細められた。

「おまえは馬ば鹿かだな」

（はっ!?）

「偶然の使い方を完全に間ま違ちがえている。それとも、なにか？　俺が知らなかっただけで、最近は王宮を出るところから他人を尾行したあげく、路地裏で顔を合わせることを偶然と呼ぶのか？」

「……………………」

　ルティアはなにも答えられなかった。少なくとも途と中ちゆうまではうまくやっているつもりでいたのに、ヴァイスには最初から気づかれていた。そのうえで、彼は自分を泳がせていたのだ。

「おまえは何者だ？　なにが目的で俺に近づいた？」

　夕ゆう陽ひを受けて深みを増した黒くろ髪かみがルティアの額に触ふれる。

　自分を見下ろす瞳ひとみはどんな噓うそも偽いつわりも赦ゆるさない。下手へたな言い訳をしようものなら、この場で斬きって捨てられそうな危あやうさを孕はらんでいる。

　正体を明かすことも逃げることもできなくて、うつむきかけたルティアの顎あごをヴァイスがグイッと強ごう引いんに持ち上げた。

「おまえがそのつもりなら、それでもいい。俺には言えない理由があって、おまえは偶然俺を追ってきたんだな」

「違ちがいます！　私は──」

　氷よりも冷たい恐きよう怖ふがルティアの背筋をすべり落ちた。自分の顎を放したヴァイスが、マントの下に隠かくされていた剣けんに手を伸のばすのが見えた。

　ここはなにか言わなくてはならない。なにかもっともな理由を出さない限り、自分の人生はここで終わるかもしれない。

　退路を断たたれたルティアは無意識のうちにスカートを握にぎりしめ──手の内に覚えた感かん触しよくに、ハッと息を吞んだ。

「言いたいことはもうないようだな」

　ヴァイスの瞳に剣けん吞のんな光が宿る。剣の柄つかにかけられた手が動いた。その瞬間、ルティアはエプロンのポケットに入っていた包みをヴァイスの眼前につき出した。

「……なんだ、これは？」

「ご存じありませんか？　これはチョコレートというものです」

　ヴァイスの眉まゆが胡う乱ろんげに中央に寄る。彼が毒気を抜ぬかれた一いつ瞬しゆんの隙すきを逃のがさずに、ルティアは一気に畳たたみかけた。

「このお菓か子しは港の夕市でしか手に入らないものでして……その、お城を抜け出すあなたを見かけた私は無む性しようにこれが食べたくなってしまって、あとを追いかけたんです！」

「そんなもの、誰かに買ってこさせればいいだろう？」

「だめです！　私はどうしてもできたてが食べたかったんです！」

「……………………」

　ヴァイスが掌の上の包みとルティアの顔を交こう互ごに見る。その目は明らかに「なんだ、この変な女は」と言っていたが、ここまで来たらあとには退ひけない。最後の審しん判ぱんを待って、チョコレートの包みをギュッと握りしめる。

　ルティアにとっては何時間にも感じられる沈ちん黙もくが続いた。間近にいても互たがいの輪りん郭かくすらぼやけて見える夕ゆう闇やみが刻々と辺りを満たしていく。

　やがて、ヴァイスの口からこぼれたのは小さなため息だった。

「おまえがそんなに言うんなら、わかった。俺はこっちをもらおう」

（え？　こっちって……）

　戸と惑まどうルティアの顔に向かって、ヴァイスの手が伸びてきた。

「陛……んっ！」

　硬かたい指先がつーっと唇くちびるをなぞる。甘く、くすぐったい仕草にビクッと身体を震わせたルティアを見下ろして、ヴァイスは自分の指についたチョコレートをペロリとなめた。

「なるほど。たしかに悪くない味だな。おまえができたてを食べたいと言い張るのもわかる。だが──」

　漆しつ黒こくの双眸に鋭するどい光が宿る。ルティアの目を射抜くように見下ろして、ヴァイスは告げた。

「今日は偶然ということにしておいてやる。だが、次はないと思え」

「……………………」

　ルティアに背を向けて、薄うす暗ぐらい路地を一人大おお股またで去っていく。

　その背中が曲がり角の先に消えるのを待って、ルティアはヘナヘナとその場にしゃがみこんでしまった。

（本物だ、あの国王は）

　あの獣けもののような迫はく力りよくと敏びん捷しよう性に勝てる者などまずいない。一いつ切さいの護衛を拒きよ絶ぜつできるだけの実力が彼にはある。

（けれど、それでも万が一に備えて、私は陛下の護衛を続けなければならないんだ……）

　今なお激しい鼓こ動どうを打つ胸をエプロンの上から押さえる。

　ゆっくりと壁に手をついて立ち上がったルティアは、この日生まれて初めて途と方ほうに暮れるという感情を覚えた。
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　深い藍あい色いろに染まった空に、爪つめで引っかいたような銀の月が浮うかんでいる。

　背後に全神経を集中させながら路地裏を歩いていたヴァイスは、角を曲がったところで、ようやく張り詰つめていた息を吐はき出した。

　腰こし元もとの剣から手を離して、空を見上げる。その眼めは月も星も映していない。ヴァイスの心を満たしていたのは一つの疑問だった。

（あの女は何者だ？）

　リリフォーレ伯はく爵しやく家の分家として、地方でそれなりに幅はばをきかせている伯爵家の姫ひめだという。身元はたしかだし、面めん倒どうな見合いを何度も繰くり返させられるくらいなら、適当な女をそばに置いておくことで、小うるさい重臣たちの口をふさいだ方がましだと思った。そこでしばらくの間、婚こん約やく者候補として王宮に留とどまることを許可したのだが──。

（あの身のこなしは素人しろうとじゃない）

　可か憐れんな貴族の令れい嬢じように、大の男を一発で気絶させることなんて絶対にできない。

　それなら誰だれかが自分のもとに送りこんできた間者かと疑ったが、それにしては噓が下手だし、致ち命めい的てきなまでに色気がなかった。自分のような年とし頃ごろの男を相手にするなら、定石は色いろ仕じ掛かけと決まっているのに、あの女ときたら、そんな素そ振ぶりを見せることすらなかったのだ。

（俺のことを探さぐっているくせに間者でないとなると、本当に何者なんだ？）

　夜は疑問をその身に受け止めるだけで、なにも教えてくれない。ヴァイスは答えの見つからない苛いら立だちを抱かかえたまま、三日月の放つさやかな光を頼たよりに道を進んだ。

　一年前に図はからずも手に入れた、真しん珠じゆ宮の玉座に向かって。
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「淑しゆく女じよのたしなみ、第一条」

「男が手を差し伸べてくれるまで、自分から動いてはいけない」

「違うわ、ルティア。そこは『男』じゃなくて『殿との方がた』と言うのよ！」

「あ、すみません。間ま違ちがえました」

「そこも違うでしょう！　淑女なら『すみません』ではなくて、扇おうぎで口元を隠しながら『ごめんあそばせ』よ。ほら、言ってごらんなさい」

「はい！　では、えーと、ごめんあ……あそ……ばせ？」

「……最後に疑ぎ問もん符ふはいらないわよ。見た目だけならどこに出しても恥はずかしくない淑女なのに、中身との落差がどうしてここまで激しいのかしら？」

　婚約者候補のために用意された部屋の中、慣れない言こと葉ば遣づかいを一いつ生しよう懸けん命めい練習する妹を見て、ファビエンヌが特大級のため息をこぼす。不本意だったけれど、今日はルティアにも姉の気持ちがわかってしまった。

　次の間に据すえられた姿見の前で、くるっと回ってみせる。これでは昨日の詐さ欺ぎ師したちにだって文句を言えない。そこには外見詐欺とも言うべき、清せい楚そな乙おと女めが映っていた。

　光こう沢たくを放つ真珠色のドレスには伯爵家の紋もん章しようである百合ゆりの刺し繡しゆうが銀糸で施ほどこされており、純白の靴くつにはシュヴァリエから借りた白光石の飾かざりが添そえられている。さらに、高く結ゆい上げたハニーブロンドの髪かみには百合の花はな冠かんむりまでかぶせられていた。これらはすべてルティアにとっての社交界デビューとなるデビュタントのために、ファビエンヌが用意してくれたものだ。

「デビュタントに必要な白いドレスも花冠もそろえたわ。あとはあなた次し第だいね。ルティウスとしてなら何度も夜会に出たことがあるから、お作法などは覚えているでしょうけど……」

「大だい丈じよう夫ぶです、姉上。淑女のたしなみ十箇か条じようはすべて頭にたたきこみましたから！」

「……あとは、それが実じつ践せんにつながることを祈いのっているわ」

　どこか遠い目つきになったファビエンヌの言葉を遮さえぎって、扉とびらが外からノックされた。

「きっとシュヴァリエ様ね。私が出るから、あなたは動かないでちょうだい！」

　深しん紅くのドレスを翻ひるがえして部屋を横切ったファビエンヌが扉に手をかける。その先から現れた人の姿に、ルティアは軽く目を瞠みはった。

「ラッツ？　今日の迎むかえはシュヴァリエ隊長じゃなかったのか？」

「悪かったな、俺で」

　部屋に入るなり、頰ほおを赤らめたラッツが不ふ機き嫌げんそうに口くちの端はしを曲げる。

「今夜のデビュタントで、おまえは陛下の婚約者候補として紹しよう介かいされるらしいからな。隊長クラスの人間が一いつ緒しよにいた方がよかったんだろうけど、あいにく地方での視察が長引いて、まだ王都に戻もどってこられないらしい」

「あの隊長がか？」

　時にいい加減なように見えても、仕事熱心なシュヴァリエが予定に遅おくれるなんてめずらしい。

（まさか事故に遭あったわけじゃないよな？）

　ルティアの懸け念ねんは、長いつき合いのラッツにはすぐにわかったらしい。

「心配すんな。隊長は殺したって死なないような性格をしてるんだから、明日あしたにはケロッとした顔で戻ってくるさ。だから今夜は、だな……」

　ラッツが気まずそうに目を泳がせながら、頰をかく。

「その……陛下主しゆ催さいの夜会でおまえが奇き行こうをしでかさないように、隊長の分まで俺がしっかり見張っていてやる。ずっとそばにいてやるから、安心しろ」

「そうだな。親友のおまえが一緒にいてくれるなら、私も心強い」

　きれいに薄うす化げ粧しようを施された顔に、満面の笑えみが浮かぶ。それはルティアにとって紛まぎれもない本音だった。だが、言われた方の親友は、なぜか額を手で押さえてうつむいてしまった。

「ラッツ、どうしたんだ？」

「あのなぁ……女装してる時に妙みような台詞せりふを言うなよ。なんだかとっても虚むなしい気持ちになるだろうが！」

「失礼だな。どんな格好をしていたって、内容に変わりはないだろう？」

「大ありだ！」

　ラッツが真顔で叫さけぶ。放っておいたらいつまでも続きそうなじゃれ合いを、パンパンと手をたたく音が途と中ちゆうでやめさせた。

「二人とも今日はこの辺にしておきなさい。デビュタントの日に皆みな様さまをお待たせするわけにはいかないのだから。ほら、ルティア！　そこはもう少し内うち股またでしずしずと歩いて！　淑女のたしなみ第二条よ！」

（あ、そうだった！）

　頭ではちゃんと覚えているのに、実際に動くとなるとやっぱり勝手が違ちがうらしい。

「おまえ、本気で大丈夫か？　おまえが男だってばれたら、近衛隊は終わるんだぞ」

「心配するな。私を信じろ！」

　ラッツの不安をぬぐおうとして、ドンッと胸をたたく。

　ルティアはスカートをつまむと、今度こそ失敗しないように気をつけながら、長い廊ろう下かを一歩ずつ慎しん重ちように進んでいった。
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　国王主催の夜会は、真珠宮の奥深くにある海の間で開かれた。

　船による交易を軸じくとして発展してきた王国らしく、天てん井じようには海神たちを称たたえた神話が描えがかれ、遠くに港を望む窓には海の中を模したステンドグラスがはめこまれている。

「ヴァルナーレ公こう爵しやく夫人、リリエンタール伯はく爵しやく令れい嬢じようのご到とう着ちやく！」

　従僕の朗々とした声が広間に響ひびく。同時に、幾いく対ついもの視線が自分に注がれるのを感じて、ルティアはあとずさりかけた。

　今夜デビュタントを迎えるのか、白いドレスに小さな花冠をかぶった少女たちが広間の中央に並んでいる。中にはラッツとの手合わせでよく見かける顔もあったけれど、今こちらに向けられた眼まな差ざしはルティウスを前にした時と違って冷たく険しい。

（仕方ないか。今の私は陛下の婚約者候補なんだからな）

　正妃の座を射止めるべく、ちゃんとした淑女教育を受けてきた少女たちにとって、自分は目の上のたんこぶに違いない。

　少女たちの反応に若じやつ干かんの寂さびしさを覚えつつも、ルティアはラッツを従えたまま、ファビエンヌのあとをしずしずとついていった。

　広間の正面には、二頭の獅し子しが向かい合う王国旗が掲かかげられている。ちょうどその前に辿たどり着いた時、辺りを満たしていた楽団の音がピタリと止まった。

「ヴァイス陛下のお越こしです！」

　一ひと際きわ美々しい従僕の発声とともに、人々が一いつ斉せいに道を空ける。一いつ瞬しゆんにして音が消えた空間に、コツ、と靴を踏ふみ出す音がやけに大きく響いて聞こえた。

　華はなやかに輝かがやく夜の中にあって、そこだけ厳おごそかな闇やみに包まれているかのような空気を纏まとっている。髪と同じ黒い光沢のある礼服を着たヴァイスが広間の中央に進み出た。

　近づいた侍じ従じゆうが横からシャンパンを渡わたそうとするが、ヴァイスの放つ独特の雰ふん囲い気きに吞のまれてしまって、グラスを持った手が小刻みに震ふるえてしまう。

（あ、危ない！　このままだと落とすぞ！）

　その場にいた誰だれもが危き惧ぐした、その時、後ろから伸のびてきた手がグラスを譲ゆずり受けた。

「へ、陛下、どうぞ最初の祝しゆく杯はいを……」

　侍従と同じくらい真っ青な顔をした男が、決死の覚かく悟ごでヴァイスの前に出る。彼はシュヴァリエが不在の間、近衛隊の指揮を任されている副隊長のフランツだった。

「幽ゆう霊れい並みの存在感」と揶や揄ゆされるだけあって全体的に色素が薄うすく、細い身体からだは風が吹ふいたら飛ばされてしまいそうだ。シュヴァリエと同じ銀ぎん髪ぱつで、同い年にはとても見えない。公爵家の出身でなかったら、騎き士しになることすらできなかっただろう。

　刺さすような黒い視線を向けられて、フランツがヒッと首をすくませる。ヴァイスは差し出されたグラスを無言で奪い取ると、広間に集つどう人々の顔を不機嫌そうに見回して言った。

「皆みな、今こ宵よいは楽しむがよい。だが、一つだけ覚えておけ。ここにあるものはすべて民たみの働きによってもたらされた恵めぐみだ。その努力に見合うだけの仕事をしてきたと自負できる者だけ、渡された杯さかずきを飲み干すがよい」

　──しん、と深い沈ちん黙もくが広間を満たした。

「なんだ？　皆、自信がないのか？」

　ヴァイスの小こ馬ば鹿かにした物言いに、あちこちで忌いま々いましげな咳せき払ばらいが上がる。

「オ、オーケストラ！　早く演奏を！」

　声まで青ざめたフランツが広間の端はしに向かって叫ぶ。楽団員たちの奏かなでる音楽が、怒いかりも驚おどろきもすべて隠かくすように辺りを覆おおっていった。

「ルティア、あなたの出番よ」

　ファビエンヌが隣となりに立っていたルティアの脇わき腹ばらを、周りからは見えないようにこっそりつつく。ルティアはうなずいて、人々の輪の中心に進み出た。

　一斉にこちらに向けられた視線の中に、様々な思おも惑わくが入り混じっているのを感じる。しかし、表立って咎とがめる者はいない。一直線に開かれた道はヴァイスのもとへ続いている。

　デビュタントの夜会で国王と最初に踊おどること──それが彼の婚こん約やく者候補としての紹介になることくらい、ルティアにもわかっていた。そして、ここで失敗することは自分を支えてくれた姉にまで恥はじをかかせるということも。

　めずらしく緊きん張ちように顔をこわばらせたルティアを見て、ヴァイスは意外そうに片かた眉まゆを上げたが、なにも言ってこなかった。

　手を伸ばせば触ふれそうな距きよ離りで足を止めて、優ゆう雅がに一礼する。この先の手順は何度も頭にたたきこんできた。

（手だ。そう、淑しゆく女じよのたしなみ第一条。陛下から手を差し伸べてもらうまで、私はこの場から一歩も動いてはいけないんだ）

　ヴァイスの手をじっと見つめていると、すこぶる機き嫌げんの悪そうな声が降ってきた。

「おまえは俺自身ではなく、俺の手にそこまで興味があるのか？」

「あ、いえ、別にそういうわけでは……」

　とっさに取り繕つくろって笑おうとした瞬しゆん間かん、ルティアの身体はヴァイスの手の内に捕とらわれていた。地位ある者とは思えないほど荒あらっぽい仕草に、貴族たちの間から反感に満ちたざわめきが生じる。けれど、ヴァイスは目をくれもしなかった。

（しょうがない。ここまで来たら、私も腹をくくるしかないな！）

　ルティアは大きく息を吸うと、ヴァイスと仲むつまじく見えるように、顔に精せい一いつ杯ぱいの笑みを浮うかべた。目の前のたくましい肩かたに手を載のせて、清らかなメヌエットの調べに身を委ゆだねる。その耳元で、低く棘とげのある声が上がった。

「ずいぶんとうまく化けたものだな。おまえが今かぶっている猫ねこはどこで買ってきた？」

「……なんのことでしょうか？　おっしゃっている意味がわかりません、わ」

「なら、はっきり言ってやる。今のおまえは大の男を一発で気絶させた女にはとても見えない。こんな場所に普ふ通つうの女のような振ふりをしてきて、なにを企たくらんでる？」

「そんな、企むだなんて！　昨日のことをおっしゃっているのでしたら、あれは、その……たまたま膝ひざが当たってしまっただけです」

「単なる偶ぐう然ぜんで、鳩尾みぞおちに膝ひざ蹴げりが食いこむものか。そんなことのできる女が世の中にあふれていたら、たいていの男は危なくて外を歩けなくなるだろうが」

　それはそうだ。

　ヴァイスの言い分につい吹き出しそうになって、ルティアは慌あわてて下腹に力をこめた。一いつ緒しよになって笑ってしまったら、事実を認めたも同然だ。ここは我が慢まんしなければならない。

　うつむきがちになったルティアの腰こしをヴァイスがグイッと自分の方に引き寄せる。辺りから悲鳴とも抗こう議ぎともつかないどよめきが上がった。ルティアは必死で逃のがれようとしたけれど、身をよじればよじるほど、ヴァイスの腕うでは自分の身体をきつく抱だきしめていく。

「陛下、どうかお戯たわむれはおやめください」

「俺はなにもふざけてなどいない。それはおまえの方だろう？」

　腰に回された手に一段と力がこもる。漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに、息を吞むほど鋭するどい光が宿った。

　本能が逃にげろと叫んでいるのに、目を逸そらすことすらできない。凍いてつくルティアの顔を見下ろして、ヴァイスがゆっくりと口を開いた。

「今一度訊きく。おまえはいったい何者だ？」

「……私は、あなたの婚約者候補のルティア・フォン・リリエンタールです」

　硬く乾かわいた声を耳にして、ヴァイスが不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめる。

（だめだ。これ以上口をきいたら、絶対にボロが出る！）

　メヌエットの曲調がわずかに変化したのを受けて、ルティアはさりげなく身体を離はなした。ヴァイスの顔を極力見ないように気をつけながら、音に集中する。

（姉上と一緒に何度も練習したことのある曲だ。目をつぶっていたって踊れる）

　ルティアはヴァイスの肩に手をかけたまま、軽かろやかにステップを踏んでいき──突とつ然ぜん巻き起こったどよめきにも動じなかった。夜会で貴婦人たちと踊っていると、たまにあることだ。しかし、この日はいつもと違ちがう抗議の声が間近で上がった。

「おい、今のはなんの真似まねだ？」

「はい？　陛下、いかがなさいましたか？」

「いかがもなにも、なぜおまえが男のパートを踊っている？」

「あ……」

　頭の中が一瞬にして真っ白になる。

（しまった！　またやってしまった！）

　メヌエットの曲に集中するあまり、ルティアはいつもの調子で男のヴァイスをくるりと優雅に回転させそうになってしまったのだ。

「すみませ……ではなくて、ごめんあそばせ。ダンスは苦手なんです」

「そういう次元の問題か？」

「はい！」

　堂々と言い切るルティアを前にして、ヴァイスがあからさまに眉をひそめる。

「そうか。ダンスが苦手なら、おまえはなにが得意なんだ？　昨日のような荒あら事ごと全ぜん般ぱんか？」

「そんなことありません、わ。私の特技といえば、その……チェスが好きです」

　決して噓うそではなかった。チェスは戦略の勉強になるし、弟のシリルが好きなこともあって、よく一緒に遊んでいた。もっとも弟が相手では、ルティアは負けてばかりいたけれど。

「どうやらおまえの中身は外見と大きく異なるようだな。他ほかにはどんなたしなみがある？」

　ここでうっかり馬の遠乗りなんて答えてしまってはだめだ。そう、淑女なら答えは最初から決まっている。

「花です！　私は花を愛めでるのが趣しゆ味みです！」

「ふぅん、花が好きなのか。なら、あそこに飾かざられている花はなんと言う？」

　ヴァイスが目線だけで窓まど際ぎわに並んだ丸テーブルの群れを指す。その上に飾られている白くて上品な香かおりを放つ花は──。

「百合ゆりです」

「なら、あのシャンデリアの下に置かれている花は？」

「…………百合です」

「あそこに立っている令れい嬢じようの花冠は？」

「……………………百合です」

「おまえの中では、花と言えば百合しかないのか？　『頭の中が花畑』という表現は聞いたことがあるが、頭の隅すみ々ずみまで百合で埋うめ尽つくされているとは、ずいぶん単純でめでたい奴やつだな」

「なっ……！」

　ルティアは喉のど元もとまでせり上がってきた怒りを必死で吞のみこんだ。

　今のは自分が悪い。花の名前なんて自分の家の紋もん章しようになっている百合の花くらいしか知らないのに、見み栄えを張ったのだから。

（もう少しの我慢だ。この曲さえ終われば、ちょっとは離れられるんだから）

　今度こそパートを間ま違ちがえないように、足あし下もとに集中して黙もく々もくと踊る。

　やがて、ルティアにとっては永遠に続くかと思えたメヌエットの調べがだんだんと小さくなり、代わりに高こう揚よう感かん溢あふれる曲が広間を満たしはじめた。

（よし！　これでもういいだろう。婚約者候補としての役目は十分に果たしたはずだ！）

　これ以上なにかしでかさないうちに退散したくて、さっと手を引っこめる。優雅に一礼してから去ろうとしたルティアの腕をヴァイスが後ろからつかんだ。

「陛下？」

「一緒に踊おどってみてわかったが、どうやら俺はおまえのことを勘かん違ちがいしていたらしい。謝る」

「え……」

　あの傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描かいたような国王が急にどうしたんだろう？

　驚おどろきに目を見開くルティアを見下ろして、ヴァイスが口元にフッと皮肉げな笑えみを刻んだ。

「おまえのかぶっている猫は売り物にもならない、できそこないの張りぼてだな。それを猫と呼ぶなんて、本物に対して失礼なことをした」

（こ、この男は……！）

　今度こそ自分は怒おこっていいはずだ。

　けれど、淑女のたしなみ第九条──淑女はいかなる時でも決して声を荒らげてはならない。たとえ毒のまぶされた言葉をつきつけられたとしても、ひたすら耐たえるのみだ。

　笑顔を引きつらせたルティアのことをフンッと鼻で嗤わらって、ヴァイスがきびすを返す。

　本音を明かすなら、こんな男の顔なんて二度と見たくなかった。しかし、悲しいかな、自分の仕事は彼の護衛なのだ。そばにいて、非常時には自分が盾たてにならなければならない。

　自らの感情を隠かくすように、はらりと開いた扇おうぎの下で息を整える。

「よし！」と気合いも新たに、ルティアがヴァイスのあとを追おうとした、その時、広間の端はしの方がざわざわと色めきたった。

（なんだ？　異国の踊り子でも来たのか？）

　こうした夜会ではままあることだが、それにしては様子がおかしかった。男たちが一様に渋しぶい表情をしているのと反対に、貴婦人たちは皆みなどこか浮うかれた顔つきで、しきりとなにかささやき合っている。彼女たちがちらちらと視線を向ける先には重じゆう厚こうな黒い扉とびらがあった。その前にはルティアの同どう僚りようである近衛隊第四連隊長のオスカーが立っている。

「あの、これからなにか始まるのでしょうか？」

　そばに立っていた貴婦人の一人に声をかける。彼女は急に呼び止められてびっくりしたようだったが、わくわくした様子を隠さずに満面の笑みで教えてくれた。

「私も先ほどお聞きしたのですけれど、これからオスカー様と交こう替たいでルティウス様が西の扉の守りに就つかれるんですって！」

「……………………はい？」

「王宮の夜会でルティウス様にお会いできる日が来るなんて！」

　貴婦人はうっとりとした目つきをしていたが、周りの女性たちがさりげなく移動を開始したのに気づいて、遅おくれを取ってたまるかとばかりに、自分もいそいそと扉に向かった。

　残されたルティアは呆ぼう然ぜんとして黒い扉を見つめた。

　ルティウスが──自分がこの広間の守りを固めるなんて話は聞いていない。そもそも自分とラッツが場内警備を担当すると貴婦人たちの注意がことごとく逸れるという理由から、シュヴァリエは式典の際には自分たち二人をいつも人目につかないところに配置していた。

（私の今日の担当は中庭になっているはずなのに、どうしたんだ？）

　ルティアが首をひねっていると、他の貴婦人たちとの会話を切り上げたファビエンヌが、優ゆう雅がに微笑ほほえみながらこちらに向かってきた。歩き方、身のこなしともに貴婦人の鑑かがみのようだが、その目は笑っていない。

「皆みな様さま、恐おそれ入りますが、少しの間ルティアをお借りしますわ。先ほどのダンスで髪かみとドレスが乱れてしまいましたの」

「姉……いえ、ファビエンヌ様、私は大だい丈じよう夫ぶですが」

　護衛の自分がヴァイスのそばを離れるわけにはいかない。

　ルティアは姉の手を振ふりほどこうとしたけれど、無む駄だだった。ふと見ると、今まで後ろに控ひかえていたラッツまでもが先に進んで、自分たちのために道を空けてくれている。

　ルティアはなされるがまま、広間から連れ去られ──廊ろう下かに面した控えの間に入るなり、今まで見たことがないほど真しん剣けんな表情をした姉と向かい合う羽目になった。

「ルティア、今すぐこの場でルティウスに戻もどりなさい」

「なぜです？　私には陛下の護衛という任務が──」

「そうね。シュヴァリエ様がいらっしゃればよかったのだけれど、フランツ様が近衛隊の指揮を執とることになったせいで警備の配置が変わったのよ。おかげで、あなたはこれから十分後に海の間の西扉を守ることになっているわ」

「ええっ!?」

　どうしてそんなことになってしまったのか、尋たずねている間もない。

「さぁ、今すぐ王子様に戻るのよ！」

　姉の命にせき立てられて、ルティアは大おお慌あわてでドレスを脱ぬがされていった。
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　それから十分後。

　ルティアは海の間に戻っていた。ただし、今度は清せい楚そな真しん珠じゆ色のドレスではなく、紺こん地じに銀の刺し繡しゆうが鮮あざやかな近衛隊の制服を纏まとって。

「ルティウス様、嬉うれしいですわ！　このような場でお目にかかれるなんて！」

　広間に足を踏ふみ入れるなり、貴婦人たちが一いつ斉せいに駆かけ寄ってくる。

　ルティアの凜り々りしく引き締しまった口元に笑みが刻まれるのを見て、「キャーッ！」と熱を帯びた叫さけびが上がる。いつもと同じ貴婦人たちの反応に、ルティアは内心でホッとしていた。

（大丈夫。この様子なら気づかれてない）

　本当はゼーハーと荒あらく上がった息を整えるのに必死で、口をきいている余よ裕ゆうすらないことに。

　姉とラッツの助けがあったからなんとかなったものの、危なかった。コルセットを外した解放感を味わう間すらなく、ファビエンヌの手で近衛隊の制服を着せられて、一階の窓から中庭につき落とされた。なにか悪いことをしたわけでもないのに、気分はまるで浮うわ気き現場を押さえられた間男だ。こんな心臓に悪い経験はもう二度としたくない。

「ルティウス様、汗あせをかいていらっしゃるようですが、大丈夫ですか？」

　令嬢の一人が心配そうに顔を覗のぞきこんでくる。ルティアは表情筋にグッと力をこめて笑みを形作ると、差し出されたハンカチごと彼女の手を握にぎりしめた。

「姫ひめ、気にかけてくれてありがとう。あなたは野に咲さく百合ゆりのように可か憐れんでありながら、その心は母なる海よりも深い慈じ愛あいに満ちているのですね」

「まぁ、そんな……」

　令嬢の頰ほおがパッと赤く染まるのを見て、ルティアは純じゆん粋すいにかわいいと思った。それになにより、淑しゆく女じよを演じている時と違ちがって今の自分はとても楽だった。けれど──。

「ルティウス様、もしよろしければお飲み物を！」

「どうか私のハンカチもお使いください！」

（ちょっ……！　ちょっと待ってくれ！）

　いつも顔を合わせている貴婦人たちばかりか、今日初めて会う令嬢たちまでもが自分の方に押し寄せてくるのを見て、ルティアはさすがにまずいと思った。

　西の扉は広間の中央から離はなれているにしても、これ以上騒さわいだら必要以上に注目を浴びてしまう。ルティウスとしての姿をヴァイスに見られてしまってはあとあと厄やつ介かいだ。

　ルティアは内心の動どう揺ようを隠してキリッと表情を引き締めると、貴婦人たちに向けて優雅に一礼してみせた。

「ありがとうございます、愛らしい姫君たち。今はあなた方のお心だけいただいておきます。今こ宵よいはどうか西の扉とともに、あなた方を守る栄えい誉よを私にお与あたえください」

「まぁ、ルティウス様ったら……」

　貴婦人たちは一様に名残なごり惜おしそうな顔をしたけれど、どんな時でも仕事と使命は万ばん能のうの切り札。ルティアは誰だれにも咎とがめられることなく、入ってきた扉の前まで戻ろうとして──背後で、今まで耳にしたことのないようなざわめきが生じるのを聞いた。

「ルティウス様、その歩き方は……」

「はい？　私の『歩き方』ですか？　それがなにか？」

「なんと申しますか、その……」

（なんだ？……って、これは！）

　自分の足あし下もとに目をやった瞬しゆん間かん、ルティアは声もなく凍こおりついた。

　貴婦人のたしなみ第二条──貴婦人はいかなる時でも内うち股またの小こ股またで歩くべし。

　近衛隊の制服姿に戻った今でも、ルティアは姉の教えを忠実に守っていたのだ。

（こんな時だけ身体からだで覚えてなくてもいいのに！　なんで陛下と踊った時じゃなくて、今いま頃ごろになって特訓の成果が出てくるんだ!?）

　がっくりとうなだれそうになった自分を抑おさえて、ルティアは貴婦人たちに微笑みかけた。

「どうかお気になさらないでください。今日は少し疲つかれているだけですから」

「は、はい。そうなんですね」

　普ふ通つう、疲れたからといって、急に内股になる男なんていない。けれど、ルティアの妙みような迫はく力りよくに押されて、これ以上問い質ただしてくる者はいなかった。

（これでなんとか切り抜ぬけられるな……）

　広間の西を守る扉の前に立って、ルティアはフーッと細く長い息を吐はいた。

　仕事中で話しかけてはならないと知っていても、やっぱり気になるのか、貴婦人たちが歓かん談だんの合間にちらちらとこちらの様子を窺うかがってくる。その姿に時々笑えみを返しつつも、ルティアの目はずっと一人の男を追っていた。

　自分が守るべき唯ゆい一いつの主あるじ──ヴァイス・フォン・フロイデンを。

　たった一言でもいい。直接言葉を交かわす機会を待っているのだろう。ヴァイスの前には長い貴族たちの列ができていた。

　顔に薄うすい笑みをたたえて、世慣れたお世辞を並べている高官がいる。一方で、汚よごれものに触さわるような目つきで、渋しぶ々しぶヴァイスと握あく手しゆをしている貴族の子し弟ていがいる。彼らの心の声がルティアには聞こえるようだった。

　──たかが庶しよ子しの分際で好き勝手しやがって、と。

（見ていて気持ちの良い光景ではないな）

　町での姿を知ってしまった今、ルティアには国王ヴァイスを否定することができなくなっていた。

　近衛隊の解散には決して賛同できなかったけれど、他ほかの貴族たちが噂うわさするほどひどい王には見えない。むしろ、民たみのためを思って積極的に動く姿は賢けん君くんと言っていい気さえする。

（ただ、やり方が問題なんだよな）

　今もまたヴァイスに嫌いや味みを言われたらしい重臣がこめかみをピクピク引きつらせている姿を遠目に眺ながめて、ルティアは声にならないため息をついた。

（あの国王は、なんでいつもあんなにけんか腰ごしなんだ？　どうしてもっと穏おだやかな態度を取れない？）

　こうして正面からぶつかる生き方は、味方より多くの敵を作る。国の頂点に立つ者として、決して利口なやり方ではないと思うのだが……。

　やっぱりヴァイスは、臣下の心をことごとく踏みにじることしかできない暴君なのか？

　あるいは、すべてを承知の上でそう振る舞まっているのだとしたら、なにが彼の態度をここまで頑かたくなにしているのだろう？

　答えを求めるようにしてヴァイスを見つめていると、不意に小さなささやきがルティアの耳に飛びこんできた。

「なぁ、リリエンタール伯はく爵しやく令れい嬢じようはどうなさったんだ？　お召めし物を直しに行かれたきり、従姉いとこのヴァルナーレ公こう爵しやく夫人もお戻もどりになっていないようだが」

（え？　リリエンタール……って、私のことか!?）

　見ると、広間の端はしに立っている青年が、周りの貴族たちに話しかけているところだった。

「そういえば、リリエンタール伯爵令嬢は今日がデビュタントだとおっしゃっていましたし、夜会の熱気にあてられて、お具合でも悪くなったのかしら？　私、様子を見て参りますわ」

（ちょっと待て！　行くな！）

　青年の横に立っていた令れい嬢じようがきびすを返すのを見て、ルティアは扉とびらに鍵かぎをかけたくなった。

　もし今彼女が控ひかえの間に向かったら、国王の婚こん約やく者候補が蒸発したことがばれてしまう。いくらファビエンヌが取り繕つくろってくれたとしても、長くは保たない。男のルティウスが「ルティア姫」を演じていると、ヴァイスに知られたら──。

（私も近衛隊のみんなも、間ま違ちがいなく陛下に殺される！　それどころか、もし私が本物の女だとみんなにばれたら……）

　よくて伯爵家の称しよう号ごう剝はく奪だつ。最悪の場合、一族そろって国外追放になるかもしれない。

（どっちに転んでも身の破は滅めつだ！）

　ルティアの苦く悩のうなどつゆ知らず、令嬢はたおやかな足取りでこちらに向かってきている。

　なにも知らない彼女を追い返すわけにはいかない。だけど、このまま扉を通すことだけは絶対にできなくて──令嬢が頰を赤らめながら自分に向かって一礼した。瞬間、ルティアは「うっ！」とうめいて、その場にしゃがみこんだ。

「ルティウス様！　急にどうなさいましたの!?」

「実は持病の癪しやくが──」

「過労だよな、ルティウス」

　ルティアの言葉を遮さえぎって、うずくまった肩かたに後ろから手が置かれる。振ふり向むくと、ラッツの明るい猫ねこっ毛が額に触ふれた。

「シュヴァリエ隊長が不在の間、隊長の仕事を代行していたせいで、疲れが溜たまっていたんだ。そうだよな、ルティウス」

「まぁ、そうでしたの！」

「あ、いや……まぁ……」

　当とう惑わくするルティアの腕うでをラッツが無む理り矢や理り引っ張って、自分の肩に後ろから回させる。

「ラッツ様!?　いったいなにをなさって──」

「俺はこいつを夜風に当てさせてくる。心配ないから、おまえたちはここにいろ」

「は、はい！」

　顔をまっ赤に上気させた貴婦人たちが口元を扇おうぎで覆おおう。その隙すき間まから「キャーッ！」とこぼれた黄色い悲鳴に背を向けて、ラッツは宣言通りルティアを広間の外に連れていった。

「ラッツ、助けてくれてありがとう。だが、本当は私は──」

「いいから黙だまっておけ。それに持病の癪はやめろ。言い訳にしてもひどすぎる」

「…………わかった」

　いつになく押しの強い口調に抗あらがうこともできず、手を引かれるがまま中庭に出ていく。

　やわらかな闇やみが辺りを包む中、周囲に人がいないことを確かく認にんして、そして──。




　十分後。

　ルティアは三度、海の間に戻っていた。今度はデビュタントを迎むかえた乙おと女めらしい、百合ゆりの花はな冠かんむりを頭に載のせて。

（さ、さすがに疲れた……私はいつまでこれを繰くり返せばいいんだ？）

　ファビエンヌ直伝の優ゆう雅がな笑みを顔に浮うかべながら、ルティアはふらつく足取りで窓まど際ぎわに並んでいるテーブルの一つに向かった。

　侍じ従じゆうの給きゆう仕じで、まっ赤なオレンジを搾しぼったジュースを受け取る。ルティアは一気に飲み干そうとして、やめた。

　淑しゆく女じよのたしなみ第七条──淑女は食事の際に大口を開けてはならない。

（姉上もみんなも本当にすごいよな……私もあと少しだけ頑がん張ばるぞ！）

　酸さん味みのほどよい果か汁じゆうの誘ゆう惑わくと闘たたかいながら少しずつグラスを傾かたむけていると、挨あい拶さつを求める人の列もさばけたのか、ヴァイスが近づいてきた。深い闇の色を宿した双そう眸ぼうがルティアを見下ろして、意外そうに眇すがめられる。

「どうした？　お色直しをしてきたはずが、反対にひどくなっていないか？」

「オホホ、そんなことはない……いえ、ございませんわ。陛下もお疲れなのでしょう。すべて気のせいです」

「はねた髪かみの毛が花冠の間から飛び出しているように見えるのもか？」

「そういう髪かみ型がたなんです」

「なるほど。おまえの中の流りゆう行こうは最さい先せん端たんのさらに先を行っているというわけだな。花の名前すら満足に言えなかった女の台詞せりふとも思えない。いや、感心した」

（この男は……！　口を開けば嫌味しか言えないのか!?）

　ルティアは口元がピクピクと引きつるのを感じたが、ここで反発したって言いくるめられるのが関の山だ。

　グッと貝よりも固く口をつぐんだルティアに、ヴァイスはなおも胡う乱ろんげな眼まな差ざしを注いでいたが、やがて音もなく近づいてきた侍従に呼び止められて視線を逸そらした。

「陛下、そろそろ閉会のお言葉を賜たまわりたく存じます」

「わかった」

　ヴァイスがうなずくと同時に、広間を覆っていたざわめきが消えていく。

　隣となりに立っていたルティアはがらにもなく緊きん張ちようしてしまった。仮にも近衛の双そう華かと呼ばれるだけあって、注目されることには慣れている。だが、ヴァイスに向けられた視線の数々は自分が知っているものと全然違ちがった。

　思いがけず玉座を射止めた者に対する嫉しつ妬とと羨せん望ぼう。

　今まで宮きゆう廷ていの誰だれもがなしえなかった改革を推おし進めていく強さに対する恨うらみと憧あこがれ。

　対ついとなるいくつもの感情が人々の眼めを通してたった一人に注がれている。ただ、ヴァイス本人は気にした様子もない。海の色を宿したステンドグラスを背にして口を開く。

　その時だった。ルティアが背後に異様な気配を感じたのは。

（なんだ!?）

　答えを見つけるより先に、ガラスの砕くだける音が辺りに響ひびいた。貴婦人たちの甲かん高だかい悲鳴が広間をつんざく。その時にはもう、ルティアは目の前のテーブルクロスを引っつかんでヴァイスの身体からだに頭からかぶせていた。

　たわんだ布に固いものが当たって跳はね返る感かん触しよくがする。ガラスの破は片へんではない。妙みように響く音を伴ともなって大理石の床ゆかを転がっていくそれは──。

（投石か!?）

　一いつ瞬しゆん感じた嫌いやな気配はもう完全に消えていた。

　フランツを筆頭に、真っ青な顔をした近衛このえ兵へいたちが大おお慌あわてで駆かけ寄ってくる。テーブルクロスを脇わきに投げ捨てたルティアは、足あし下もとに転がるそれを見て顔をしかめた。

　大きさにしてみれば、赤ん坊ぼうの拳こぶしほどもない。鏃やじりのように研とぎ澄すまされた石には一枚の紙が巻きつけられていた。

　ルティアが屈かがんで拾おうとしたところ、横から伸のびてきた手が石ごと紙を奪うばっていった。

「陛下！　毒が塗ぬってあったら危険です！」

　とっさに取り返そうとしたルティアの手は、すげなく振り払はらわれてしまった。

　ヴァイスが紙にできた無数の皺しわを指で引き伸ばす。その口元に、獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうを彷ほう彿ふつとさせる笑えみが刻まれた。

（いったいなにが書かれてたんだ？……これは！）

　横から覗のぞきこんだ紙には黒いインクで短い一文が記されていた。

　正しき道に戻らぬ限り、黒くろ髪かみの王は豊穣神ルテイアの加護を失い、覇ルテ王イ神ウスの呪のろいを受けるだろう、と。
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　投げ文のあったあと、夜会はその場でお開きとなり、ルティアとヴァイスの二人は近衛兵たちで外を固められた一室に押しこめられた。

　犯人の捜そう査さにルティアも加わりたかったけれど、「ルティア姫ひめ」のままでは騎き士したちに混じることなんてできなかったし、なにより今はヴァイスのそばを離はなれたくなかった。

（匿とく名めいであんなことをするなんて卑ひ怯きような奴やつめ！　そりゃあ、陛下の性格はお世辞にもいいとは言えないけれど……）

　普ふ段だんは控ひかえの間として使われているらしく、品の良い調度品が並べられている部屋の中、隣に座っているヴァイスの様子を窺うかがう。あれだけの騒さわぎがあったあとにもかかわらず、狙ねらわれた当の本人だけは泰たい然ぜんと足を組んで、近衛兵が声をかけに来るのを待っている。

（よかった。いつもの陛下だ）

　ルティアは胸をなで下ろしかけて、途と中ちゆうではたと動きを止めた。先ほど頭からテーブルクロスをかぶせた時にこすれたのか、ヴァイスのこめかみにうっすらと赤い血がにじんでいた。

「陛下、失礼いたします」

　ルティアは立ち上がると、懐ふところにしまっておいたレースのハンカチを取り出した。ヴァイスのこめかみをぬぐおうとする。伸ばした手はしかし、顔に触れる直前で骨張った大きな手に搦からめ捕とられてしまった。

「陛下？」

「なぜだ？」

「え……」

「なぜ俺を庇かばった？」

「それはもちろん、その……私があなたの婚こん約やく者候補、だからです」

「ふぅん、『婚約者候補』か」

　目の前で腰こしをかがめたままでいるルティアの顔をつまらなそうに見やる。その顎あごに、ヴァイスが急に手をかけてきた。

　いったいなんのつもりだろう？　新手の尋じん問もんか？

　戸と惑まどうルティアの顔を漆しつ黒こくの双眸が覗きこむ。

　言葉はない。

　瞬まばたきすらできない時の中、彫ほりの深い精せい悍かんな顔がだんだんと近づいてくる。

「えっ、あ、あの……」

　触ふれられたわけでもないのに、頰ほおが熱を帯びていく。とっさに顔を背そむけようとしても、顎にかけられた手が逃にげることを赦ゆるさない。

　やわらかな吐と息いきが頰をくすぐる。互たがいの唇くちびるが重なると思った瞬しゆん間かん、

「やっ……！」

　ルティアはヴァイスの胸を勢いよくつき飛ばしていた。

「あっ！　申し訳ありません！」

　ヴァイスの護衛である自分が彼の傷を増やしてどうする!?

　我に返ったルティアが再びハンカチを差し出す。それをヴァイスは片手で払いのけた。

「茶番はやめろ。口づけの一つにすら満足に応じられないくせに、『婚約者候補』を名乗るとは片腹痛い。かぶっている猫ねこもここまで不出来だと、驚おどろきを通とおり越こして嗤わらいたくなる」

「…………」

　いつになく冷ややかな眼差しが自分に注がれるのを感じて、ルティアは唇をキュッと嚙かみしめた。

　自分には真実の姿を明かすことができない。それなら、偽にせ物ものと嘲あざ笑わらわれても仕方ないのかもしれないけれど──。

（私にどうしろと言うんだ!?　護衛を続けるためには、さっきの口づけを受け容いれなければならなかったのか!?……って、そんなことができるか！）

　貴婦人どころか、最近ようやく女性の振ふりをすることに慣れてきた自分に、そんな高等技術を求められたって困る！

　ヴァイスにルティアの心の叫さけびがわかるはずもない。無言でうつむいた顔を無感動に眺ながめて、彼はゆっくりと口を開いた。

「もう一度だけ、おまえに尋たずねる。おまえは何者だ？　なぜ俺を庇った？」

「それは、私があなたの婚約者候補だから──」

「その答えは聞き飽あきた。おまえが何者か知らんが、そんなにまでして俺に取り入りたい理由はなんだ？　欲しいのは地位か？　名めい誉よか？　それとも財か？　いずれにせよ、玉座に向かって頭を下げるしか能のない連中と同じで、ご苦労なことだ」

「別に、私はそんなつもりなど──！」

「口でなら、いかようにも言える。せいぜいもっとましな言い訳を考えておくんだな」

「ですから！　私はあなたのことを──」

　ルティアの訴うつたえは黒い一いち瞥べつに吞のみこまれた。

　そこにあったのは、絶対の拒きよ絶ぜつ。

　何者の言葉にも耳を傾かたむけず、差し伸べられた手もすげなくはねつける。昨日、広場で民たみの声に耳を傾けていた男と同じには思えない。頑かたくなな王の姿がそこにはあった。

（どうしてこの男はこうなんだ!?）

　なぜ外の世界に対してと同じでいられない？

　王宮で自分を取り巻くすべてのものを、どうしてここまで拒こばむ？

　たしかに、宮廷ここには彼に対して好意的とは言えない思いもたくさん渦うず巻まいているけれど──。

「もういい。失うせろ」

　まるでとりつくしまもない。害がい獣じゆうに対するような扱あつかいに、目の前がまっ赤に染まるのを感じた。次の瞬間、

「このわからず屋がっ！」

　パァーンッと鋭するどい平手打ちをルティアはヴァイスの頰に見み舞まっていた。

　啞あ然ぜんとした顔つきでヴァイスが自分の頰に手を伸ばす。その鼻先に指をつきつけて、ルティアは叫んだ。

「いいですか、陛下！　あなたに敵が多いのは事実です。だけど、一いつ生しよう懸けん命めい自分を支えようとしている味方に対してまで、あなたはどうして勘かんぐるようなことしか言えないんですか!?」

　右手にじんじんとした熱が広がっていくのを感じて、ルティアはくやしさに歯がみした。

　今ならまだ謝って許しを請こうことができる。自分の非を認めて、彼の慈じ悲ひにすがりつくことだってできる。だけど──ルティアは自分の心に噓うそをつくことができなかった。

「はっきり言って陛下、私にはあなたという人間がわかりません。ですが、これだけは自信を持って言えます。この国にはあなたが必要なんです！」

　自分を見上げる漆黒の双そう眸ぼうがわずかに揺ゆれる。その眼めをグッと見返して、ルティアは胸の内で荒あれ狂くるう嵐あらしのような想おもいをドレスの上から押さえた。

　先王が崩ほう御ぎよしたあと、シュヴァリエの命で町の巡じゆん回かいに出たルティアは、人々の生活が悪化している様を目まの当たりにした。しかし、一いつ介かいの近衛このえ兵へいに過ぎない自分にできることなんてほとんどなかった。無力な自分が腹立たしくて、毎日歯がゆさに身み悶もだえしていた。

　そんな中、荒こう廃はいした王都の港を元に戻もどし、民の生活を楽にしたのはこの国王だった。

　しかもただの支配者ではない。身分によって人を見下すことなく、困っている者にはなんの見返りも求めずに手を差し伸のべる。城下で見かけたのは、いつでも自分から玉座を下りて、民と同じ目線に立てる男だった。

　そんな人だから、たとえ人間として好きになれなくても、その強ごう引いんなやり方に反感を抱いだく者が無数に存在すると知っていても──。

「私はあなたという王を失いたくなかったのです。それでは、あなたを庇ったことに対する答えになっていませんか？」

「…………………………」

　どこまでもまっすぐな翠みどりの瞳ひとみを向けられて、ヴァイスが表情を隠かくすように顔を手で覆おおう。

　覚かく悟ごはできていた。次に彼が顔を上げた時、自分に向けられるのは怒いかりか、罵ば声せいか。婚約者候補としての地位を剝はく奪だつされても仕方ない。自分はそれだけのことを言ってのけたのだから。

「さぁ！」と胸を張ってヴァイスの反応を待つ。しかし、彼はいつまで経たっても動かなかった。

　もしかして自分の顔を見ることすら嫌いやになったのだろうか？

　急に不安になったルティアの前で、たくましい肩かたが小刻みに揺れ始めた。

「陛下？」

　くつくつと低い笑しよう声せいが部屋に響ひびく。

　やがて、ひとしきり笑ったヴァイスが顔を上げた。

「おまえはおもしろい女だな。この王宮でそんな率そつ直ちよくな物言いをしていたら、すぐに自じ滅めつするぞ」

　……この人にだけは言われたくない。

　ルティアの感想はそのまま顔に出てしまったのか、こちらを見上げたヴァイスが小さく吹ふき出す。

「初めて会った時にも思ったが、いい眼をしてるな。何者にも媚こびることのない、まっすぐな光を宿している。おまえと同じ眼を持つ人間を俺は一人だけ知っている。俺の親友だ」

「え……」

　ルティアは目を瞠みはった。

　今までの力強さと野生の獣けものを思わせる獰どう猛もうな笑えみとは違ちがう。自分に向けられたヴァイスの顔には、少年のように透すき通った笑みが浮うかんでいた。

（陛下にこんな表情かおをさせる親友って……）

　思い当たる相手は一人しかいなかった。今から一年前、突とつ如じよとして王おう冠かんをかぶせられたヴァイスと共に、王宮にやってきた青年がいたという。ただ、彼は今……。

　困こん惑わくして立ちつくすルティアの頰を、不意に伸びてきた両の手が挟はさんだ。ビクッと震ふるえるこちらの反応を愉たのしむように、頰を包むヴァイスの手に力がこもる。

「さっき、おまえは俺のことがわからないと言ったな？　だが、俺にとってはおまえの方がはるかにわからない。怪あやしいことこの上ないくせに、どこまでもまっすぐで、純じゆん粋すいで……おまえは本当に何者なんだ？」

「私はあなたの婚こん約やく者候補の……んっ！」

　ルティアの唇くちびるをヴァイスの指が上からそっと押さえた。

「そんな台詞せりふを繰くり返すくらいなら、今はまだ張りぼての猫をかぶったままでいい。だが、覚悟しておけ。いずれ俺が真の姿を暴あばいてやる」
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　それは強引で一方的な宣言だった。なのに、自分に向けられたヴァイスの眼まな差ざしは、普ふ段だんの彼からは想像もつかないほど穏おだやかでやさしい。

　こんな時、自分はどんな表情かおをしたらいいんだろう？

　なにか伝えたいのに、言葉が出てこない。自分の気持ちさえわからないまま、胸の鼓こ動どうだけが速まっていくのを感じる。

　揺れる翠の瞳を、黒く濡ぬれたような双眸がじっと見つめる。その眼は自分一人を映しているようでありながら、ここではない、どこか遠い昔を懐なつかしんでいるようでもあって──。

「陛下、リリエンタール伯はく爵しやく令れい嬢じよう、周囲の安全が確かく認にんできました。これでお好きな時に、ご自分の部屋にお戻りいただけます」

　近衛兵たちと行動を共にしていたラッツが扉とびら越ごしに声をかけてくる。部屋を満たす空気が一いつ瞬しゆんにしてガラリと変わったのをルティアは肌はだで感じた。

　ヴァイスが立ち上がる。その顔にはもう、あの透き通った笑みはなかった。初めて会った時と同じ、冷ややかな視線が扉とびらに注がれる。

「このままここに居続けても意味がない。行くぞ」

　所在なく立ったままでいるルティアに声をかけて、ヴァイスが扉に手をかける。まっすぐに伸びた広い背中に、ルティアはかける言葉を見つけられなかった。

　そこに感じたのは、国を一人で背負う者の覚悟と孤こ独どく。

　今まで毒でまぶされた言葉に惑まどわされてきたけれど、この国王はもしかしたら本当はひどく純粋で不器用な人なのかもしれない。理想を追い求めるがゆえに一いつ切さいの妥だ協きようを許せず、民からの支持を得ると同時に、その何倍もの敵を宮きゆう廷ていで作り続ける。

　一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みた、あの笑みは幻まぼろしだったのだろうか？

　自分と親友が似ていると言った、その真意はどこにあるのだろう？

　己おのれの道をつき進む国王の背中に、ルティアはなぜか心がざわつくのを覚えた。
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　翌朝、ルティアは近衛隊の制服に着き替がえてから最初にシュヴァリエの執しつ務む室を訪ねた。

　落石で公道の一部が封ふう鎖さされたため、明け方近くまで足止めを食くらっていたらしい。シュヴァリエはルティアが部屋に入ってきたのを見て、自分の前の席を勧すすめてきた。

「昨夜は俺が不在にしていたせいで迷めい惑わくをかけた。すまない」

「いえ！　隊長のせいじゃありませんから、お気になさらないでください！」

　潔いさぎよく非を認める姿は上官として好ましかったけれど、謝られたままではこっちが落ち着かない。ルティアの心情を察したのか、シュヴァリエは「そうか」とうなずくと、それきり口を閉とざしてしまった。もちろん、これで話が終わったという意味ではない。

　ルティアは目の前の椅い子すに腰こし掛かけると、意を決して口を開いた。

「隊長もすでにお聞き及およびのことと思いますが、実は昨日の夜会で……」

　警備の配置に穴があったこと。国王に向けられた、好意的とは言えない視線の数々。そして、広間に投げこまれた不ふ吉きつな手紙。それらすべての結びとして、ルティアは断じた。

「伯はく爵しやく家に連なる者として、私も他ほかの貴族たちを疑いたくありませんが、隊長が私に陛下の護衛を命じられた理由がわかりました。あの方には私が思っていた以上に──もしかすると隊長がお考えになっているよりはるかに多くの敵がいるのかもしれません」

「そうだな……事情はわかった。俺の方でも対策を練るから、おまえは引き続き陛下の護衛を頼たのむ」

「はい！」

　時にひどい無む茶ちやぶりをしてくることはあっても、シュヴァリエは頼たよりになる上官だ。彼がどうにかすると言ったなら心配ない。ピシッと切れのいい敬礼をして、部屋を出る。

　しかし、官舎の廊ろう下かを半分も進まないうちに、ルティアの足は止まった。

（そういえば、すっかり忘れてた）

　制服のポケットを上から押さえる。そこにはシュヴァリエから借りた靴くつ飾かざりが入っていた。

（返すのは次に会った時でいいか……でも、待てよ。今日はこれからラッツと剣けんの手合わせをするんだ！）

　ただでさえ昨日、貴婦人たちの前で内うち股また歩きをして驚おどろかせてしまったのに、こんな乙おと女めじみたものが自分の制服からこぼれ落ちるところを見られたら、今度こそどう言い訳をしていいかわからない。

（こんな危険物はさっさと手放すに限る！）

　ルティアはきびすを返すと、颯さつ爽そうとした足取りでシュヴァリエの執務室まで戻もどった。

　ノックをしようとして手を上げる。軽く握にぎった拳こぶしをルティアは途と中ちゆうで止めた。

（誰だれかいるのか？）

　自分が出てからの間、執務室には誰も入っていかなかったはずなのに、扉を一枚隔へだてた先から、ぼそぼそとした話し声のようなものが聞こえてきている。

「……なるほどな。すべては俺の予想通りに進んでいるというわけか」

（隊長？　予想通りって、なんのことだ？）

　不吉なものが胸をよぎる。

　扉に耳を寄せたルティアは中の様子を探さぐろうとして──突とつ然ぜん内側から開かれた扉に、バランスを崩くずして転びそうになった。

「なんだ、ルティウス？　そんなところでなにをしている？」

　シュヴァリエが意外そうに瞬まばたきを繰り返しながら、ルティアを見下ろす。

（あれ？　誰もいない？　でも、たしかに今、人の声が……）

「ルティウス？」

　再度呼びかけられて、ルティアはハッと首を横に振ふった。

「申し訳ありません。別にたいしたことではないのですが、その……隊長にお借りした靴飾りを返し忘れていたことに気づきまして」

「そうか。わざわざすまなかったな」

　ルティアの差し出した飾りをシュヴァリエが受け取る。普段と変わったところなんて、なにもない。その顔には強さとやさしさを兼かね備えた笑みが浮かんでいる。

「それでは、私は近衛隊の任務に戻りますので」

「ああ、そっちもしっかり頼むぞ」

　シュヴァリエにもう一度敬礼をして、ルティアは今度こそ近衛隊の演習場に向かった。

　初夏の空はどこまでも蒼あおく澄すんでいて雲一つない。なのに、その下を歩くルティアは心に深い翳かげりが差すのを感じた。

　他人を信じない孤独な王と、強ごう引いんな彼の態度に反感を抱いだく貴族たち。そして、シュヴァリエの「予想通り」という言葉。

　自分を囲む流れは、この先どこへ自分を連れていくのだろう？

　先の見えない未来に一いち抹まつの不安をかき立てられて、ルティアは腰こしにはいた剣の柄つかをギュッと握りしめた。
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　近衛隊の執務室に一人。

　肩かたにのしかかる重たい空気を振り払はらおうとして、シュヴァリエは窓を開けた。演習場でルティウスとラッツの手合わせが始まったのか、貴婦人たちの歓かん声せいが風に乗って聞こえてくる。

　はらりと落ちてきた銀の髪かみを無造作にかき上げて、シュヴァリエは目を眇すがめた。その視線の先には真しん珠じゆ色に輝かがやく王宮が建っている。

「さて、あの国王はこれからどう動くかな？　ゲームはまだ始まったばかりだ」

　窓まど枠わくに手をついて、唇の端はしをフッとつり上げる。

　初夏の風だけがその笑えみを見ていた。
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　デビュタントを終えた翌日の晩ばん餐さんは、ルティアにとって奇き跡せきの連続だった。

　まず席に着くなり、ヴァイスと目が合った。しかも重臣たちの報告を聞きながら食事を取る最中で、貴族の名前が出てきた時には、ルティアがその家の者と面識があるかどうか尋たずねてきたし、ルティアの知らない土地について語る時には、そこの特産品について教えてくれた。

（すごい。会話が成立してる）

　自分でもこの感想はどうかと思ったけれど、本当だから仕方ない。

　さらに食事も終わりにさしかかり、給きゆう仕じがデザートを運んできた時のこと。

　今が旬しゆんのフランボワーズを使ったムースに、とろりと甘いチョコレートのソースがかかっている。目にも楽しい一皿を前にして、ルティアは理性と欲よく望ぼうがせめぎ合うのを感じた。

　チョコレートだ。

　これは一人前の騎き士しが好きになっていいものではないと、自分に言い聞かせてきた。

（一昨日おとといの夕市で食べたのは不ふ可か抗こう力りよくだったけど……）

　この禁断の実をもう一度口にしてしまっていいのだろうか？

　苦く悩のうするルティアの前で、ヴァイスが突然自分の皿をこちらに押しやってきた。

「陛下？　あの、これは……」

「食え。おまえはもう少し太った方がいいからな。カカシのような身体からだつきのままじゃ気の毒すぎて、見ているこっちの方が落ち着かない」

「なっ……！」

　今日はめずらしくおとなしいと思ったのに、この国王はどうして人を怒おこらせることばかり言うんだろう!?

「陛下のお気持ちは嬉うれしいですが、結構です。私は今の体型に満足していますから」

「いいから、つべこべ言わずに食え。おまえと違ちがって、俺はチョコレートになんて興味がないんだ」

「え……」

　ルティアはびっくりしてヴァイスの顔と手元の皿を見比べた。言い方こそきつかったけれど、今のはもしかして……。

（陛下が私の好物を覚えていた!?　しかも、自分の分を譲ゆずってくれるなんて！）

　……これはなにかの罠わなだろうか？

　二倍に増えたデザートの皿を声もなくじっと見下ろす。

　ゴクリ、と喉のどを鳴らしたルティアに向かって、ヴァイスはさらに言い募つのった。

「ところでおまえ、このあとは暇ひまか？」

「はい!?」

「自分の予定を訊きかれただけで、なにをそんなに驚いている？　食事のあと時間はあるのか？」

　暇だと言えば暇だし、違うと言えば違う。今夜もヴァイスの様子を隣となりの部屋から盗ぬすみ聞き──もとい、彼の安全を遠くから見守ろうと思っていたなんて、口が裂さけても言えない。

　ためらいがちにうなずくルティアを興味深げに見やって、ヴァイスが席を立った。

「暇なら、このあと俺の部屋に来い。待ってる」

（……やっぱり今日の陛下は熱でもあるんじゃないか？）

　ルティアだけでない。愕がく然ぜんとしている重臣や給仕たちに背を向けて、ヴァイスは一人で部屋を出ていった。




　それから一時間後。

　ルティアは自分に与あたえられた部屋の中で、盛大に頭を抱かかえていた。甘く、とろりとしたチョコレートソースの誘ゆう惑わくには勝てなくて、結局二人分のデザートを平らげてしまった。

（一人前の騎士が情けない！　それに……）

　すぐ先の未来に思いを馳はせて、ルティアは絶望的な気持ちになった。

　自分の部屋に来いと、ヴァイスは言った。護衛として、これほどありがたい申し出もなかったけれど、今は刻ときを知らせる鐘かねが王宮に九回鳴なり響ひびいたところだ。

　中身はこれとはいえ、未み婚こんの令れい嬢じようが夜中に男性の部屋を一人で訪ねていいんだろうか？

　そもそもヴァイスはなぜ自分を呼んだのだろう？　まさか……。

（さっきのデザートは最後のやさしさか!?　婚こん約やく者候補として失格を言い渡わたす前に、少しだけ私に気を遣つかってくれたのか？）

　それなら納なつ得とくがいく。

（でも、それじゃあ護衛の任務を途と中ちゆうで棄き権けんすることになってしまうよな。それは困る！）

　一人で悶もん々もんと悩なやんでいると、不意に扉とびらが外からノックされた。

「おまえはいつまで俺を待たせる気だ？　来る気があるなら、早くしろ」

　これはなんの嫌いやがらせかと、ルティアは一いつ瞬しゆんつっこみたくなった。昨日まで自分に対して冷れい酷こく極きわまりなかった男が急にやさしくなるなんて、恐きよう怖ふ以外のなにものでもない。

「おい、なにをしてる？　とにかく一度顔を出せ」

「あ……は、はい！」

　苛いら立だちの増した声を耳にして、ルティアは覚かく悟ごを決めた。

（陛下の考えはわからないが、毒を食くらわば皿まで。護衛をするなら地じ獄ごくの果てまでだ！）

　扉を開けて、ひと思いに廊ろう下かに飛び出す。緊きん張ちように身体を硬かたくしているルティアを見下ろして、ヴァイスは「遅おそい！」と叫さけぶなり、その手を握にぎりしめた。

「あのっ！　陛下!?」

　応こたえはない。強ごう引いんに手を引っ張られたまま、隣の部屋へ連れていかれる。

　次の間に足を踏ふみ入れるなり、その先の寝しん室しつへ続く扉が開けっ放しになっているのに気づいて、ルティアはギョッとした。隣でヴァイスがニヤリと笑う。

「今夜はつき合ってもらうからな」

（えっ!?　なにに!?）

　ヴァイスがつないでいた手を振ふりほどいて、ルティアの身体を放ほうり出した。寝室のベッド──ではなく、次の間に置かれていた白いソファーの上に。

　呆ぼう然ぜんとしているルティアの前で、ヴァイスも向かいのソファーに腰こし掛かける。彼は優ゆう雅がに足を組むと、二人の間に広がる空間を顎あごで指した。そこに置かれていたのは木目の美しいラウンドテーブルと、白と黒の二ふた色いろが交差する石の盤ばん。

「昨日の夜会で、おまえはチェスが得意だと言ったよな？」

「……はい」

「なら、今夜は俺の前でその腕うでを披ひ露ろうしてみせろ」

　ここまで来て、ルティアはようやく理解した。

（陛下は探さぐろうとしてるんだ。昨日、私が告げた言葉のどこまでが真実で、どこからが噓うそなのかを）

　もし、すべて偽いつわりだと判断されたら──あとはない。

　ヴァイスには二度と近づけなくなるだろう。ルティアとしてはもちろんのこと、その従兄いとこであるルティウスとしてさえも。不ふ審しんな者たちをそばにおいておくほど彼は甘くない。

「どうした？　花の名前を言えなかったのと同じで、やはりチェスなどできないのか？」

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが自分を挑ちよう発はつして光る。その眼まな差ざしを正面から受け止めて、ルティアは膝ひざの上でギュッとスカートを握りしめた。

「わかりました。僭せん越えつながら、今こ宵よいは陛下のお相手をさせていただきます」

　ヴァイスの口元に刻まれた笑えみが深くなる。彼の瞳ひとみと同じくらい黒く磨みがき上げられた盤ばん上じように並んでいる駒を、ルティアは一つ手に取った。

　駒を進めるたびにコトッと響く音が、二人だけの空間にやけに大きく聞こえた。




　そして、二時間後。事態は思わぬ方向に転がっていた。

　ヴァイスが冷静に自分の顔を観察しているのがわかる。その視線に耐たえながら、持っていたチェスの駒を固く握りしめて、ルティアは最後にとうとう口を開いた。

「陛下」

「なんだ？」

「もう一勝負！　あと一回だけ、お相手を願います！」

「……まだやるつもりか？　次で四ゲーム目だぞ？」

「これで最後にしますから、お願いです！」

　ヴァイスがあきれたように肩かたをすくめる。

　これじゃあ、剣けんの勝負にこだわるラッツのことだってあれこれ言えない。子どもじみているとわかっていても、ルティアはやっぱりこのままでは終われなかった。

（今までシリル以外の相手にチェスで負けたことなんてなかったのに！）

　それがこうもあっさりやられてしまうなんて。しかも、繰くり返し三回も！

「陛下、いかがでしょうか？」

　ソファーからグッと身を乗り出す。真しん剣けんそのものといったルティアの顔を眺ながめて、ヴァイスがクックッと愉ゆ快かいそうに喉を鳴らした。

「おまえは本当におもしろいな。普ふ通つうの女であれば、負けたのをこれ幸いとばかりに、相手の男を持ち上げるもんなのに」

「へ？　そうなんですか？」

　想像もしていなかった返しに、ルティアの手から駒が落ちかけた。

（たしかに、そういえば……）

　ラッツと剣の手合わせをしている間、演習場に集まった貴婦人たちはいつも自分たちに熱い声せい援えんを送ってくれていた。

（今まで私が気づかなかっただけで、実はあれがそうだったのか!?）

　貴婦人の世界は奥が深い。

　それなら、ヴァイスの婚約者候補として自分も実じつ践せんあるのみだ。

　ソファーの上で居住まいを正す。ルティアは胸の前で手を合わせて、姉のように優雅に微笑ほほえんでみせた。

「素す晴ばらしいです……わ、陛下。チェスの駒を運ぶあなたの手つきは清流のように淀よどみなく、戦の神と崇あがめられている覇ルテ王イ神ウスですら、その才能に嫉しつ妬とするでしょう」

　ルティアは念押しのようにもう一度にっこり笑ってみせたが、ヴァイスはなぜか額を押さえてうつむいてしまった。

（なぜだ!?　やっぱり私に貴婦人の真似まねは無む謀ぼうだったのか!?）

　焦あせるルティアの前で、ヴァイスの肩が大きく震ふるえだす。長い指の隙すき間まから、こらえきれなかった笑しよう声せいがこぼれ落ちた。

「陛下？」

「やめろ。おまえの賛辞は装そう飾しよく過か剰じようで気持ち悪い。今時、吟ぎん遊ゆう詩人だってそこまでベタベタの褒ほめ言葉は使わないぞ」

「なっ……！」

　ムッと口をとがらせたルティアの目の前に、ヴァイスが先ほどのゲームで奪うばった駒を差し出してくる。

「仕方ない。今の賛辞に乗せられて、もう一勝負してやるか。ただし──」

　手を伸のばしたルティアの前から駒を遠ざけて、ヴァイスが唇くちびるの端はしを不敵につり上げる。

「四ゲーム目となると、なにも賭かけないでいるのもつまらない。俺が勝ったら、おまえが何者で、今までどんな生き方をしてきたか教えろ」

「……………………」

　部屋に重苦しいほどの沈ちん黙もくが落ちた。

（陛下は本気だ）

　どこか気を許した仕草のせいで忘れかけていたが、彼はまだ完全に自分を信用したわけじゃない。

　黒い瞳でじっと見つめられて、ルティアは気持ちを整理するように一度目を閉じた。

　大きく息を吸って、目を開ける。

　迷いはもう消えていた。

「陛下に改めてお話しできるようなことはありません。私はルティア・フォン・リリエンタール。リリフォーレ伯はく爵しやく家の分家にして、この国の辺境を統すべる伯爵家の娘むすめに過ぎません」

「そしてあの社交界の花であるヴァルナーレ公こう爵しやく夫人と、近衛の双そう華かと名高いルティウス・フォン・リリフォーレを従兄姉いとこに持つ」

「……はい」

　たとえ何百回訊きかれても、真実を明かすことはできない。今の自分は本来この世に存在してはならない「ルティア姫ひめ」なのだから。

（そう、私の正体は絶対秘密にしなければならない。けど……）

　ヴァイスを見ていると、言いようのないもどかしさが胸の奥底からこみ上がってくるのを感じる。親友のラッツにだってこんな想おもいを抱いだいたことはないのに、どうしてだろう？

　わからない。ただ、ヴァイスに偽りの自分しか見せられないことが苦しくて、レースで縁ふち取どられた胸むな元もとをそっと手で押さえる。

　ヴァイスはなにも言ってこなかった。自分の心が読めるはずなんてないのに、黒い瞳はその深層を覗のぞきこむように、じっとこちらを見つめている。

　やがて、ヴァイスが持ったままでいたチェスの駒を盤上に置いた。

「陛下？」

「早くしろ。もう一勝負するんだろう？」

「あの、私のことは……」

「同じ答えしか返ってこないのなら、賭けをしたって無む駄だだからな。今日はもういい。次はおまえの方から始めろ」

　不ふ機き嫌げん極きわまりないヴァイスの言葉にそれでも安あん堵どして、ルティアは大きくうなずいた。

「今度こそ本気を出させていただきますから、覚かく悟ごなさってください」

「ああ、やってみろ」

　盤上にチェスの駒を進める音だけが響ひびく。

　互たがいの想いも秘密もすべて吞のみこんだまま、夜は刻々と更ふけていった。
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　初夏の爽さわやかな風が薔薇ばらのレリーフで彩いろどられたバルコニーを吹ふき抜ぬける。

「ルティウス様、最近お元気がありませんわね。いかがなさいましたの？」

　瑞みず々みずしい新緑を思わせる瞳に顔を覗きこまれて、ルティアはハッと我に返った。

　いつもの昼下がり。近衛隊の仕事が空いたルティアは、王宮の一角で開かれたノール子し爵しやく夫人のお茶会に招かれていた。

　今年の流りゆう行こうを取り入れた結果か、貴婦人たちはみんな胸元や袖そで口ぐちをたっぷりとしたアランス王国製のレースで飾かざっている。一方のルティアも貴婦人たちの前に出て失礼のないように、今日は百合ゆりの家か紋もんが彫ほられたカフスボタンで制服の袖口を留めて、白い羽は根ね飾かざりのついた濃のう紺こんの帽ぼう子しをかぶっていた。

「失礼いたしました、ノール子爵夫人。あなたの開かれるお茶会はいつも洗練されていて美しく、春の息い吹ぶきを思わせる心地ここちよい雰ふん囲い気きについ心を奪われておりました」

「まぁ！　そんなことをおっしゃって、本当はここにはいない誰だれかのことを考えていらしたのではなくて？」

「……いいえ。美しい姫君たちを前にして、私の心にそのような余よ裕ゆうはありません」

　そう言って爽やかに微笑むものの、ルティアは内心で冷や汗あせをかいていた。子爵夫人の発言は当たりではなかったが、完全なはずれでもなかった。

　デビュタントを終えた次の日から一週間、ルティアは晩ばん餐さんのあとに毎日ヴァイスとチェスをたしなむようになっていた。なかなか勝つことはできなかったけれど、「今日こそ必ず勝ってやる！」と思いながら挑いどむゲームは純じゆん粋すいに楽しかったし、自分と二人だけの時に見せる彼の表情かおも嫌きらいではなかった。だけど──。

（毎晩、同じ質問を繰くり返さなくたっていいのに！）

　あの国王はどこまであきらめが悪いのだろう。挨あい拶さつのように毎日、あの手この手で自分の素す性じように探さぐりを入れてくる。たとえどんな形で何回訊かれたって、自分には同じ答えしか返すことができないのに！

「あの、ルティウス様？　今の話題を不快に思われたのでしたら、申し訳ございません」

　ルティアの焦しよう燥そうは顔に出てしまったのか、子爵夫人がおずおずと話しかけてくる。テーブルを囲む貴婦人たちもみんな不安そうに顔を曇くもらせているのに気づいて、ルティアは自分の未熟さを恥はじた。

　いくら気にかかっていることがあったとしても、女性にこんな顔をさせてしまうなんて！

「失礼しました。せっかく姫君たちが心をこめて開いてくださった会ですのに。最近疲つかれが溜たまっていたせいで、少しボーッとしていました」

「そうですわよね。シュヴァリエ隊長がお戻もどりになってからも、近衛隊はなにかと大変でいらっしゃるようですもの」

「ええ、まぁ……」

　ルティアの顔に曖あい昧まいな笑えみが浮うかぶ。近衛隊の解散にまつわる話は気がかりだったけれど、心労の直接の原因は、国王の前で婚こん約やく者候補を演じていることだなんて絶対に言えない。

「ルティウス様は甘いものが苦手でしたわよね。ですが、こちらならいかがでしょう？」

　場の空気を取りなすように、子爵夫人が野薔薇の描えがかれたカップに紅茶を注いでくれる。

「ありがとうございます」

　これ以上余計なことを言わないうちに、ルティアはカップに口をつけた。今年摘つみ立ての茶葉に薔薇の花びらを加えているのか、口に含ふくんだ琥こ珀はく色いろの液体は華やかな空気で自分を包んでくれる。

　ようやく落ち着きを取り戻したルティアは、テーブルを囲む貴婦人たちににっこり笑いかけた。だが、どうも様子がおかしい。彼女たちはみんなこちらを見たまま、目を丸くしている。

「ルティウス様、お手が……」

「はい？　私の手がなにか？」

　気になって手元に視線を向けた瞬しゆん間かん、ルティアはカップを落としそうになった。なんと自分は小指をピンと立てたまま紅茶を飲んでいたのだ！

「先日の夜会でお疲れになった時も内うち股またになっていらっしゃいましたが、ルティウス様って、もしかして……」

（女だとばれたか!?）

　反射的に立ち上がりかけた自分を慌あわてて抑おさえる。今ここで逃にげたら、自分から女だと認めたも同然だ。

　顔をこわばらせたルティアを見て、貴婦人の一人がためらいがちに尋たずねてきた。

「ルティウス様は立派な騎き士しでいらっしゃいますが、本当はその……女性より殿との方がたの方がお好きでいらっしゃるのですか？」

「…………？」

　眉まゆをひそめたルティアの隣となりで、紅茶を飲んでいた子爵夫人がゴホゴホと盛大にむせた。

「ちょっと、あなた！　そういうことをお訊ききするのはおよしなさい！」

「ですが、ノール子爵夫人だって本当は気になってらっしゃるのでしょう？」

「いえ、それは……まぁ、気にならないと言ったら噓うそになりますけど」

「ほら！」

　たしなめる子爵夫人も他ほかの貴婦人たちも、キャッキャッと楽しそうに盛り上がっている。

（女だとばれたわけじゃないなら、別にいいんだけど……）

　この複雑な気持ちはなんだろう？

「姫君たち、ご冗じよう談だんが過ぎますよ。私がいつも大切に想っているのは、あなた方なのに。春の精のように麗うるわしい方々の前で、どうして男のことなんて考えられましょう？」

「まぁ、そんなことをおっしゃって！　それでしたら、ラッツ様のことはどう想ってらっしゃいますの？」

「あいつは私の親友です」

　ルティアがさらりと告げた答えに、貴婦人たちが「キャーッ！」と叫さけんで顔を扇おうぎで隠かくす。

（……だから、なんでそうなる？）

　ルティウスに男の親友がいたって、なにもおかしくない。なのに、彼女たちときたら「唯ゆい一いつ無二の存在とは、またおいしいですわね！」などとささやき合いながら、戸と惑まどうルティアの顔をちらちらと見ては嬉うれしそうに笑っている。

（ここは意味を問い質ただした方がいいのか？）

　ルティアが口を開きかけた、その時、

「水を差すようで悪いが、俺はこいつのことを親友だなんて思ってないからな！」

　みんなが一いつ斉せいに振ふり返る。

　ルティアたちの視界に映ったのは行ぎよう儀ぎ悪く撥はねた朱しゆ色いろの猫ねこっ毛と、むっつりとしたふくれ面つらだった。いつの間に来たのか、バルコニーの入口にラッツが立っていた。

「ラッツ様、いいところにいらっしゃいましたわ！　ぜひお茶をご一いつ緒しよに！」

　ノール子爵夫人が立ち上がって席を用意する。その前をラッツは無言で通り過ぎた。まっすぐルティアの方に歩いてきて、制服の首根っこを後ろからつかむ。

「ラッツ？」

「悪いが、急用ができたんでな。こいつは借りていく」

　そう言うなり、ラッツはルティアを強ごう引いんに立ち上がらせて、バルコニーの出口まで引きずっていった。後ろで貴婦人たちが特大級の黄色い悲鳴を上げるのが聞こえても、まったく取り合わない。

「どうしたんだ、ラッツ？　おまえが女性を苦手としていることは知っているけど、さすがに今の態度は失礼だぞ」

「別に俺は女を避さけてるわけじゃない！　俺は──」

　勢いよく反論しかけて、ラッツは途と中ちゆうで口をつぐんだ。力なく首を横に振って、小さなため息をこぼす。

「今はこんな馬ば鹿かげたことを話してる場合じゃない。急いで近衛隊の官舎に戻るんだ」

「なぜだ？」

　訝いぶかるルティアの顔をラッツが苛いら立だたしげに見返す。澄すんだ蒼あおい双そう眸ぼうに、いつになく真しん剣けんな光が宿った。

「いいか、ルティウス。落ち着いてよく聞け。陛下がこれからお越こしになるんだ。俺たち近衛隊のもとに」




　　　　[image: ]




　ルティアとラッツの二人が戻った時、近衛隊の官舎は騒そう然ぜんとしていた。

（無理もない。今まで近衛隊に全然興味を示さなかった陛下が、突とつ然ぜん閲えつ兵ぺいにいらっしゃるというんだからな。よりにもよって、このタイミングで）

　先日の夜会で投石があったことを叱しつ責せきされるのか、それともなにかもっと重大な発表があるのか。ヴァイスの真意が読めずに、皆みなが浮うき足立っているのを感じる。

「あの、今から外へ──」

　副隊長のフランツによる呼びかけは、官舎を包む喧けん噪そうに吞のみこまれてしまった。無視されたことに困こん惑わくしてか、彼自身もそわそわと落ち着きなく辺りを見回す。大きく落としたその肩かたに、執しつ務む室から出てきたシュヴァリエが後ろから手を置いた。

「隊長……」

「しっかりしろ。上の者の緊きん張ちようは下に伝でん染せんする。いいか？　こういう時はこうするんだ」

　シュヴァリエはそう言うなり、腰こしに手を当ててすーっと息を吸った。

「おまえたち！　よく聞け！」

　雷かみなりのような一いつ喝かつが廊ろう下かを貫つらぬく。一斉に自分の方を向いた部下たちを見み渡わたして、シュヴァリエはゆっくりと口を開いた。

「みんな、なにをそんなに怯おびえている？　たしかにこれから一人の男が近衛隊の様子を見に来る。だが、彼が俺たちと違ちがう点は一つしかない」

　興味をそそられた隊員たちが身を乗り出す。その前で、シュヴァリエは銀色に輝かがやく自分の頭をポンッと軽くたたいてみせた。

「その男は頭に王おう冠かんを戴のせている。俺たちとの違いはそれだけだ」

　──そりゃあ、国王だから当然だ。

　隊員たちは一斉に力が抜ぬけたのか、疲つかれたように頭を振ったり、近くの同どう僚りようと顔を見合わせたりしている。

「ほら、だらしない顔をするな。さっさと演習場に行くぞ」

　シュヴァリエの言葉に従って、皆が動きだす。その様子を官舎の端はしから眺ながめていたルティアは内心で舌を巻いた。

（隊長はさすがだな。今の一いつ瞬しゆんで、みんなの不安を取り除いてしまった）

　同い年でも隣でおどおどしていただけのフランツと違って、二十代で将軍の位にまで上り詰つめただけのことはある。

「ルティウス、俺たちも連隊の点呼に行くぞ！」

　ラッツがルティアの肩をたたいて急せかす。

「ああ、私も一緒に行く」

　きびすを返したルティアの足は、しかし廊下の途中で止まった。近づいてきたシュヴァリエが、ルティアの帽ぼう子しに向かって急に手を伸のばしてきたのだ。

「悪い。糸くずがついてたんだ」

「すみません！　陛下がこれからお越しになるのに」

　近衛隊の一員として身だしなみには人一倍気を遣つかってきたつもりなのに、最近は貴婦人の格好をすることが多かったせいで、たるんでいたのかもしれない。

　帽子を脱ぬいで確かく認にんしようとする。頭に向かって伸ばしたルティアの手を、シュヴァリエが帽子ごと上から押さえた。

「隊長？」

「おまえはしっかり顔を隠しておけ。ただでさえ目立つ容よう貌ぼうをしてるんだからな」

「…………あっ！」

　ルティアがシュヴァリエの意図に気づいた、その時にはもう彼は他の隊員たちと一緒に官舎の出口に向かっていた。

（そうだ、今の私は陛下の婚こん約やく者候補でもあるんだった）

　昼と夜で性別を変えていたとしても、ルティウスでいる時の姿を見られてはまずい。自分がルティア姫ひめと同じ人間だと勘かんづかれる危険性はできる限り排はい除じよしておきたかった。

「ルティウス連隊長、いかがなさったのですか？」

　廊下の真ん中で立ち止まったルティアを心配して、第四連隊長のオスカーが声をかけてくる。ルティアは取り繕つくろった笑えみを浮うかべると、「なんでもない」と答えて官舎をあとにした。




　濃のう紺こんの制服に施ほどこされた銀の刺し繡しゆうが陽ひの下で煌きらびやかな輝かがやきを放つ。

　五つの連隊から成る近衛隊は、普ふ段だんは連隊ごとに分かれて行動しているため、百名あまりの隊員が一堂に会することはあまりない。こんなに大規模な閲えつ兵ぺいを目にするのは、ルティアにとってもまだ数回目のことだった。

「第二連隊、整列が終わりました」

「第一連隊も全員の出席を確認できました」

　ラッツに続いて、ルティアもシュヴァリエに報告する。彼はうなずくと、片手を上げただけでルティアたちを退さがらせた。演習場の入口近くに立って、居並ぶ部下たちを背に立つ。

　やがて光こう沢たくのある黒くろ髪かみを風になびかせながら、全身を黒で固めたヴァイスが演習場に入ってくるのが見えた。

「陛下、ようこそお越しくださいました」

　皆を代表して、シュヴァリエが軽かろやかにひざまずく。彼のどこか人を食ったような笑みを見下ろして、ヴァイスは不ふ機き嫌げんそうに口くちの端はしを歪ゆがめた。

「形式張った礼など必要ない。俺は今日、皆に感謝を伝えに来ただけだ」

（え……？）

　第一連隊の先頭に立っていたルティアは、部下たちの緊張が一気にゆるむのを背中で感じた。みんな夜会での失態について叱責されるとばかり思っていたのに、違うとわかってフランツやオスカーのような高位の隊員たちまでもがあからさまにホッとした顔つきになる。だが──。

「今までご苦労だった。明日付で近衛隊は解散とする」

「陛下!?」

「本気ですか!?」

　普段は私語を固く禁じられている近衛このえ兵へいたちの間から、悲鳴に近い叫さけびが上がった。

「みんな落ち着け！」

　後ろを向いたオスカーが部下たちを叱責するが、効果はない。中の一人が顔を怒いかりに赤く染めて列を離はなれかけた──その前に、背の高いがっしりとした体たい軀くが立ちふさがった。

「た、隊長……！」

　深みを増した青い眼めが部下を睨ねめつける。それだけで十分だった。

　ルティアたち連隊長が命じるまでもなく、近衛兵たちが自主的に列を整える。その様子を確認するなり、シュヴァリエは彼らを背中に庇かばうようにしてヴァイスに向き合った。

「陛下、恐おそれ入りますが、今のようにただ解散と言われただけでは、私も部下たちも納なつ得とくできません。差し支つかえなければ、理由を教えていただけませんか？」

「おまえがそれを言うか？」

　ヴァイスは不快そうに顔をしかめたが、臣下からの問いかけを無視することはなかった。

「俺が近衛隊の解散を決意した理由は二つある。まず一つ目。前々から言っているように、俺は自分の身くらい自分で守れる。そして、二つ目。おまえたちは先日の夜会で、広間に石が投げこまれるのを事前に防げなかった」

「陛下！　お言葉ですが、あれは私の過失で……」

（フランツ様!?）

　足をガクガク震ふるわせたフランツがヴァイスの前に進み出たのを見て、ルティアは少なからぬ衝撃を受けた。常々「幽ゆう霊れいのようだ」と言われ、隊長のシュヴァリエに対してすら満足に意見を述べられなかった彼が、よりにもよってあの国王相手に進言をするなんて！

「この間の夜会は私の采さい配はいが悪かっただけで……その、近衛隊にはなんの非もありません！」

「ほぅ……」

　フランツを見下ろすヴァイスの目に、冷ややかな光がよぎった。

「近衛隊の者は皆、美しい友情で結ばれているようだな。それは構わないが、俺の目からすると、おまえのように無能な男が副隊長を務めているという一点においてさえ、隊の在り方に疑問を覚える。実力ではなく身分と世辞で地位を買った護衛集団など、俺には必要ない」

「………………！」

　フランツの顔から怒りを越こして色が抜け落ちていく。屈くつ辱じよくに全身を震わせる姿を目まの当たりにしても、ヴァイスは険しい表情を崩くずさなかった。

「今日の決定は絶対だ。今後の身の振ふり方は各自で考えておけ」

　一方的に言い捨てて、演習場に背を向ける。目ま深ぶかにかぶった帽子の隙すき間まからヴァイスの顔が垣かい間ま見みえた一瞬、ルティアは息が止まりそうになった。

　こんな表情かお、自分は知らない。

　初めて会った時よりも、夜会で向かい合った時よりもはるかに厳しい。ルティアの知らない男の顔がそこにはあった。
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　閲兵のあったその夜、ルティアはどうしてもいつもの自分に戻もどることができなかった。

　ヴァイスと共にした晩ばん餐さんは相変わらず豪ごう勢せいで、最後には中からチョコレートがとろりとこぼれてくるケーキまで出してもらえた。なのに、口にしたものはすべて砂を嚙かんでいるように味がしなかった。

　そして、食後の習慣となったチェスのゲームでも……。

「どうした？　攻せめ方にいつもの勢いがないぞ。おまえの騎士ナイトは王キングを守る気がないのか？」

「いえ、その……申し訳ございません」

　ルティアは騎士ナイトの駒こまを動かそうとして、伸ばした手を途と中ちゆうで止めた。

　歴代の国王が余よ暇かを楽しむために使われてきたのだろう。白い象ぞう牙げで作られた騎士ナイトの駒は王家の紋もん章しようが描えがかれた盾たてを持ち、馬に乗って今にも飛び出していきそうな格好をしている。

　ルティアにとっては見慣れた騎士ナイトの姿だ。彼らは皆みな、王キングを守るために存在している。しかしこの国で今、彼らが守るべき王キングは──ヴァイスは彼らのことをどう思っているのだろう？

「なにをぐずぐずしてる？　やる気がないのか？」

「いえ、その……ちょっと気になることがありまして」

「なんだ？　言ってみろ」

「陛下にとって、騎士ナイトとはどんな存在でしょうか？」

　ルティアがぽつりとこぼした問いに、漆しつ黒こくの双そう眸ぼうが意外そうに見開かれる。

「あ、すみません！　今のはなしです！　どうかお気になさらないでください！」

　近衛隊を守るべき立場の自分が、こんな微び妙みような時期にヴァイスをさらに刺し激げきしてどうする!?

　ルティアは慌あわてて話題を変えようとしたが、一度口をついて出た言葉をなかったことにはできなかった。

「騎士ナイトか……そうだな……」

　盤ばん上じように並ぶ駒たちを見下ろして、ヴァイスが考えこむように腕うでを組む。

「俺にとっての騎士ナイトとは、戦時になくてはならない存在だ。世の中には『なんでも話せばわかる』と本気で信じている輩やからもいるようだが、俺の生きてきた世界はそれほど甘くなかった。こちらが隙すきを見せた途と端たんにすべてを持っていかれる」

「でしたら……」

　騎士ナイトの──近衛隊の存在は不可欠に違ちがいない。

　ルティアがソファーから身を乗り出して訴うつたえようとした、その想おもいはしかし、ヴァイスが盤上に向かって伸のばした手に遮さえぎられた。

「戦時の駒は必要だ。だが、平時には騎士ナイトなどいらない。誰だれかに守ってもらわなければ生きていけぬ王キングなど滅ほろびて当然だ」

　コツ、と無機質な音を立てて、ヴァイスの動かした駒が前に進む。

「チェックメイトだ」

　白い王キングの前に黒い騎士ナイトが立ちふさがる。

　逃にげ場はない。

　盤上に無言で視線を落とすルティアを眺ながめて、ヴァイスが深いため息をついた。

「今日はもうやめるか？　お互たがい気の乗らないまま続けていたって、単なる時間の浪ろう費ひだ」

　ヴァイスが盤上に並んでいた駒を箱の中に片づけ始める。

　骨張った大きな手が最後に白い騎士ナイトをつかんだ。瞬しゆん間かん、ルティアはヴァイスの手を騎士ナイトの駒ごと握にぎりしめていた。

　ピクリと不可解そうに撥はね上がった眉まゆが「なんだ？」と問いかけてくる。

　ここでやめればいい。なんでもないと笑って誤ご魔ま化かせばいいと頭ではわかっているのに、ルティアにはこれ以上黙だまっていることができなかった。

「お願いです、陛下。どうか騎士ナイトの……近衛隊の存在を無む駄だだと決めつけないでください」

　黒く底光りのする瞳ひとみがじろりと自分を睨む。ルティアは奪うばわれそうになった騎士ナイトを守るように、重ねた手に力をこめて続けた。

「たしかに先日の夜会で投石を防げなかったのは近衛隊の落ち度です。けれど、たった一回のミスですべてを見限らないでください！　次こそは必ず陛下のお役に立ってみせますから！」

「くだらんな。近衛兵など、所しよ詮せん身分の高さによって選ばれただけの連中だろう？」

「違います！　そんなことは絶対にありません！」

　ルティアの片手がバンッと勢いよくテーブルをたたく。箱の中に収められていた駒が跳ね上がって絨じゆう毯たんの上に散らばるのが見えたが、気にかけている余よ裕ゆうはなかった。それほどに、ルティアの心は表現しようのない苛いら立だちと焦しよう燥そうであふれかえっていた。

「陛下のおっしゃった通り、近衛このえ兵へいの身分が他ほかの隊より高いのは事実です。だけど、それだけではありません。彼らは自分たちの使命を果たすために、日々研けん鑽さんを積んでいるのです。すべては独りしかいないこの国の王を──あなたをお守りするために！」

　レースの手て袋ぶくろで剣けんだこが隠かくされた自分の手を、ルティアはギュッと握りしめた。

　今にして思えば、女である自分が騎士になったのは、いくつもの偶ぐう然ぜんが重なった結果だった。

　ルティアたちの母は身体からだの弱い人で、ルティアを生んだあと、子どもはもう望めないと医師に宣告された。

　女に家か督とくを継つぐ権利はない。養子か、将来的に姉のファビエンヌが婿むこを取れば伯はく爵しやく家の断絶は防げたが、自身が入り婿であった父はそのどちらにも激しく反対した。

　なにがなんでも血のつながった自分の子どもに爵しやく位いを継がせる──妄もう執しゆうにも近い思いから、父はルティアを男として育てる決意をした。

　だが、その二年後に母は奇き跡せき的に孕はらみ、弟のシリルを産んでこの世を去った。父はルティアを屋や敷しきの中に閉じこめ、万が一の場合に備えて男として育てる一方で、シリルに家督を譲ゆずる判断をした。しかし、そこには避さけることのできない問題が存在した。

　シリルは母に似て、生まれつき身体が弱かったのだ。

　あれはルティアが七歳になった時のこと。その日は朝から強風が吹ふきすさび、午後になってから雷らい鳴めいも轟とどろいていた。絶対の権力者である父から空気のように扱あつかわれ、ぼんやりと毎日を過ごしていたルティアは窓の外を見て愕がく然ぜんとした。

　まだ四歳でしかない弟のシリルが、真しん剣けんを持たされて父と向かい合っていた。天使のように愛らしい顔は、雨に打たれて熱でまっ赤に染まっている。父が容よう赦しやなく剣を振り下ろした。瞬間、屋敷を飛び出したルティアは弟の剣を奪って父の刃やいばを受け止めていた。

「邪じや魔まするな。私はシリルが一人前の騎士になるように訓練をしているだけだ」

　無む慈じ悲ひな声が雨と一いつ緒しよに降ってくる。今まで絶対服従を強しいられてきたルティアは反射的に謝りそうになった。けれど、上着の裾すそを後ろから引っ張る弟の手がそれを留とどめた。

　深しん淵えんのように底知れぬ父の青黒い眼めを睨にらみ返して、ルティアは叫さけんだ。

「この家に騎士が必要なら、私がなります！　私が騎士として伯爵家とこの国を守ります！」

　本当は怖こわかった。剣も弟もすべて捨てて逃げたかった。それでも、自分を頼たよる幼い手を振りほどくことなんてルティアにはできなかった。

　まっすぐに自分を睨む娘むすめを父は無言で見下ろしていたが、シリルの呼吸が荒あらくなってきたのを受けてようやく動いた。「勝手にしろ」と言い捨てて、豪ごう雨うの中を去っていく。

　この日を境に、ルティアの騎士修しゆ業ぎようが始まった。

　最初は剣を持つことすら満足にできなくて、全身を走る筋肉痛に毎晩泣いた。姉のファビエンヌとシリルは「あなたがそこまでする必要はない」と言ってくれたけれど、その気持ちだけで十分だった。今まで存在すら認められなかった自分が家族のために役立っていることが嬉うれしくて、毎日剣の稽けい古こに明け暮れた。

　その後、ラッツのように信しん頼らいできる仲間に巡めぐり合い、尊敬できる上司にも恵めぐまれた。そして今から一年前、民たみのために次々と改革を推おし進めていく国王の話を聞いて、彼を守る近衛隊の騎士になれてよかったと──自分の歩んできた道は間ま違ちがっていなかったと、心から思えるようになった。なのに……。

「近衛兵たちはあなたを守るためにすべてをなげうつ覚かく悟ごでいます。そんな彼らの気持ちまで否定しないでください」

　ルティアは目の前に座るヴァイスの眼を見つめた。

　自分の素すの想いに、彼はなにを返してくるだろう？

　まるでこちらの態度を値ね踏ぶみするように、ヴァイスがしげしげと顔を眺めてくる。緊きん張ちようするルティアを前にして、彼はふと思い出したように口を開いた。

「そういえば、おまえの従兄いとこは近衛隊の第一連隊長を務めるルティウス・フォン・リリフォーレだったな」

「…………はい、そうですが」

「なるほど、そういうわけか……急に見合いをしろと言われておかしいと思ったら、まさかそんなからくりだったとはな」

「陛下？」

　黒い刃のような眼まな差ざしが自分をつき刺さす。鋭するどい殺気にあてられて、ルティアはソファーの縁ふちまであとずさった。

　閲えつ兵ぺいの時と同じだ。自分に向けられたヴァイスの顔は、仇きゆう敵てきを前にしたかのように苦り切っている。

「これでよくわかった。おまえは近衛隊の解散を思いとどまるよう、俺を説得するために送りこまれてきたんだな。差し金は従兄のルティウスか？　それとも隊長のシュヴァリエか？」

（え、それって……）

　ヴァイスの言葉はある意味正しい。自分は彼の護衛として送りこまれた、かりそめの婚こん約やく者候補に過ぎないのだから。けれど──。

「たしかに私は近衛隊の解散に反対ですが、その……ルティウスは関係ありません！　これはあくまで私個人の考えです！」

　ルティアの必死の訴えを、しかしヴァイスは聞いていなかった。

「おまえの目から見て、ルティウスとはどんな男だ？」

「……ルティウス、ですか？」

「ああ」

「彼は、その……騎き士しの中の騎士を目指している人です。少なくとも、あの人があなたを裏切るような真似まねだけは決してしません」

「ずいぶん信頼してるんだな」

「はい！」

　そりゃあ、自分のことだから当然だ。

　自信満々にうなずくルティアを見て、ヴァイスが不快そうに顎あごをなでる。

「おまえの言葉を信じるなら、ルティウスとはたぐいまれなる立派な騎士のようだな」

「いえ、それほどでも……」

　面と向かって褒ほめられると急に恥はずかしくなってしまって、視線を逸そらす。うつむきかけたルティアの腕うでを近づいてきたヴァイスがおもむろにつかんだ。

「陛下？」

「おまえがそこまで言うなら、本人に直接確かめてやろう」

「え……」

「今からルティウスに会って事情を聞く。おまえも一緒に来い！」

「ええっ!?」

　ヴァイスに腕を引っ張られて、強引にソファーから立ち上がらせられる。

　こんな夜中に貴族の館やかたに押しかけるなんて、とんでもない非常識だ。けれど、この国王にはそもそも常識がないのだから関係ない。

「俺の馬を引け！」

　急な呼び出しに目を白黒させている侍じ従じゆうに命じて、王宮の入口まで馬を引いてこさせる。囚しゆう人じんのようにがっしりと腕をつかまれたまま、ルティアは内心でだらだらと冷や汗あせを流していた。

　まずい。

　非常にまずい。

　このまま屋敷に向かったところで、ルティウスに会うことなんて絶対にできないし、ヴァイスがずっと隣となりにいては、この前の夜会でやったような入れ替かわりもできない。まさかいきなりこんな窮きゆう地ちに立たされる日が来るなんて思わなかった。

「行くぞ」

　漆しつ黒こくの馬に跨またがったヴァイスが手を差し出してくる。ルティアは最後の抵てい抗こうとして、首を力なく横に振ふってみせた。

「陛下、申し訳ありせんが、私は馬が苦手でして……」

「ドレスで木登りをするような女が、今さらなにを言う？」

「それとこれとは違ちがいます！　木はその場に立っているだけですが、馬は動きますから！」

「馬の方が乗っている間に移動してくれる分、得だろう？　こんな便利なものを利用しないなんてもったいない。苦手なら、今すぐこの場で克こく服ふくしろ！」

　この人はなんて無む茶ちやを言うんだろう！　ある意味、シュヴァリエよりひどい。

　困り果てて逃にげようとしたルティアの腰こしに、後ろから手が回された。

「陛下!?」

「苦手でも、俺が後ろから支えていてやるなら大だい丈じよう夫ぶだろう？　行くぞ！」

　ヴァイスがルティアの身体を抱き上げて、馬の腹を蹴ける。全身から血の気が引いていくのをルティアは感じた。

　さっきまでは、それでもまだなんとかなると思っていた。だけど、こんなに密着した状態では逃げるどころか、身じろぎ一つ満足にできない。

　背中に自分のものではない、もう一つの体温を感じる。耳じ朶だに触ふれた吐と息いきのくすぐったさに驚おどろいて、思わず目を閉じてしまう。

　緊張しているせいだろう。ドクドクと速まる鼓こ動どうを聞かれたくなくて、ヴァイスの身体からだから少しでも離はなれようとするが、自分を抱きしめる腕に力がこもっただけだった。

　さすがに国王の馬だけあって足が速い。あの投石事件以来、王宮の各所で焚たかれるようになった篝かがり火びの光が次々と視界の後ろに流れていく。本来であれば美しいはずの光景をルティアは絶望的な気持ちで眺ながめていた。

　このままではルティアとルティウスが同一人物だとばれるのも時間の問題だ。今まで必死で騎士としての修しゆ業ぎようを積んできたのに、こんなささいなことですべての未来が闇やみに葬ほうむり去られてしまうかもしれないなんて！　父が亡なくなり、たった二人しかいなくなった自分の家族に、どう申し開きをすればいいだろう？

（シリル！　姉上！）

　ルティアは祈いのる想おもいで天そらを仰あおいだ。インクを溶とかしたような夜空にはまばゆい光を放つ星々が浮うかんでいる。

　ルティアの気も知らずに、馬は王宮の庭を駆かけ抜ぬけ、通用門に迫せまっていた。

　無力な自分を呪のろいながら、門の先に広がる闇を見つめる。その時だった。ルティアは言いようのない違い和わ感かんを覚えて目を眇すがめた。

　なにかがおかしかった。星とは違う。もっと鋭く光るなにかが、空よりもはるかに下の方で瞬またたいて見えたのだ。

（あれはまさか……！）

「陛下！」

　ルティアが叫さけんだ、その時にはもうルティアの身体は宙そらに跳はね上げられていた。ヒヒーンという馬のいななきが闇やみ夜よに響ひびく。

（狙ねらいは馬の方だったのか!?）

　竿さお立だちになった馬のたてがみが手からすり抜ける。ルティアはとっさにヴァイスの身体にしがみつこうとした。落馬を免まぬかれないなら、せめて自分が彼を守らなければならない！

　だが、ルティアの身体は伸のばした手ごと、たくましい腕の中に抱きすくめられてしまった。

　世界がぐらりと揺ゆれて見えた。次の瞬しゆん間かん、背中に感じた衝しよう撃げきの強さに息が止まりかけた。空気を求めてゴホゴホと咳せきを繰くり返す。

（陛下……陛下は無事なのか!?）

　大地に手をついて上半身を起こす。辺りを見回したルティアの全身を冷たい恐きよう怖ふが襲おそった。

　少し離れた場所にヴァイスが倒たおれていた。長い手足は大地に投げ出され、闇の中ですら黒く見える髪かみが扇おうぎ状じように広がっている。

「陛下！　ご無事ですか!?」

　後ろから割りこんできた声が、ルティアの意識を現実に引き戻もどした。はじかれたように振り仰ぐ。そこにいたのは──。

（シュヴァリエ隊長!?）

　今の異変を聞いて駆けつけてきたのだろう。シュヴァリエが葦あし毛げの馬から颯さつ爽そうと飛び降りた。

「おい！　ボーッとしてないで呼吸の確かく認にんをしろ！　まずはそれからだ！」

「は、はい！」

　鋭するどい一いつ喝かつを受けて、凍こおりついていた手足に血が通う。つき動かされるようにしてヴァイスのもとに駆け寄ったルティアは、その口元に手をかざそうとして──大きな掌てのひらに手を包まれた。

「俺は問題ない。これくらいのことでへばるほど、やわな鍛きたえ方はしてないからな。それより横たわっている人間の耳元でわめくな。その方がよっぽど頭に響く」

「さすが陛下。今の落馬で失神なさらないなんて、近衛隊に入っていただきたいほどのたくましさです」

「適当なことを抜かすな」

　シュヴァリエの軽口を流して、ヴァイスが起き上がる。彼は心配するルティアの手を放すと、乱れた髪を後ろにかき上げて深い吐息をついた。

「俺としたことが、乗っていた馬に矢を射かけられたのか？」

「はい、おそらくは興奮剤ざいの塗ぬられたものを。でなければ、戦場にも出られるように訓練されている馬があそこまで暴れる理由がわかりません」

「そうか……」

　シュヴァリエの説明にうなずいて腕を組む。その口元に獰どう猛もうな笑えみが刻まれた。

「改革を推おし進める俺に対する警告というわけか……おもしろい。その挑ちよう戦せん、受けて立とう」

「……陛下、あなたの性格は熟知しているつもりですが、守る側の苦労にもご配はい慮りよください」

「気にするな。このような勝手は二度と許さない」

「ですが、陛下も万ばん能のうではございません。御おん身みに万が一のことが起きたとしても、私がいつも今夜のように素す早ばやく駆けつけられる保証もありません」

「おまえの助けを借りるつもりはないから安心しろ。というより──」

　黒く研とぎ澄すまされた眼まな差ざしがシュヴァリエの顔を射い貫ぬく。

「今夜の場合、おまえは駆けつけるのが早すぎたんじゃないか？　まるで待ち伏ぶせでもしていたかのようなタイミングだったぞ」

（あ、そういえば……）

　ルティアはハッとして自分の上官を仰ぎ見た。同じ王宮内とはいえ、近衛隊の官舎からここまではかなりの距きよ離りがある。それがこうもタイミング良く現れるなんて、さすがにおかしい。

　ヴァイスとルティアの二人から不ふ審しんに満ちた目を向けられても、シュヴァリエは眉まゆ一つ動かさなかった。口の端はしをにっこり笑みの形につり上げて、おどけたように一礼してみせる。

「いくら嫌きらわれようと、陛下をお守りするのが私たち近衛隊の役目ですから。あなたの窮地を見み逃のがすわけにはまいりません。もっとも今日は偶ぐう然ぜんそばを通りかかっていたため、非常に運が良かったと言えますが」

「……………………」

「もしかして私をお疑いですか？　それでしたら、矢を射った犯人を捜さがすよう、私にお命じください。必ずやあなたの役に立ってみせましょう」

「そうだな。では──」

　ヴァイスは指示を出そうとして、途と中ちゆうで首を横に振った。

「やはり今夜はやめておこう。まだ辺りに危険が潜ひそんでいる可能性もあるからな。犯人を捜すのは明日あしたにして、おまえも今日は早く帰れ」

（陛下……？）

　篝火に照らされたヴァイスの横顔をルティアは不思議に感じた。彼の性格なら、どんな夜中でも絶対に犯人捜しを命じると思ったのに。

「陛下、あなたの馬は今、部下が連れ戻しに行っています。王宮にお戻りになるのに、どうか私の馬をお使いください」

「いや、構わない。たいした距離でもないし、俺は歩いて帰る」

　差し出されたシュヴァリエの手を払はらって、ヴァイスが立ち上がる。

（こういう時、私はどっちについていったらいいんだ？）

　ルティアが迷っていると、シュヴァリエが「行け」と言うように大きくうなずいてくれた。つい敬礼しそうになった自分を制して、ヴァイスのあとを追う。

　長身の背中は夜道で転ばないように、いつもよりゆっくりとした足取りで王宮に向かっている。追いついたルティアは隣となりに並ぼうとして、直前で一度振ふり返った。

　シュヴァリエはまだ自分とヴァイスの行く先を見守っていた。それは近衛隊の長として正しい姿だった。けれど、篝火に照らされた顔からはいつもの飄ひよう々ひようとした笑みが消えていた。

　──すべては俺の予想通りに進んでいるというわけか。

　夜会のあった翌日、シュヴァリエの部屋で聞いた言葉が脳のう裏りをよぎる。

（なんで今いま頃ごろになって思い出すんだ？　あれは私の聞き違いだったかもしれないのに……）

　シュヴァリエは信用できる上官だ。なのに、いくら自分に言い聞かせても消えることがない、もどかしさと焦しよう燥そうから生まれた靄もやがルティアの心を幾いく重えにも覆おおっていった。
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　その後、王宮に戻ってからルティアが最初にしたのは、身体からだについていた土をぬぐって服を着き替がえることだった。

　ただ、もうかなり遅おそい時間だとわかっていても寝ねるわけにはいかなかった。もとはといえば近衛このえ兵へいでもない「ルティア姫ひめ」が余計な口出しをしたせいで、ヴァイスを危険に晒さらしてしまったのだ。それどころか、自分が守るべきところを反対に庇かばわれてしまったなんて！

（ううう、情けない……二度とこんなことが起きないように気を引き締しめなければ！　けど、その前にまずは陛下に対するお礼とお詫わびだ！）

　全身にみなぎる気合いに背中を押されて、ルティアは廊ろう下かに飛び出した。

　この日、ヴァイスの私室へ続く扉とびらを守っていたのは近衛隊の第四連隊長を務めるオスカーだった。彼は夜よ更ふけにのこのこ現れたルティアを見て驚おどろいたようだったが、止めはしなかった。ルティウスだと気づかれないように、うつむきがちに会え釈しやくをして前を通り過ぎる。

　ルティアは覇ルテ王イ神ウスと豊穣神ルテイアの意い匠しようが施ほどこされた扉の前で止まった。覚かく悟ごを決めてノックする。

　──返事はなかった。

（もう寝てしまったのかな？　この時間ならまだ起きていると思ったけれど、さすがの陛下もさっきのことがこたえたのかもしれないな……）

　そういえば、今夜のヴァイスは犯人の捜そう査さも後回しにしていたし、少し様子が変だった。

（仕方ない。また明日出直すか）

　ルティアが自分の部屋に戻ろうとした、まさにその時、目の前で扉が開いた。

「ごきげんよう、陛下。夜分遅くに申し訳ありません」

　ルティアは淑しゆく女じよらしく優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをしようとして──中ちゆう腰ごしの姿勢で凍りついた。

　扉の先に見えたのは、いつも二人でチェスをしている次の間だ。中から顔を出したのもヴァイスに違ちがいない。ただ、野生の獣けものを思わせるいつもの姿と打って変わって、艶つやのある黒くろ髪かみはうなじに張りつき、まっ白なシャツが胸むな元もとまではだけていた。

「し、失礼いたしました！」

　全力で回れ右をして駆かけ出そうとしたルティアの足に、スカートの裾すそが絡からみつく。ぐらりと傾かたむいた身体をヴァイスが後ろから支えた。

「なんなんだ、おまえは？　急に人の部屋を訪ねてきたと思ったら、わけのわからない喜劇を繰り広げて」

「あ、あの、実は……」

　ルティアはヴァイスの手から身体を離はなそうとして、ふと気づいた。

　間近で自分を見下ろす精せい悍かんな顔には、いつものような鋭さがない。腕うでの中で自分が暴れたせいで、顔が引きつったようにすら見える。

（これって、もしや……）

「どうした？」

　いつもより不ふ機き嫌げんな色を濃こくした声が耳元で上がった。瞬しゆん間かん、

「陛下、失礼いたします！」

　ルティアは廊下へ続く扉を内側から勢いよく閉めて、ヴァイスのシャツを剝はぎ取った。

「…………!?」

（やっぱり……）

　あまりの事態に愕がく然ぜんとしているヴァイスの胸元に顔を近づけてみて、ルティアは確信した。落馬した時に自分を庇って怪け我がをしたのだろう。ヴァイスの鍛え抜ぬかれた身体には、右みぎ肩かたから脇わき腹ばらにかけてくっきりとした青あお痣あざが浮うかんでいた。

（さっき犯人捜しもせずに途中で帰ったのは、このせいだったのか）

「おい、服を返せ」

　ヴァイスが不ふ愉ゆ快かいそうに手を伸のばしてくる。その手の甲こうをルティアはピシャッとはたいた。

「なにをする？　婚こん約やく者候補から外されることを危き惧ぐするあまり、実力行使に出ることにしたのか？　なら、相手をしてやってもいいぞ」

　軽口をたたくヴァイスをルティアはキッと睨にらみつけた。だてに近衛隊の連隊長を務めてはいない。あまりの鋭するどさに、あのヴァイスが一いつ瞬しゆん怯ひるんだのがわかる。

「今度はなんだ？　いったいなにを考えて──」

「そのまま待ってろ！」

「………………？」

「いいか？　すぐ戻もどってくるから、そのままでいるんだ！」

　ルティアは叫さけぶなり、自分の部屋に戻ってカバンの中から小さな絹の袋ふくろを取り出した。紐ひもの部分を引っつかんで、再び廊下に飛び出す。

「ル、ルティア姫？」

　部屋の前で呆ぼう然ぜんと立ちつくしているオスカーに、ルティアはきっぱりと命じた。

「しばらくの間、この廊下の一角に近づくな。決して中を覗のぞくんじゃないぞ！」

「……え？　あ、はい！」

　ルティアはヴァイスの部屋に入ると、後ろ手に勢いよく扉を閉めた。

　部屋の主あるじは次の間のソファーに腰こし掛かけていた。軽くシャツを羽織っただけの姿で、不満そうに足を組んでいる。彼はルティアが手にしている袋を見て、露ろ骨こつに眉をひそめた。

「それはなんだ？　今度はなにをし──っ!?」

　ヴァイスの言葉をぶった切って、ルティアは半はん裸らの身体をソファーの上に押し倒たおした。

「……ずいぶん積極的だな」

「ち、違います！　これは別にそういうわけじゃなくて！」

「なら、どういうつもりだ？」

　自分を見上げる漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに、挑ちよう発はつめいた光がひらめく。

　ヴァイスの顔を正面から見返すのは妙みように気き恥はずかしくて、ルティアはふいっと目を逸そらすと、持ってきた袋の内から陶とう器きのケースを取り出した。中に詰つまっていた緑色のクリームをすくい取って、ヴァイスの上半身に思い切り塗ぬりつける。

「…………おい、なにをしている？」

「傷の治ち療りようです。これはリリフォーレ伯はく爵しやく家に代々伝わる打ち身の薬で、なにかあった時のために……そう！　ファビエンヌ様が持たせてくれたんです！」

「あの公こう爵しやく夫人は、あんなたおやかな外見でなにを考えてるんだ？　それとも、おまえが途と方ほうもないじゃじゃ馬だということか？」

「これは淑女のたしなみの一つです！　他ほかのご婦人方だって、公言なさらないだけで似たようなものを持ち歩いてらっしゃるはずです！」

「……………………」

　ヴァイスが限りなく疑わしげな眼まな差ざしを向けてくる。

（だめだ。これ以上話していたら、絶対に余計なことを言う）

　ルティアは口をつぐむと、ヴァイスの身体に薬を塗って包帯を巻く作業に専念した。

　最近ではだいぶましになってきたけれど、打ち身、切り傷、擦すり傷は騎き士しになってからずっと縁えんを切ることのできない友達だ。扱あつかいにも当然慣れている。

　素す早ばやく包帯を巻き終えたルティアを見て、ヴァイスが「ほぅ」と感かん嘆たんの吐と息いきを漏もらす。

「どこで習得した技術か知らないが、これなら花の名前と違って、特技に数えてもいいな」

「……ありがとうございます」

　夜会での失態なんて早く忘れてもらいたいのに！

　褒ほめられたことに対する嬉うれしさとほろ苦い思い出が入り混じって、つい渋しぶい顔つきになる。ヴァイスはこちらの表情の変化を興味深そうに眺ながめていたが、ルティアは相手にしなかった。

「とりあえず応急処置はしましたが、明日あしたもう一度、侍じ医いの方に看みていただいてください。万が一、痕あとが残ったりしたら大変ですから」

　ソファーの横に落ちていたシャツをヴァイスに渡わたして、自分は余った薬と包帯をてきぱきと袋の中に戻していく。視界の隅すみで、白いシャツの裾がふわっと舞まうのが見えた。

（よし。陛下も服をお召めしになったようだし、私の役目はこれで終わりだな）

　あとは落馬で庇ってもらったお礼を言って帰ればいい。

　ルティアが袋を脇わきに抱かかえて軽く膝ひざを折った、その時、突とつ如じよとして横から伸びてきた手に腕を強く引っ張られた。

（えっ!?）

　なかば放ほうり出されるようにして、背中をソファーに押しつけられる。驚きよう愕がくに見開いた視線の先で、艶のある黒髪が風もないのに揺ゆれた。

「なぜだ？　なぜここまで俺のためにする？　おまえの目的は、近衛隊の解散を思いとどまるように俺を説得することだったはずだ。傷の手当てをしたことで、恩を売ったつもりか？」

「そんな！　恩だなんて……！」

「手当てをしてもらったことには感謝する。だが、もう二度と俺に近づくな。打算で動いている人間ほど見苦しいものはない」

「違います！　だから、私は──」

「言い訳はいらない。俺の話はこれで終わりだ。おまえはもう帰れ」

　底光りのする冷たい眼差しが扉とびらを指す。

（本当に、この男は……！　どうして人の好意を素す直なおに受け取れないんだ!?）

「早くしろ」

　ヴァイスが無機質な声で促うながした。次の瞬間、ルティアは目の前にあったシャツの襟えりをガシッとつかんでいた。

「………………!?」

　絶句するヴァイスの身体からだを自分の方に引き寄せて、真正面からきっぱりと告げる。

「陛下、あなたが私のことをどう評価しているか知りませんが、本気であなたに恩を売るつもりなら、私は伯爵家の力を総動員してもっとすごいことをしていました！　こんな、誰だれにでもできるような傷の手当てなんかじゃなくて！」

　ヴァイスが不可解そうに眉まゆ根ねを中央に寄せる。理解してもらえないことに軽い苛いら立だちを覚えて、ルティアは彼の鼻先にビシッと指をつきつけて叫んだ。

「いいですか、陛下？　身体を張って自分を守ってくれた相手にお礼をするのは、私にとって当然のことです。私はあなたのために、できることをしたかっただけなんです！」

　最初は騎士としての責任感からだった。最悪の性格だとしても、相手はこの国の王だ。彼が即そく位いしたおかげでやっと上向いてきた人々の生活を壊こわしたくなくて、彼を守ろうと誓ちかった。

　けれど、今は違ちがう。城下で民たみと同じ目線に立とうと努力している姿を見た。理想に向かってつき進む、純じゆん粋すいでまっすぐな心を知った。

　近衛隊の解散にはやっぱり納なつ得とくがいかないけれど、それでも今はただの主としてではなく、一人の人間として彼のことを支えたいと願うようになった。だから、この想おもいを打算だと誤解されたままでいるのには耐たえられなかった。

　言いたいことを一気に言い終えたルティアは肩かたで息いきをしていた。漆黒の双眸が、珍ちん獣じゆうを前にしたような目つきで自分を見下ろしている。

　果たして、次はどんな嫌いや味みを繰くり出してくるのか？

　身構えるルティアをまじまじと眺めて、ヴァイスがあきれたように頭かぶりを振ふった。

「おまえは今までよほど大切に育てられてきたんだな。でなければ、そこまでおめでたい頭になった理由が説明できない」

「なっ……！」

　毎度のこととはいえ、この国王はなんて失礼なことを言うんだろう！　自分はただ純粋に、彼のためになにかしたいと願っただけなのに。

「わかりました。陛下が私の存在を煩わずらわしく思ってらっしゃるようでしたら、もうなにも申し上げません。今まで差し出がましい口をきいて、すみませんでした！」

　つかんだままでいたシャツをパッと放す。乱れたスカートの裾すそを整えて立ち上がろうとした瞬しゆん間かん、ルティアの身体はヴァイスの腕うでの間に閉じこめられてしまった。

「そう結論を急ぐな。別に俺は、おまえの異様に前向きな思考が嫌きらいだとは言ってない」

（なら、なんであんなひどいことばかり言うんだ!?）

　ムッとしたルティアをなだめるように、額にかかっていたハニーブロンドの髪かみをヴァイスの手がやさしく払はらいのけた。

　光源がラウンドテーブルの上に置かれた燭しよく台だいしかない部屋の中。拓ひらけた視界の先に自分しか知らない表情かおを見つけて、ルティアは息を吞のんだ。

　鋭するどい王者のものではない。自分を見下ろすヴァイスの顔には、いたずらっぽい笑えみが浮うかんでいた。

「おまえは本当におもしろいな。女のくせに普ふ通つうの男よりはるかに肝きもが据すわっていて、常に俺の予想の斜ななめ上を行く」

「私が女であることは関係ありません。私は私です」

「そうだな。だが、そう言うなら、そろそろ教えてくれてもいいのではないか？　おまえが本当は何者で、なにを思って俺の婚こん約やく者候補になったのかを」

「……………………」

　白いソファーに広がったルティアの髪に、ヴァイスが自分の指をゆっくりと絡からめていく。目を逸らすこともできずに固まっているルティアを見下ろして、ヴァイスの唇くちびるから小さな吐息がこぼれた。

「わかった。答えたくないなら、今はまだそれでいい。ただ、この先も俺のそばにいろ。おまえほどおもしろい女なんて、そうはいないからな」

　耳元でささやくように命じられた声に、ルティアはなぜかなにも言い返せなかった。

　男の振りをしているだけの自分とは決定的に違う。骨張った大きな手と、広い肩。そして、低く深みのある声。

「ルティア」

　家族以外では誰も口にすることのなかった名で呼ばれる。

　名前は名前だ。誰に呼ばれたって同じはずなのに、ヴァイスがその名を紡つむぐ時だけ、なぜ鼓こ動どうが速くなるのだろう？

「どうした？　ルティア、聞いているのか？」

　甘くやさしい響ひびきとともに、熱い吐息が耳じ朶だにかかる。びくりと身をよじらせたルティアを見下ろして、ヴァイスが唇の端はしをニヤリとつり上げた。

「おまえは存外かわいいところがあるんだな」

「……か、かわいい？　私が？」

「ああ、こうして頰ほおを赤く染めている姿など、見ていてなかなか愉たのしいぞ」

「…………っ!?」

　ヴァイスの指先がゆっくりと頰をなでていく。ギュッと目をつぶったルティアの耳に、清く澄すんだ鐘かねの音が聞こえてきた。

「日付が変わったか」

　ヴァイスがなにげなくつぶやいた一言に、ルティアはハッとして目を開けた。

　彼の護衛を始める前に、シュヴァリエから言われたことがある。夜中の〇時を過ぎる前に、必ず自分の部屋に戻もどれ、と。

「なぁ、ルティア」

　ヴァイスの手が再び自分に向かって伸のびてくる。その指先が頰に触ふれそうになった。刹せつ那な、ルティアは全身のバネを使ってソファーから飛び起きていた。

　目を瞠みはるヴァイスに向かって敬礼をしそうになって、上げかけた手を慌あわてて止める。

「すみません、陛下！　その、夜も更ふけてきたので、私はこれにて失礼する……じゃなくて、ごめんあそばせ！　私はもう寝ねますから！　おやすみなさい！」

　たたきつけるような挨あい拶さつだけ残して、ルティアはスカートの裾を蹴け飛とばしながら自分の部屋に駆かけ戻った。

　鍵かぎを閉めた途と端たん、全身の力が抜ぬけて、堅かたい木の扉に背中から寄りかかってしまう。

（もう、頼たのむから勘かん弁べんしてほしい！　私は今までの人生を男として生きてきたのに！　急に、か、かわいいなんて言われて、明日あしたからどんな顔で陛下にお会いすればいいんだ!?）

　護衛としての日々はまだ続くのに、途と方ほうに暮れて頭をかきむしる。

　その時だった。

　扉が外側からノックされる振しん動どうを背中に感じて、ルティアは腰こしを抜かしそうになった。

「開けろ、ルティア。話はまだ終わってないだろうが」

「そ、そんなことはありません！　お話は無事、円満解決のうちに終わったはずです！　私の方から申し上げることは、もうなにもありません！」

「おまえはそうでも、俺は違う。勝手に途中で逃にげだすんじゃない」

「逃げてなどいません！」

「じゃあ、どうしたと言うんだ？」

「…………陛下の安あん眠みんとご長ちよう寿じゆを最優先して考えた結果、今夜はもう失礼させていただくのがいいと判断しただけです」

　扉とびらの向こうで、ヴァイスが盛大に吹ふき出す声が聞こえた。

「おまえは本当におもしろい女だな。他ほかの臣下たちはみんな、俺を寝かせずに働かせることばかり考えているのに。この時間なら、いつも起きて仕事をしているから構わない。中に入れろ」

「い、嫌いやです！」

「なぜだ？」

「だめなものは、だめだからです！」

「……………………」

　扉の反対側で、深い沈ちん黙もくが広がった。

（さすがに今の言い訳は子どもっぽすぎたか？）

　ヴァイスにあきれられたのではないかという不安が胸をよぎる。落ち着きなくスカートの裾をいじりだしたルティアの耳に、大きなため息が聞こえてきた。

「陛下？」

「わかった。今夜はどうしても無理だと言うんだな？」

「は、はい！」

「なら、明日の夜なら構わないわけだな？」

（え……そういうわけじゃないんだけど！）

「明日はアランス王国大使との会食があって、おまえと晩ばん餐さんを共にすることはできない。食事が終わったら、明日は俺がおまえの部屋を訪ねるからな。逃げるなよ」

　扉とびら越ごしで見えるはずなんてないのに、ヴァイスが愉しげに笑っている姿をルティアはありありと思い浮かべることができた。

「明日に備えて、今夜はお互たがい休むとするか。俺もおまえの安眠と長寿を祈いのっているぞ」

　ヴァイスの気配が遠ざかっていくのを感じる。やがて隣りん室しつの扉が閉まる音を聞いて、ルティアはヘナヘナとその場に座りこんでしまった。

（本当に、陛下は私になにを求めてらっしゃるんだ!?）

　答えなんてない。淑しゆく女じよのたしなみ十箇か条じようにだって載のっていなかった難問に直面して、ルティアは声もなく頭を抱かかえた。
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　一人きりの部屋に戻って、ソファーに腰を下ろす。背もたれに両の腕をかけたヴァイスは、フーッと細く長い息を吐はいて天てん井じようを見上げた。

　不思議だった。

　最初はあれほど怪あやしい女もいないと思って警けい戒かいしていたのに、気づけば、彼女が次になにを言いだすか、楽しみにしている自分がいた。

（本当に、なんであんな女が存在するんだ？）

　やることなすこと、すべてがめちゃくちゃのくせに目が離はなせない。完全に心を許すことなどできないのに、もう少しだけそばで見ていたくなってしまう。それはなぜだろう？

（こんなことをしていてはだめだ。やらなければならない仕事がまだ残っているのに）

　ヴァイスは落ちてきた髪かみを煩わずらわしげに払はらうと、痛みの薄うすれてきた右みぎ肩かたを庇かばいながら執しつ務む机に向かった。

　一人だけの部屋に、ペンを走らせる音がやけに大きく響いて聞こえる。




　初夏の夜はルティアの悩なやみもヴァイスの心もすべて吞のみこんで、刻々と更けていった。







[image: 第四章　心の奥に秘めし想い]




　翌朝も、ルティアは実家の伯はく爵しやく家で近衛隊の制服に着き替がえてから王宮に戻ってきた。

「まぁ、ルティウス様。今日も凜り々りしいお姿ですこと」

「朝からお会いできるなんて、きっと良いことがありますわ！」

「それは私の台詞せりふです。姫ひめ君ぎみたちの花のように麗うるわしい笑え顔がおを拝見できて、一日の活力をいただきました。ありがとうございます」

「ああ、そんな……！」

　すれ違ちがう貴婦人たちにとろけるような笑みで応こたえながら、ルティアは内心でホッと安あん堵どの吐と息いきをこぼしていた。彼女たちの反応を見る限り、今の自分はちゃんとルティウス・フォン・リリフォーレに戻もどれている。

（昨夜はつい陛下の前で取り乱してしまったけれど、あんな失敗はもう二度としない。午前中は第一連隊による剣けんの総当たり稽げい古こだったな。よし！）

　気合いも新たに、演習場に向かって王宮の庭を歩いていく。

　ヴァイスが本気で近衛隊の解散宣言をした今だからこそ、よりいっそう訓練に力を入れる必要があるとルティアは考えていた。無関係な「ルティア姫」からの助言ではなく、近衛隊の実力を示すことで、解散を思い直してもらうために。

（建国以来ずっと続いてきた近衛隊を今日明日で解散させることは、あの陛下にだってさすがにできないだろうし、撤てつ回かいの余地はまだある！）

　初夏の太陽は新緑の間から白い光を庭に降り注いでいる。そのまぶしさに目を細めながら、官舎の角を曲がり、演習場に足を踏ふみ入れた。

「おはよう、諸君。今朝けさも絶好の──」

　演習日和びよりだ、と続けようとしたルティアの言葉は途と中ちゆうで消えた。

　目の前に広がっていたのは、いつもと同じ柵さくで囲まれた広い空間。ただし、そこには二十名いるはずの部下たちが半数も集まっていなかった。
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　王都を照らす光の中に、一日の終わりを告げる色が混じる。

　太陽が海の彼方かなたに沈しずんでいくのを眺ながめながら、ルティアは王宮の庭に置かれていたベンチの上で、頰ほおに張りついていた髪をくしゃっと煩わしげにかき上げた。

（まさか、こんなことになるなんてな……）

　今日の午後、ルティアは演習場に来なかった部下たちの家を一いつ軒けんずつ回ってみた。「なぜ訓練をさぼった？」という問いに、彼らはみんな同じ答えを返した。「近衛隊はなくなるのに、なぜ演習を続ける必要があるんです？」と。

「陛下にはなにかお考えがあるんだ。近衛隊の解散は今に撤回される」というルティアの説得にもみんな半信半疑で、隊に戻る約束をしてくれた部下は半数にも満たなかった。

（まだチャンスはあるのに、どうしてみんな早々にあきらめるんだ!?）

　理解してもらえないことがくやしくて、きつく拳こぶしを握にぎりしめた。下を向いた頰に、その時、ペチッと冷たいものが触ふれた。

「な、なんだ!?……って、ラッツか」

　振ふり向むいた先では、近衛隊の制服を着たラッツがベンチの背もたれに手を置いていた。もう片方の手にはキラキラと光るレモン色の果か汁じゆうを持っている。さっきルティアの頰に触れたのはこのグラスだったらしい。

「誤解のないように、先に言っておく。俺はおまえの弱音なんて聞くつもりはないからな！　これでも飲んで、少しはシャキッとしろ！」

　鼻先につきつけられたグラスと、ぶすっと頰を膨ふくらませた同どう僚りようの顔を見比べて、ルティアは吹ふき出してしまった。

「な、なんだよ？　人がせっかく親切にしてやってんのに！」

「悪い、悪い。まさかおまえが私の好きなレモネードを持ってきてくれるなんて思わなかったから、びっくりしただけだ。さすが私の親友だけあって気が利きく」

「違う！　俺はおまえのライバルだって、何回言えばわかるんだ!?」

「ただのライバルは、こんなにやさしくしてくれないぞ？」

「これは、その……敵に送る塩みたいなもんだ！……あー、もう！　おまえが落ちこんでると、こっちまで調子が狂くるうんだよ！」

「そうか。心配してくれて、ありがとうな」

「だから、違うんだって！　別にそういうわけじゃなくて……！」

　わしゃわしゃと髪をかきむしるラッツの手からグラスを受け取る。ルティアはこみ上げてきた笑いを嚙かみ殺しながら、自分の横を手でたたいた。

「……………………」

　ラッツがベンチをじーっと見下ろす。ルティアがもう一回たたいてみせると、最後には渋しぶ々しぶ隣となりに腰こし掛かけた。ただし、自分からできるだけ離れた、反対側の肘ひじ掛かけに身を寄せて。

（ラッツは本当に素す直なおじゃないよな。別に親友だと認めたところで、誰だれも困らないのに）

　耳まで赤くなった同僚の横顔を眺めながら、ルティアはグラスを傾かたむけた。キンキンに冷えたレモネードは喉のどごしが良く、爽さわやかな味が行き詰づまっていた心を溶とかしてくれる。

「なぁ、ルティウス」

　ルティアがすっきりとした酸さん味みを味わっていると、ラッツがためらいがちに声をかけてきた。

「おまえはさ、その……明日あしたからどうするつもりだ？」

「明日から？　別になにも変わらないが」

「そんなことないだろう!?　陛下は隊員全員の前で近衛隊の解散を宣言なさったんだぞ！　今までは単なる気まぐれだと笑っていられたかもしれないけど、ここまで来たら違う。所属する隊も、指揮する部下も失って、おまえは明日からどうする気だ？」

「……………………」

　まだ少年らしさが残る同僚の顔をルティアはまじまじと見つめた。

　ラッツは本気だ。他ほかの部下たちだって近衛隊は解散になると信じたからこそ、今朝も演習場に集まらなかった。けれど──。

「ラッツ、おまえが親切心から忠告してくれているのはわかる。騎き士しとして近衛隊以外の任務に就つくか、それとも貴族の子し弟ていとして全然違う生き方をするか、私に選べと言うんだろう？　だけど、私にはやっぱりまだ近衛兵として生きる道が残っているように思えるんだ」

「ルティウス！　現実を直視したくない気持ちはわかるけど──」

「安心しろ。別に私は甘ったるい感傷に浸ひたっているわけじゃない。勝算があるからこそ、こう言ってるんだ」

　この二週間、仮の婚こん約やく者候補として過ごしてみてわかったことがある。

　ヴァイスは合理的な男だ。無む駄だに感じたものは、重じゆう鎮ちんからの進言であっても容よう赦しやなく一刀両断する。その一方で、有益な情報や意見は誰のものであっても躊ちゆう躇ちよなく受け容いれる。

「陛下が自分の身を自分で守ることに、なぜあそこまで固こ執しゆうされているのかはわからない。だけど、陛下の性格から考えて、近衛隊が自らの有能さを十分に示せれば、解散を思いとどまってもらえると思うんだ」

「おまえ、ずいぶん陛下のことを買ってるんだな。護衛を始めてすぐの頃ころは怒おこってばかりいたくせに」

「そうだな……」

　口元にほろ苦い笑みを刻んで、ルティアは手の中のグラスをくるりと回した。

「私も最初は貧びん乏ぼうくじを引かされたと思ったけど、違ったんだ。今ならわかる。陛下は口こそ悪いが、民たみのことを心から思いやれる方だ。あの方の隣となりにいると、私はなんだか胸がざわざわして落ち着かなくなることすらある」

「…………ざわざわ？」

　思い切り眉まゆをひそめたラッツに向かって、ルティアは大きくうなずいてみせた。

　自分でもなぜかわからないけれど、昨夜ヴァイスと一いつ緒しよにいて、鼓こ動どうが速まるのを感じた。彼に呼ばれた時だけ「ルティア」の名前が特別に聞こえた。

「なぁ、ラッツ。陛下が近くにいらっしゃると、なぜ私の胸はざわつくんだ？」

「……それは不快な感じなのか？」

「いや、どちらかというと……そうだな、剣の手合わせを目前に控ひかえた時の高こう揚よう感かんに近いかもしれない」

「……………………」

　ラッツが腕うでを組んで、眉み間けんにくっきりと深い皺しわを刻む。いつもはっきりしている性格の彼が、こんなふうに悩むなんてめずらしい。

（どうしたんだ？　私はなにかよほど変なことを訊きいてしまったのか？）

　焦あせるルティアの横顔を茜あかね色いろの光が照らしていく。そして──。

「ルティウス、おまえの言う感情は、その……世に言う『忠誠心』ってやつじゃないか？」

　ラッツがおそるおそる訊いてくる。その蒼あおい瞳ひとみをしげしげと見返して、ルティアはポンッと手を打った。

「なるほど！　これが忠誠心というものか！」

　言われてみれば、思い当たる節が多々あった。最初はあれほど嫌いやな相手だったのに、素す顔がおを知れば知るほど想おもいが募つのっていった。ヴァイスのそばにいると妙みようにドキドキして落ち着かなくなるのは、忠誠心が昂たかぶりすぎたせいに違ちがいない。

「ありがとう、ラッツ！　ようやく謎なぞが解けたぞ！」

「お、おう。納なつ得とくできたんなら、よかった」

　バンッと勢いよく肩かたをたたかれて、ラッツがあとずさる。晴れ晴れとした笑えみを浮うかべたルティアの耳に、刻ときを知らせる鐘かねの音が五回聞こえた。

「おっと、いけない。一度家に戻もどって変身をしなくては。またあとでな！」

　すっきり爽やかな心に戻って席を立つ。




「……あれは忠誠心、だよなぁ？」

　足取りも軽かろやかに去っていく同僚の背中をラッツは一人、複雑な顔で見守っていた。
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　リリフォーレ伯はく爵しやく家の一番奥。公こう爵しやく家に嫁とついだあとも家族の心配をして度たび々たび実家に戻ってくるファビエンヌのために用意された部屋の中には、世界中の美が集められていた。

　百合ゆりのレリーフで彩いろどられた室内には透すかし彫ぼりの美しい鏡台が置かれている。その前で顔にかすかな笑みを浮かべている妹を見下ろして、鏡の中のファビエンヌが首をかしげた。

「ルティア、どうしたの？　なんだか嬉うれしそうね。近衛隊は解散させられると聞いたけれど、あれは噓うそだったの？」

「そのことを考えると、私も胃が痛いのですが……今日は久々にいいことがあったんです」

「なぁに？」

「騎士の叙じよ任にん式を終えてから三年も経たってしまいましたが、私にもようやく理解できるようになったんです。忠誠心というものが！」

「……………………？」

　かしげた首の角度をますます深くした姉に向かって、ルティアは説明した。

　最近ヴァイスといると、なんだか胸がざわつくこと。そして、それはヴァイスに対する忠誠心が育ってきたせいに違いないとラッツに教えてもらったこと。

「今までも王国に忠誠を誓ちかってきたつもりでいましたが、ここまではっきり実感できたのは初めてです。これで私も一人前の騎士に一歩近づけました！」

「……そうね。あなたがそれで納得しているのなら、いいでしょう。けれど、陛下の方はどう思ってらっしゃるの？」

「え……」

　思いがけぬ質問にびっくりして、パチパチと瞬まばたきを繰くり返す。鏡越ごしに微笑ほほえみかけられたルティアは、なぜか言いようのない恥はずかしさを覚えて、ドレスの端はしをギュッと握にぎりしめた。

「あの、陛下は最近、私とよく話をしてくれるようになりまして……今夜は晩ばん餐さんをご一緒できない代わりに、あとから私の部屋を訪ねてくださるそうです」

　髪かみをすいていたファビエンヌの手がピタッと止まった。すみれ色の瞳がみるみるうちに大きく見開かれる。

「姉上？　いかがなさいましたか？」

　戸と惑まどうルティアの顔をファビエンヌが探さぐるように見つめる。ややあって、きれいにルージュの引かれた口元に、すこぶる楽しそうな笑みが浮かんだ。

（なんだろう、この感じ……私の持ち物を競売にかける時みたいな顔をしてる！）

　本能的に逃にげようとしたルティアの肩をファビエンヌが後ろから押さえた。

「あと少しだけだから、おとなしく座ってなさい。そうねぇ……」

　ファビエンヌは思案するように鏡台の上に視線を走らせると、端の方に置かれていた髪かみ飾かざりに手を伸のばした。それは彼女が夫のヴァルナーレ公爵から求きゆう婚こんされた時にもらったもので、純銀でできた柄えの先では交こう互ごに連なった白光石と真しん珠じゆが白の美を競きそい合っている。

　いつも自分には十代の少女らしい花や、鮮あざやかな色の宝石をあしらった髪飾りを選んでくれていたのに、今日に限ってどうしたんだろう？

「気にしないでちょうだい。今夜は私があなたに、この髪飾りを貸したくなっただけだから」

「はぁ……ありがとうございます」

　理由はわからないが、姉は上じよう機き嫌げんだ。それなら別に断ることもない。

　鏡越しに、ファビエンヌが自分の髪をゆっくりと結ゆい上げていく様を眺ながめる。彼女は髪飾りを挿さしたあと、ルティアの手に百合の紋もん章しようの描えがかれた手て袋ぶくろをはめさせて、にっこり微笑んだ。

「はい、愛らしいお姫ひめ様さまの完成よ。今夜はしっかり楽しんできなさい」

「楽しむ、ですか？　私には陛下の護衛が──」

「どんな時でも楽しむことは大切でしょう？　たとえそれが、お仕事から始まったことだとしても。違うかしら？」

「……………………」

　ファビエンヌの言葉は奥が深すぎて、ルティアにはよくわからなかった。不思議そうにしている自分の顔を姉はいつまでもやさしい目で見守っていた。
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　その日の夕方、自分の部屋に戻ってきたヴァイスは堅かた苦くるしい上着を脱ぬぎ捨てて、シャツの襟えり元もとを大きくゆるめた。アランス王国大使との晩餐会までは、まだ少し時間がある。

　窓の外に目を転じると、暮れゆく海に帆はん船せんがいくつも浮かんでいるのが見えた。その数は自分が玉座に就ついてから確実に増えていたが、それが自分一人の功績によるものではないことをヴァイスはよく理解していた。

「ついにここまで来たぞ、グラナード。俺たちの望んだ世界がこの先にある」

　ここにはいない友の顔を思い浮かべて、ヴァイスはそっと目を閉じた。

　物心がついた時、ヴァイスに与あたえられていた地位は、貴族とは名ばかりの貧しい男だん爵しやく家の次男だった。治める土地もなく、交易の中心からも外れた町で、ヴァイスは乳ち兄きよう弟だいのグラナードと共に育った。

　剣けんも学問も帆船の操縦方法さえも、ヴァイスはグラナードと一緒に学んだ。そして成人の儀ぎが近づく頃には、二人で商人になる約束をした。先王が病に臥してから混こん迷めいを極きわめているこの国に、自分たちの手で多くの富を運んでこようと誓った。

　しかし、すべてはヴァイスが成人の儀を迎むかえた十八歳の誕生日に一転した。自分が先王の落らく胤いんであると、宮きゆう廷ていから派は遣けんされてきた使者が告げたのだ。

　噓だと思った。

　だが、育ての親はこの日を待ちわびていたとばかりに、ヴァイスの前で膝ひざを折って深く頭を垂れた。そして、二度と敬語以外の言葉で自分に語りかけてくれなくなった。

　自分はなに一つ変わっていないのに、自分を見る周りの目だけがたった一夜にして変わってしまった。言いようのない虚むなしさと、無む理り矢や理り背負わされた荷の重たさに耐たえきれなくて、何度も叫さけびたくなった。

「そんな目で俺を見るな！　俺は俺だ！」と。

　しかし、フロイデン王国を巡めぐる情勢はヴァイスに一いつ切さいの甘えを許さなかった。王都になかば拉ら致ちされるような形で連行されて、王おう冠かんを頭に戴のせられた。

　それからの日々は裏切りと策さく謀ぼうと試練の連続だった。吐はきたくなるほど山積みの問題と、品定めするような貴族たちの視線に晒さらされて、自分は狂くるっていたかもしれない。ただ一人、昔と変わらぬ友の存在がなかったら。

　故郷での未来も家族もすべてなげうって、グラナードは自分についてきてくれた。宮廷の貴族たちから「犬」と蔑さげすまれても、彼だけはずっと一いつ緒しよにいてくれた。彼だけが国王ではない、ヴァイス自身を見てくれた。

　あの眼めを自分は一生忘れない。そして、もう一人──。

「ルティア・フォン・リリエンタールか……」

　彼女が何者で、なんの目的があって自分に近づいてきたのかはわからない。ただ、同じ眼をしていた。自分のたった一人の友と。

（性格は全然違ちがうのに、なんでだろうな？　昨日のあれは、さすがにひどかった）

　痛みの薄うすれてきた肩かたに目をやって、ヴァイスはこみ上げてきた笑いを嚙かみ殺した。まさか婚こん約やく者候補に服を剝はぎ取られる日が来るなんて、考えたこともなかった。けれど、悪くない。

「本当におもしろい女だ」

　口の中でつぶやくように言って、ヴァイスは寝しん室しつに向かった。

　刻を知らせる鐘かねが王宮に六回鳴り響ひびく。そろそろアランス王国大使との晩餐会に出向かなければならない。

　ヴァイスは用意されていた礼服に袖そでを通すと、そのまま廊ろう下かに出て──扉とびらの先で待ち構えていた男と目が合うなり、苦虫を何十匹ぴきも嚙みつぶしたような顔になった。

「シュヴァリエ・フォン・リベルテ、どうしておまえがここにいる？」

　ヴァイスの刺とげ々とげしい問いかけにも動じずに、シュヴァリエが片かた膝ひざをついて頭を垂れる。

「私は陛下の近衛隊長ですから。他国の大使と晩餐を共にされる折には、陰かげながら陛下をお守りする義務がございます」

「誰だれよりも目立つ容よう貌ぼうをしているくせに、『陰ながら』とはよく言う。第一、近衛隊は解散するんだ。もうおまえに用はない」

「本当に解散してしまって、よろしいのですか？」

「くどい！　俺に二言はない！」

　不快さを全身で表現して背を向ける。そのまま去ろうとしたヴァイスの後ろで、シュヴァリエがくすっと小さな笑えみをこぼした。

「急になんだ？　気持ち悪い」

「申し訳ございません。そうやって意固地になってらっしゃる姿を拝見すると、陛下もまだ十九歳の青年だったということを思い出しまして」

「誰が意固地になってる？　俺は自らの決定に自信を持っているだけだ」

「そうですね。そんな性格のあなただからこそ、私はあなたを主君に選んだ。私の選せん択たくを後こう悔かいさせないでください」

「……勝手に言ってろ」

　苦々しく言い捨てて廊下をつき進む。今度こそ大使の待つ広間に向かおうとしたところで、ヴァイスはふと足を止めた。

「そうだ、シュヴァリエ。おまえに最後の任務を命じよう」

「あなたの命であれば、どんなことにも応じましょう。今こ宵よいも、これから先の未来もずっと」

　シュヴァリエのうさんくさい笑顔に辟へき易えきしつつも、ヴァイスは礼服のポケットに入れておいた手紙を彼に渡わたした。

「こちらは？」

「単なる連れん絡らく事じ項こうだ。ルティアに渡しておいてくれ」

　シュヴァリエの表情が初めて動いた。青い瞳ひとみがまじまじと自分を見上げる。

「なんだ？　俺の命であれば、なんでも聞くんじゃなかったのか？」

「ええ、もちろん。陛下のご意向に背そむく気など、私にはいささかもありません」

「……そうか、なら頼たのんだぞ」

　ヴァイスは今度こそシュヴァリエに背を向けた。探るような眼まな差ざしがずっと自分を追ってきているのを感じる。

（あいつは、ああいう奴やつなんだ）

　いつも飄ひよう々ひようとしていてつかみ所がない。先王の下で多大な功績を挙げたおかげで、二十代にして将軍に命じられたというが、あの笑顔の下にはどんな本音が隠かくされているのだろう？

（いずれにせよ、油断のならない男であることに違いはない）

　ヴァイスは廊下を足早に歩いていくと、途と中ちゆうで迎えにきていた侍じ従じゆうに、これ以上シュヴァリエをついてこさせないように命じて、大使の待つ広間に向かった。
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　艶つやのある黒くろ髪かみが曲がり角の先に消えるのを待って、シュヴァリエは手元の手紙に視線を落とした。

「隊長……」

　弱々しい呼びかけに応じて立ち上がる。ヴァイスが向かったのと反対側の廊下から、フランツが歩いてくるのが見えた。相変わらず足取りにも表情にも覇は気きがない。後ろからついてきている第四連隊長オスカーの方がよっぽど堂々としていて、上官に見えそうなくらいだ。

　フランツはヴァイスの消えた廊下の先とシュヴァリエの顔を交こう互ごに見て、気まずそうに頰ほおをかいた。

「あの……陛下はやはり今夜の晩ばん餐さん会でも、近衛隊の護衛をお断りになったのでしょうか？」

「ああ。今の陛下はむさ苦しい男どもと一緒にいるより、たった一人の女性の方が気になって仕方ないらしい」

「え？　それはどういう……」

　当とう惑わくするフランツたちの鼻先で、シュヴァリエはヴァイスから渡された手紙をひらひらと振ふってみせた。

「そちらはなんでしょうか？」

「ルティア姫ひめに届けるよう、陛下に命じられたんだ。ああ見えて、陛下は姫のことがよほどお気に召めしたらしい。世の中、なにが起きるかわからないもんだな」

　シュヴァリエは人ごとのような口調で言うと、手紙を凝ぎよう視ししているフランツとオスカーに別れを告げて、その場を去ろうとした。

　その足が不意に途中で止まった。

「隊長？」

「そうだ。すまないが、この手紙をルティア姫に渡しておいてもらえないか？　俺はまだ別の仕事が残ってるんでな。頼む」

　フランツとオスカーが顔を見合わせる。彼らはなにか言いたそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出していたが、シュヴァリエは気にすることなく、二人に手紙を押しつけて颯さつ爽そうと廊下を歩いていった。
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　握にぎりしめた手が熱い。

　朧おぼろ月づきが放つさやかな光の下、ルティアは右手に持っていた手紙を胸むな元もとに引き寄せた。今いるのは自分に与あたえられた王宮の一室ではない。ヴァイスと最初に出で逢あった、あの庭だった。

　──明日あしたは俺がおまえの部屋を訪ねる。

　ヴァイスは昨日そう言ったけれど、部屋で落ち着きなく立ったり座ったりを繰くり返しているルティアのもとに現れたのは、近衛隊第四連隊長のオスカーだった。

　意外な相手の出現に慌あわてふためくルティアに、彼はヴァイスから預かってきたという手紙を渡した。開いてみると、そこには力強い字で「最初に出逢った庭で待っていろ」とだけ書かれていた。

（夜の庭を待ち合わせ場所に選ぶなんて、陛下はなにを考えてらっしゃるんだ!?　昨日、馬に矢を射かけられたばかりなのに危ないじゃないか！　それに……）

　自分が座っているベンチの後ろにちらりと目をやる。オスカーが木の下からじっとこちらの様子を窺うかがっているのに気づいて、ルティアは全力で顔を背けた。

（オスカーはいつまで私と一いつ緒しよにいる気だ？　これから陛下がお越こしになるのに！）

　年とし頃ごろの令れい嬢じようが夜中に一人で出歩いてはならないことくらい、ルティアだってわかっている。だからオスカーのつき添そいにも渋しぶ々しぶうなずいたのだが、こんなヒラヒラのドレスを着たまま、男と話す姿をこれからじっくり観察されるなんて！

（なんの拷ごう問もんだ!?　恥はずかしすぎて死ぬぞ！）

　想像するだけでもこんなに気まずいのに、実際にヴァイスが現れたら、どうなってしまうんだろう？

（落ち着け、自分。いつも通りでいいんだ、いつも通りで！）

　忠誠心が高まりすぎたせいで死んだ人間なんて聞いたことがない。

　オスカーに気づかれないように、ベンチの陰でスーハーと深呼吸を繰り返す。その時、目の前の生け垣がきがガサッと揺ゆれた気がした。

（なんだ!?　前みたいに誰か飛び出してくるのか!?……って、こんな夜中に!?）

「ご安心ください、ルティア姫。今のは風が吹ふいただけですから」

　オスカーがすかさず駆かけ寄ってきてひざまずく。

「今夜はあいにくの朧おぼろ月づき夜よ。暗くて心細いかもしれませんが、不安に思われることはありません。たとえなにが起きたとしても、私があなたをお守りしますから」

「…………あ、ありがとうございます」

　まさか同どう僚りようからこんな宣言をされる日が来るなんて、考えたこともなかった。ルティアはのけぞりそうになった自分を制して、もう一度生け垣に目を転じた。

　あのお見合いの日からずっと薔薇ばらは咲さいたままでいるのか、ほのかに甘い香かおりが辺りを包んでいる。月明かりの下にぼんやりと浮うかぶ生け垣を眺ながめて、ルティアは首をひねった。

（今のは本当に風だったのか？　なんかもっと嫌いやな動き方をした気がするんだけど……）

　なんて言ったらいいか、わからない。捉とらえようのない不自然さを覚えて生け垣から目を離はなせずにいると、隣となりで立ち上がったオスカーが「ルティア姫」と声をかけてきた。

「どうかあちらをご覧ください。陛下がお越しになったようです」

「え、陛下が？」

　オスカーが高台の王宮へ続く道を指さす。曲がりくねった道の途中で、カンテラの明かりがちらちらと瞬またたいているのが見えた。ただ、その数は一つではない。

（陛下は近衛隊の護衛すら拒きよ絶ぜつなさる方なのに、急に人をぞろぞろ連れていらっしゃるなんて、どうしたんだ？）

「さぁ、ルティア姫。どうぞこちらへ」

　オスカーが手を差し出してくる。ルティアは思わずうっと怯ひるんだ。

　同僚と仲良く手をつなぐ趣しゆ味みなんて、自分にはない。けれど、「ルティア姫」が訓練を受けた騎き士しのように暗くら闇やみの中をすっすっと歩きだしたら、怪あやしいことこの上ない。

「ご親切にありがとうございます、オスカー……様」

　引きつりかけた口元をかろうじて笑えみの形につり上げる。姉のファビエンヌを思い浮かべながら、できるだけ優ゆう雅がな仕草でオスカーの手を取った、次の瞬しゆん間かん、

（えっ!?）

　喉のど元もとにつきつけられた冷たい感かん触しよくにルティアは息を吞のんだ。

　雲間から漏もれ出た月の光が銀の輝かがやきを宙に浮かび上がらせる。この光と感覚を自分は知っている。

　これは、刃やいばの切っ先だ。

　視線だけ上に動かすと、どこか愁うれいを帯びた茶色の双そう眸ぼうと目が合った。

「騎士の端はしくれとして、私も女性に手て荒あらなことはしたくありません。どうかしばらくの間、私たちにおつき合いください」

　遠くに見えていたはずの明かりが、すぐそばまで近づきつつある。目の前の生け垣から人が飛び出してくるのが気配でわかった。

（完全にやられた。オスカーがこんなことをするなんて、まさか！）

　──すべては俺の予想通りに進んでいるというわけか。

　夜会の翌日、シュヴァリエの部屋で聞いた言葉が蘇よみがえる。

（今回の黒幕は隊長なのか!?　でも……）

　近衛隊の解散を撤てつ回かいさせたいだけなら、自分を陰かげの護衛に任じる必要なんてなかった。それなのに、どうして今いま頃ごろになってヴァイスの婚こん約やく者候補となった自分を人ひと質じちに取るのだろう？

　次々とこみ上げてくる疑問を封ふうじるように、オスカーが剣けんを持たない方の手でルティアの両手を後ろからひねり上げた。

　しばらくのちに、ルティアは仲間だと信じていた近衛このえ兵へいたちに周りを囲まれてしまった。
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　アランス王国大使との晩餐会は、終始腹の探さぐり合いで終わった。

　向こうが求めているのはレースにかける関税の値下げだとわかっていても、簡単に認めるわけにはいかなかった。自分の判断一つで多くの人の生活が一変することを今のヴァイスは十分自覚していたから。

「陛下、私たちはこれにて失礼させていただきます」

「ああ、ご苦労だった」

　自分たちの意見が通らなかったことに腹を立てているのだろう。顔をしかめている重臣たちに別れを告げて、暗い廊ろう下かを一人で歩いていく。

　今こ宵よいは月に雲がかかっているのか、窓から射さしこむ光はゆらゆらと揺れて今にも消えてしまいそうな儚はかなさを孕はらんでいる。ヴァイスは王宮の各所に焚たかれた篝かがり火びを頼たよりに廊下を進んでいき──自分の部屋の前に来たところで、露ろ骨こつに眉をひそめた。

「近衛隊は解散すると言ったはずだぞ。なのに、なぜおまえはまだここにいる？」

「い、いえ、私は……」

　近衛隊の制服を纏まとった青年が扉とびらの前で真っ青になって震ふるえ上がる。

（自分の主君に声をかけられたくらいで、一人前の騎士がびびってどうする？）

　あまりの不ふ甲斐がいなさにあきれて、こっそりため息をつく。言ってやりたいことは山ほどあったけれど、目下を相手にしたって始まらない。

　ヴァイスは片手で近衛兵を退さがらせると、隣りん室しつの扉をノックした。

　──応こたえはない。

（俺の手紙を読んで、さすがにおとなしく部屋で待っていると思ったんだが……待ちくたびれて寝ねてしまったのか？　いや、あの女に限ってそれはないな）

　不思議に思ってもう一度ノックすると、今度は内側から扉が開けられた。

「ルティア？　どうかしたのか？」

　ヴァイスが中を覗のぞこうとした瞬間、後ろから思い切り背中をつき飛ばされた。

（何事だ!?）

　たたらを踏ふんで振ふり返った鼻先で、勢いよく扉を閉められる。とっさに腰こしの剣に手を伸のばしたヴァイスの後ろで、寝しん室しつへ続くもう一つの扉がゆっくりと開いた。

「陛下、お待ち申し上げておりました」

　蠟ろう燭そくの光を受けて、いくつもの顔が闇やみに浮かび上がる。その中の一つには見覚えがあった。疲つかれ切った老人のようにくぼんだ目がじっと自分を見つめている。

「フランツか。なぜおまえがここにいる？　ルティアはどうした？」

　答えの代わりに、フランツがおもむろに手をつき出してきた。とっさに一歩退がったヴァイスの眼前で、握にぎりしめていた拳こぶしがゆっくりと開かれる。

（これは……ルティアの手て袋ぶくろか!?）

　薄うす闇やみの中でもかろうじてわかる。繊せん細さいなレースで縁ふち取どられた手袋には百合ゆりの紋もん章しようが刺し繡しゆうされていた。しかも皺しわの無数に寄った布地からは、誰だれかともみ合った跡あとが想像できる。

「おまえたち、ルティアになにをした？」

「今はまだなんの危害も加えておりません。ですが、この先は保証しかねます」

「俺に対する人質というわけか？」

　ヴァイスの問いに、フランツは答えなかった。彼は後ろに控ひかえていた近衛兵の一人に手袋を渡わたすと、自由になった手でベッドの脇わきに置かれていたテーブルを指さした。

「姫ひめの命を大切にお思いでしたら、どうか私どものために一筆したためてください。あなたの治世が続く間は決して近衛隊を解散させないと」

「そんなことをして、なんの意味がある？　俺が朝議の場で今回の事件を暴ばく露ろしたら、どうする気だ？　近衛隊の解散どころの話じゃ済まなくなるぞ」

「けっ、決してそのようにはなりません！　この宮きゆう廷ていには私たちの考えに賛同してくれる者が大勢いますから！」

「ほぅ、おまえたちの仲間か」

　すーっと目を細めたヴァイスの迫はく力りよくに押されて、フランツがあとずさる。しかし、それでも彼は叫さけぶのをやめなかった。

「庶しよ子しの出であるあなたにはご理解いただけないかもしれませんが、宮廷には宮廷の理ことわりがございます！　私はすべてを先王陛下の御み代よのような正しい道に戻もどしたい！　それだけです！」

「そうか。それで、戻してどうするつもりだ？」

「え？」

「先王の時代、貴族たちが己おのれの責務を怠おこたったため、この国に蓄たくわえられていた富の多くが国外に流出したと聞いている。さらに先王の崩ほう御ぎよとともに民たみの暮らしは一時困こん窮きゆうを極きわめた。その時、おまえたち貴族はどこにいた？　なにを食い、なにを思い、なにをして日々を過ごしていた!?　あの時代がよかったと、おまえは本気で言っているのか!?」

「……………………」

　急に黙だまりこんだフランツを冷ややかに見下ろして、ヴァイスは忌いま々いましげに舌打ちをした。

　はっきり言って腹が立った。過去の栄えい華がしか振り返らないフランツのような人間にも、宮廷の外に目を向けようとしない貴族たちにも。どうして彼らは気づかないのだろう？　自分たちの生きている宮廷せかいこそが特とく殊しゆだということに。

「フランツ、おまえの言う理ことわりには感動した。なんでも貴族中心に考えて民の労働意い欲よくを削そいだ結果、国は滅ほろびて近衛隊だけが残るというわけだな。まったくもって素す晴ばらしい世界だ」

「貴様──っ！」

　背後で殺気が膨ふくれ上がる。

（来たか！）

「やめろ！」

　フランツの制止を無視して、銀の刃が後ろからつき出される。ヴァイスは横に飛んでかわすと、飛び出してきた近衛兵の首筋に手しゆ刀とうを落とした。

（くっ……！）

　右みぎ肩かたに走った鈍にぶい痛みに歯を食いしばる。昨日、落馬した時に痛めた箇か所しよだ。ルティアの塗ぬってくれた薬が効いたのか、今日一日痛むことはなかったのに。

　近衛兵たちから目を逸そらさぬまま、ヴァイスは腰の剣を抜ぬいた。今の程度の攻こう撃げきなら問題ないが、さすがに数が多すぎる。

（フランツも入れて最低でも中に五人。この様子なら外も完全に固められているな）

　自分が近衛隊の解散のような無む茶ちやを言えば、反発する者が出てくることは当然予測していた。むしろ、あえて挑ちよう発はつしてみることで、誰が自分の敵か見み極きわめようとしていた。だが、まさかここまで思い切った行動に出てくるとは思わなかった。それに──。

「へ、陛下！　無む駄だな抵てい抗こうはおやめください！　あなたはルティア姫がどうなってもよろしいのですか!?」

「……………………」

　剣の柄つかに手をかけたまま、ヴァイスは眼前につき出された手袋を無感動に見下ろした。

　今までの自分なら「あんな女、どうでもいい」と言い切れたのに、今の自分はどうして簡単にうなずくことができないのだろう？

　それはきっと、あの眼めを知ってしまったからだ。

　己の保身に固こ執しゆうする貴族たちと違ちがって、彼女だけは損得関係なしに自分の身を案じてくれた。この国には自分という王が必要だと言ってくれた。だから……。

「陛下、どうかご英断を」

　フランツが一歩前に出る。一いち抹まつの希き望ぼうを取り戻した顔と、その手の内に握られた手袋を見比べて、ヴァイスは静かに歯ぎしりした。
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　薄闇の中、喉のど元もとにつきつけられた刃やいばだけが異様に光って見える。

　囚とらわれの身となったルティアは、後ろで自分の手をつかんでいるオスカーを刺し激げきしないように、ゆっくりと口を開いた。

「一つだけ教えてもらいたい。なぜ近衛隊がこんなことをするんだ？」

　ヴァイスの解散宣言を受けて自じ暴ぼう自じ棄きになっているのなら、今すぐ心を入れ替かえてもらいたかった。隊の一員として、こんな形で近衛隊を終わらせたくない。

「今ならまだ間に合う。私を解放しろ！」

　ルティアは自分を囲む近衛このえ兵へいたちを睨にらみつけたが、彼らは困こん惑わくしたように眉まゆ尻じりを下げただけだった。すぐ耳元で、オスカーが「まったく」と不快そうにつぶやいたのが聞こえる。

「さすがに従妹いとこだけあって、顔だけでなく話し方まで似てるんですね。あの女たらしに」

「なんだとっ!?」

「怒おこることないでしょう？　私は事実を述べただけなんですから」

　オスカーがやれやれと肩かたをすくめたのが気配でわかる。彼はつかんでいたルティアの手を少しだけゆるめて、子どもに言い聞かせるようにゆっくりと続けた。

「いいですか？　婚こん約やく者候補であるあなたの目に、あの男は一人の魅み力りよく的な男性に映っているのかもしれませんが、国王としては最低です」

「なぜだ？」

「なぜって……わかりませんか？　ある日突とつ然ぜん、どこぞの田舎いなかから連れてこられた庶子が、私たちの宮廷をめちゃくちゃにしたんですよ!?　こんな馬ば鹿かげたことがまかり通ってなるものですか!?」

（私たちの宮廷、か……）

　オスカーの答えに、ルティアは情けない気持ちで胸が一いつ杯ぱいになるのを感じた。彼の言葉は王国を守る近衛隊ではなく、己の保身しか考えていない貴族の主張だった。

　あの国王の性格はたしかに型破りかもしれないけれど、彼は自分の役割を誰よりもよく心得ている。そのうえで、先王の崩御によって混乱した宮廷を新しい形で建て直しつつある。生まれを理由に、彼が今まで成してきたことまで否定されたくなかった。

（大切なのはどの家に生まれたかではなく、そこからどう生きていくかということなのに！）

　くやしさに口をつぐんだルティアの頭に、オスカーがフーッと深いため息をこぼした。

「所しよ詮せん、地方の伯はく爵しやく令れい嬢じようでしかないあなたには、理解してもらえないのかもしれませんね」

「……………………」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。おとなしくしていてくださるのなら、騎き士しの名にかけて、すべてが終わったあとに無傷であなたを解放します」

「……そうですか。よくわかりました」

　力なくうつむいたルティアのことを憐あわれに思ったのか、はたまたもう抵抗される心配はないと考えたのか、オスカーが喉元につきつけていた剣けんを鞘さやに収めようとした。

　その瞬しゆん間かん、ルティアはオスカーの顎あごに鋭するどい頭つきを食くらわせていた。

「くあっ……！」

　辺りを囲む近衛兵たちが剣に手をかけた、その時にはもう、ルティアはオスカーから奪うばった剣をその喉元につきつけていた。

「動くな！　仮にも女性を人ひと質じちに取っておきながら、騎士の名をかたるとは不届き千せん万ばん！　これ以上私に近づいたら、この男の命はないと思え！」

「ひっ……！」

　情けない悲鳴を上げたオスカーの首元を赤い血がつーっと一筋流れていく。自分の本気を知って顔をこわばらせた近衛兵たちの姿をルティアは油断なく睨ねめつけた。

　すべては一瞬だ。たとえわずかでも隙すきを見せたらやられる。反対に相手の不意をつくことができたら、この場から逃のがれられる。

　ルティアの考えは近衛兵たちにもよくわかっていたのだろう。自分を囲む輪がじりじりと狭せばまってきているのを感じる。

（陛下の足あし枷かせになるなんて死んでもごめんだ！　なんとかしてこの状じよう況きようを打破しなければ！）

　ルティアが剣を握にぎる手に力をこめた、その時、パチパチと手をたたく音が辺りに響ひびいた。

「誰だれだ!?」

「勇ましいな、うちのお姫ひめ様さまは」

　近衛兵たちが声のした方を一いつ斉せいに振ふり返る。

　雲が流れて、蒼あおい月が顔を出す。その下に、月光を集めて溶とかしたような銀ぎん髪ぱつの男が立っていた。さらにその隣となりでは、暗くら闇やみでもはっきりと色がわかるほど赤い猫ねこっ毛が揺ゆれている。

（シュヴァリエ隊長!?　それにラッツも!?）

　驚きよう愕がくに目を見開くルティアを見下ろして、シュヴァリエが愉ゆ快かいそうに口くちの端はしをつり上げる。

「そんな顔をするな。囚われの姫を助けるのは騎士の役目だと、昔から相場が決まっているだろう？　それにオスカー、本気で俺を倒たおすつもりなら、もう少し鍛きたえてから来い。おまえの送りこんできた連中が相手じゃ肩かた慣ならしにもならん」

（隊長のところにも追っ手が行ったのか？　それじゃあ、今回の黒幕は……）

「隊長！　あなたに恨うらみはありませんが、ご観念ください！」

　近衛兵の一人が決死の形相で斬きりかかっていく。しかし、まるで相手にならなかった。舞まうような軽かろやかさでシュヴァリエが剣を振るうと同時に、近衛兵の身体からだが地面に沈しずむ。

「まったく、これで近衛隊を名乗るとは情けない。俺が一から鍛え直してやろうか？」

　剣の柄で軽く肩をたたきながら、シュヴァリエが言う。

　それからの展開はあっという間だった。シュヴァリエが群がってくる近衛兵たちに次々と峰みね打うちを食らわせていき、倒れた身体をラッツが持ってきたロープで素す早ばやく拘こう束そくしていく。一方でルティアは、こりもせずに自分を人質に取ろうとする近衛兵たちの脇わき腹ばらを素人しろうとの「淑しゆく女じよらしく」、オスカーから奪った剣で力いっぱい殴なぐりつけていった。

　そしてわずか五分ののち、その場に立っていたのはルティアたち三人だけになっていた。

（さ、さすがにドレスを着たまま剣を振るうのはきついな……）

　大地に剣をつき刺さし、柄の上に手をついてハァハァと息をする。よろめきかけたルティアの身体をラッツが横から支えた。

「大丈夫か？　ルティウ……いや、ルティア姫。少し座るか？」

「いや、私は平気だ。それより教えてくれ。いったい今、なにが起きてるんだ？」

　ラッツが気まずそうな顔で横を向く。その視線の先にいたのはシュヴァリエだった。

　これだけ動いたあとでも息一つ乱れていない。彼は部下たち二人の戸と惑まどいに満ちた眼まな差ざしを受け止めて、ニヤリと笑った。

「心配するな。すべては俺の予想通り、狙ねらっていた獲え物ものがいよいよ網あみにかかっただけだ」
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　深い闇やみが部屋に落ちる。

「な、何事だ!?」

　室内に動どう揺ようが走るのを感じて、ヴァイスは剣を握る手に力をこめた。明かりの下で狙い撃うちにされることを恐おそれた彼は、燭しよく台だいの上に並んでいた蠟ろう燭そくの芯しんを剣の一いつ閃せんで斬り捨てたのだ。

　月が雲で隠かくされたのか、部屋に射さしこんでいた月光までもが勢いを失う。互たがいの輪りん郭かくすら満足にわからない闇の中で、ヴァイスは窓に向かって走っていた。

　囲まれていることがわかった今、ここは一度外に出て立て直しを図はかった方がいい。

（それにルティアの安否も確かめなければ！）

　窓まど枠わくに足をかけて飛び出そうとした。瞬間、ヴァイスは大きく右に飛んだ。顔のすぐ横を銀の刃が疾しつ風ぷうのようにつき抜ぬけていく。

「ほぅ、近衛隊にも少しは腕うでの立つ奴やつがいるんだな。だが、フランツに味方するなんて、頭の出来はたいして良くないな」

「この妾めかけ腹ばらがっ！」

「甘い！」

　ヴァイスは振り下ろされた剣を受け止めようとして、右みぎ肩かたに激痛が走るのを感じた。刃の先がすべって甲かん高だかい金属音を響かせる。

　続けて繰くり出された一いち撃げきをヴァイスはかろうじてはねのけたが、鈍どん器きで殴りつけられたような痺しびれが右半身に広がりつつあった。

「陛下、覚かく悟ご！」

　近衛このえ兵へいが剣を振り上げる。

　肩の痛みをこらえてヴァイスが剣の柄つかを握りしめた。

　その時だった。

　バーンッとけたたましい音を立てて、廊ろう下かへ続く扉とびらが開いた。

（援えん軍ぐんか!?　いや、あれは……）

　廊下に並んだ篝かがり火びを背にして立つ、細い人ひと影かげが見えた。顔は逆光になっていてわからないが、くびれた腰こし元もととふんわり膨ふくらんだスカートには見覚えがある。第一、こんな場所に来る女なんて一人しか考えられない。

「おまえたち！」

　激げき昂こうに満ちた一いつ喝かつが部屋に轟とどろいた。自分の知っているもののようでありながら、少し違ちがう。

（この声は……）

　ヴァイスがよく見ようとして目を眇すがめた。その一瞬に、部屋は再び闇に閉とざされてしまった。
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　ルティアの鋭い一喝を耳にして、シュヴァリエがその姿を隠すように、後ろで扉を閉める音が聞こえた。

　仄ほの暗ぐらい部屋の中、互いの姿さえ満足に見えないのに、どうしてわかってしまうんだろう？

　窓まど際ぎわにヴァイスがいる。その眼前に、月光を受けて輝かがやく銀の刃やいばがつき出されていた。

「おまえたちは自分がなにをしてるか、わかっているのか!?」

　自分の怒ど声せいに近衛兵たちが気け圧おされたのがわかる。ルティアは胸の前で固く拳こぶしを握りしめて続けた。

「近衛隊の解散宣言を理り不ふ尽じんに感じたのは私も同じだ。陛下の生まれに不満を抱いだいている者がいるのも知っている。しかし、今この方を失ったら、この国はどうなる!?　国王不在の、噓うそと陰いん謀ぼうで固められた日々に戻もどりたいのか!?」

「そ、そんなことにはなりません！」

　薄うす闇やみの先から上がった抗こう議ぎの声に、ルティアは耳を澄すませた。顔は見えなくても、この声には覚えがある。これは……。

「私は宮きゆう廷ていを在るべき姿に戻したいだけです！　先王の頃ころのような……」

（……今回の黒幕はフランツ様だったのか）

　怯おびえた甲高い声に、ルティアは意外さと同時に、すとんと腑ふに落ちるものを感じた。

　近衛隊の副隊長という地位にありながら、常に同い年のシュヴァリエと比ひ較かくされ、陰かげで無能とささやかれ続けてきた彼には、公こう爵しやくという身分以外にすがりつくものがなかったのだろう。そんな彼にとって、実力主義を掲かかげるヴァイスの姿勢はとうてい受け容いれられなかった。それは、彼が彼で在る最後の砦とりでまで奪うばうことになってしまうから。

（この方も憐あわれな人なんだな。もしシュヴァリエ隊長が同期でなかったら……王位に就ついたのが陛下でなかったら、違う人生もあったかもしれないのに）

　しかしそこまでわかっていても、ルティアにはフランツの暴挙を赦ゆるすことができなかった。

「フランツ様、あなたは近衛隊の役割をなんだと心得ていますか？」

「え……」

「近衛隊にとっての第一の責務は、『民たみ』に安あん寧ねいをもたらす国王をお守りすることではありませんか!?」

　叫さけんだルティアの脳のう裏りを、ヴァイスと過ごした日々が駆かけ巡めぐった。

　最初は自分もなんて嫌いやな男だと思った。けれど、今は知っている。皮肉と嫌いや味みで武装された仮面の下には、少年のような笑え顔がおが隠されていることを。

　人に媚こびることを知らず、理想を追い求め続けるがゆえに敵を作りやすい。その一いち途ずで不器用な姿に、ルティアはいつしか惹ひかれるようになっていた。

（失いたくないんだ、陛下のことを）

　この人の向かう未来さきを見たいと思った。一人の人間として、彼を支えていきたいと願った。だから──。

　ルティアは自分が貴婦人の格好をしていることも忘れて、グッと胸を張って叫んだ。

「さぁ、選べ。『豊穣神ルテイアに祝福されし王』を手にかけた反逆者として歴史に汚お点てんを残すか、それとも──」

「今ならまだ『近衛隊』に戻るという選せん択たく肢しも残されているぞ」

　シュヴァリエが横から添そえた言葉に、皆みなが明らかに心を揺ゆさぶられたのがわかる。

「すべてを失う覚悟がある者だけ、剣けんを持て！」

　とどめのようなラッツの一言に、止まっていた時間が動きだした。これ以上の抵てい抗こうは無む駄だだと悟さとったのか、近衛兵たちが次々と床ゆかに剣を置いていく音がする。

　ただ一人、フランツを除いて。

「陛下、ご観念ください！」

　雲間から射しこむ月明かりの下、ヴァイスの肩かためがけて上段に構えた剣が振ふり下ろされるのが見えた。

（フランツ様!?　なんてことを！　陛下は右肩を負傷なさっているのに！）

　ヴァイスがかろうじて受け止めた刃の間から、金属のこすれる嫌な音がこぼれる。

　その時にはもう、ルティアは駆けだしていた。わずかな光を頼たよりに、使い慣れた寝しん室しつを転びそうになりながら横切って、ベッドの下に隠しておいた剣に手を伸のばす。

　力負けしたヴァイスの身体からだがわずかに傾かたむいて見えた。一度は離はなれた刃が漆しつ黒こくの頭めがけて振り下ろされる。
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　次の瞬しゆん間かん、剣をつき出したルティアの両りよう腕うでにジンッとした衝しよう撃げきが走った。

「くっ……！　陛下！　今のうちに早く！」

「誰だれだ!?　ルティアなのか!?」

「私は──」

　喉のど元もとまで出かけた言葉をルティアは吞のみこんだ。陰の護衛であるルティアがヴァイスを助けたと悟られてはいけないのだ。

　腕の痺れが限界に達する。もう耐たえられないと思った、その時、ヴァイスの打ち出した剣の柄がフランツの胸を横からついた。

「フランツ様！」

　近衛兵たちがとっさに駆け寄ろうとする。彼らとフランツの間に、ラッツとシュヴァリエの二人が立ちふさがった。

　部屋の一番奥。

　雲間から月が再び顔を出したのか、窓から射しこむ蒼あおい光を受けて、色素の薄うすい髪かみが床の上に広がったのが見える。空気を求めて上下する喉元に、ヴァイスが静かに剣けん先さきをつきつけた。

「最後に、なにか言っておきたいことはあるか？」

　水色の瞳ひとみがじろりと動く。

　しんと水を打ったような静けさの中で、フランツがゆっくりと口を開いた。

「陛下、あなたはやはり『豊穣神ルテイアに祝福されし王』ではない。あなたほど『覇ルテ王イ神ウスに憑つかれし王』と呼ぶにふさわしい方を私は知りません！」

「……………………」

　ヴァイスは応こたえない。無言で見下ろされる重圧に耐えられなくなったのか、フランツの目め尻じりに涙なみだがにじんだ。

「わ、私はたしかに騎き士しとして一流でなかったかもしれませんが、自分が間ま違ちがったことをしたとは思っていません。この宮廷において、どれほどの者があなたの理想を受け容れるとお思いですか？　あなたの進む先には、今に屍しかばねの山が築かれる。かつて、あなたが親友を自らの手で殺したように！」

（…………どういうことだ？）

　フランツの告白に、その場にいた全員が困こん惑わくして立ちつくすのがわかった。

（陛下の親友だと思われる方は、二ヶ月前に病気で亡なくなったはずじゃ……）

「そうか、言いたいことはそれだけか」

　いつもより低くなったヴァイスの声が、その場の張り詰つめていた空気を打ち破った。

　ハッとして横を仰あおぎ見る。蒼く冷たい光を背に受けて、剣を握にぎった手が大きく振り上げられた。暗くて表情まで読めないが、纏まとう空気が険しくなっているのを感じる。

（まさか陛下……！）

　銀色に光る刃の切っ先がフランツの顔めがけて振り下ろされる。

　ドスッという鈍にぶい音が上がった。

　フランツの顔がカクンと横に倒たおれる。

「フンッ！　大口をたたいておきながら、この程度で気を失うとは情けない。本気で俺を倒すつもりなら、最後まで俺の目を睨にらみつけたままでいるくらいのことはしろ！」

　ヴァイスが床につき刺さした剣を引き抜ぬいて、不ふ愉ゆ快かいそうに言い放つ。

（フランツ様が相手じゃなくても、あの状じよう況きようで正気を保っているのは難しいんじゃないか？）

　ヴァイスの言っていることは無む茶ちや苦く茶ちやな気もしたが、それでも彼が最悪の行動に出なかったことに安あん堵どして、ルティアは深い息をついた。

　今のことで今度こそ完全に戦意を喪そう失しつしたのか、抗議の声を上げる者はもういなかった。

（よかった、ひとまずこれで安心だ。あとは今回の陰謀に荷か担たんした者たちに事情を尋たずねて……って、ちょっと待てよ！）

　すっかりルティウスに戻りかけていたルティアは、ハッとして自分の服に触ふれた。薄闇の中ではよく見えなかったかもしれないけれど、自分は今なめらかな絹のドレスを着ているのだ。

（今の格好を陛下に見られたら……）

「おい、誰か明かりを持ってこい！　この事件に携たずさわった者たちの顔をあらためるぞ！」

　ヴァイスの言葉に応じて、廊ろう下かへ続く扉とびらが開けられる。今までの淡あわい月明かりに代わって、人工の光が部屋に射さしこんでくるのを見た途と端たん、ルティアの全身から血の気が引いていった。

　このままではフランツの罪だけでなく、自分の正体まで白日の下に晒さらされてしまう。

（だけど、今さら逃にげられないし……とりあえず剣だ！　剣を置こう！　それから扇おうぎで顔を隠かくして……って、こんな殺さつ伐ばつとした空気に扇は似合わない！　とりあえずここは……）

　焦あせったルティアは自分の姿が完全に照らし出される前に、パタッとその場に座りこんだ。

（そう、貴婦人なら血を見て倒れたっておかしくないはずだ！　ここは全力で腰こしが抜けた振りをしよう！）

　普ふ段だんの勇ましさも男気もすべてスカートの下に隠して、精せい一いつ杯ぱいか弱そうな表情を作っていると、気づいたヴァイスが近づいてきた。

「ルティア、やっぱりおまえだったのか」

　ヴァイスの顔に、少年のように明るい笑みが浮うかぶ。

「俺がフランツに斬きられそうになった時、おまえが助けてくれたんだろう？　おまえは──」

「違ちがいます！　私ではありません！」

　ヴァイスの眉まゆがピクッと不可解そうに跳はね上がる。

「おまえでないなら、誰が俺を助けたと言うんだ？」

「えっと、その、あれは私ではなくて……ルティウスです！」

「おまえの従兄いとこの、か？」

「は、はい……」

　限りなく疑わしげな眼まな差ざしを注がれて、ルティアは目を逸そらしたくなった。しかし、ただでさえ怪あやしいのに、ここで怯ひるんではやましいことがあると全力で主張しているようなものだ。

　ヴァイスが自分の顔をじーっと見下ろす。

　ルティアの背中を嫌いやな汗あせが伝い落ちた。

（そ、そんな目で見られたって、私にはなにもできないのに！）

　これ以上誤ご魔ま化かすのはさすがに無理かと思い始めた頃ころ、シュヴァリエがヴァイスの前に一ひと振ふりの剣を差し出してきた。

「なんだ、これは？」

　訝いぶかるヴァイスの前で、にっこり笑ったシュヴァリエが剣の柄つかに埋うめこまれているロケットを軽く指ではじいてみせる。

「これは先ほどフランツの刃やいばから陛下をお守りした剣です。このロケットに刻まれている百合ゆりの家か紋もんには見覚えがあります。ルティア姫ひめのおっしゃる通り、これはルティウス・フォン・リリフォーレのものに相そう違いありません」

「それで、その持ち主は今どこにいる？　剣を捨てて途と中ちゆうで帰ったのか？」

「そういえば、最初に部屋に入った時、連隊長の声を聞いた気がしたけど……」

「おまえもか？　だけど、さっきから姿が見えないよな？」

　ヴァイスのつっこみを受けて、ルティアたちと一いつ緒しよに来た味方の近衛このえ兵へいたちまでもがざわざわと騒さわぎだす。

　まずい。

　非常にまずい。

（これならまだ、ルティア姫が陛下を助けたと言っておいた方がましだった！）

「ふぅん」と腕うでを組んだヴァイスが部屋を見回して、最後に再びルティアの方を向いた。

「なぁ、ルティア。おまえの従兄はどこへ行ったんだ？」

「それは……」

「ルティウスでしたら、先ほど私が外へ連れ出しました」

（えっ!?）

　声のした方を向くと、燭しよく台だいを持ってきたラッツが部屋の隅で手を挙げているのが見えた。

「本来でしたら、しかるべき挨あい拶さつをしてから退出させるべきところでしたが、先ほど陛下をお守りした際に肩かたを痛めたようでしたので、私が独断で治ち療りように向かわせました。差し出がましい真似まねをしてしまって、申し訳ございません」

「そうか、それなら構わないが……」

　なおもなにか言いたそうにしているヴァイスの横で、シュヴァリエが床ゆかから拾った鞘さやにルティアの剣けんを収めた。カツン、と鍔つばが鞘に触れる音に引かれて、ヴァイスが振ふり返る。その漆黒の眼差しを正面から受け止めて、シュヴァリエは穏おだやかに微笑ほほえんだ。

「陛下、ルティウスのこともいいですが、今はどうかルティア姫の勇気をお称たたえください。自分を捕とらえに来た者たちに全力で抵てい抗こうしたばかりか、陛下の異変を悟さとるなり、先せん陣じんを切ってこの部屋まで私たちを案内してくれたのですから」

「そうなのか、ルティア？」

「え？……あ、はい！」

　助け船を出してくれたラッツとシュヴァリエの二人に、ルティアは心の底から感謝した──が、このあと「淑しゆく女じよ」としてどう反応したらいいのか、さっぱりわからなかった。

（ここは笑え顔がおで功を誇ほこるのがいいか？　それとも奥ゆかしく恥はじらった方がいいのか？　どっちが正解だ!?）

　悶もん々もんと悩なやんでいるルティアの隣となりで、ヴァイスが急にひざまずいた。

「ルティア、まさかおまえ、怪け我がをしてるんじゃないだろうな？」

「……え？　いいえ！　そんなことは全然！　まったく！　これっぽっちもありません！」

「なら、どうしてさっきから座ったままでいる？」

「これは、その……そう！　本物の剣けん戟げきを間近で見たら、腰が抜けてしまいまして！」

「先陣を切って近衛兵たちを連れてきたり、大の男を一発で気絶させたりできる女が、これくらいのことで臆おくするのか？」

（……しまった！　陛下には私の本ほん性しようを見られてたんだ！）

　せっかくか弱い貴婦人を演じていたのに、このままでは一いつ貫かん性がなさすぎる。

（けど、今からいきなりピンピン立ち上がるのも怪しいし……）

　笑顔を引きつらせたまま、目を泳がせる。

　その時だった。身体からだがふわっと宙に浮くのを感じて、ルティアは目を瞠みはった。

　さらりと揺ゆれた黒くろ髪かみが額に触れる。長いまつげが信じられないほど近くで瞬またたくのを見て、ルティアはようやく理解した。

　自分は今、ヴァイスの腕に抱だき上げられているのだ、と。

「陛下!?　なにをなさってるんですか!?」

「耳元でわめくな。うるさい」

「あ、申し訳ありません。ですが、そのっ……！」

　シュヴァリエやラッツもいる前でこんな姿を晒すなんて！

（いや、ルティア姫だったら問題ないのか？　でも、このまま抱かれていたら私が本物の女だってばれてしまう！　そのことを隊長やラッツにばらされたら……！）

　いくら胸がないといったって、さすがに誤魔化しきれない。

「陛下！　どうかルティ……ア姫をお放しください！　お体からだに障ります！」

　助け船は意外なところから来た。ルティアの懸け念ねんを別の意味で受け取ったラッツが、ヴァイスの前に立ちふさがったのだ。

（そっか、ラッツは私が男だと思ってるんだもんな……）

　一国の王の婚こん約やく者に女装男をあてがったと知られたら、とんでもないことになる。ルティアは心の中でラッツを応おう援えんしたが、彼の制止は黒く鋭するどい一いち瞥べつに吞のみこまれてしまった。

「俺の邪じや魔まをするな。こいつをいつまでもこんな場所に置いておくわけにはいかないからな。とりあえず俺の部屋に運ぶ」

「そんな！　下ろしてください！　私は負傷兵じゃありませんから！」

　とっさに叫さけんだルティアの言い訳に、ヴァイスが目を丸くする。視界の端で、ラッツが盛大に頭を抱かかえるのが見えた。

（またやってしまった！　貴婦人が『負傷兵』なんて単語を使うはずないのに！）

「おまえは本当におもしろい女だな。だが、今回ばかりは観念しろ」

　クックッと楽しそうに笑ったヴァイスが顔を覗のぞきこんでくる。

　漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを満たしているのは自分一人。

　互たがいの息いき遣づかいさえ感じられるほどの近きん距きよ離りで、形のいい唇くちびるがニヤリとつり上がる。微び熱ねつを帯びた吐と息いきが首筋に触ふれるのを感じて、ルティアは「ひゃっ！」と変な声を上げそうになった。

　──一いつ瞬しゆん、食べられるかと思った。

　ビクビクとしたルティアの反応を愉たのしむように、背中に回されたヴァイスの腕に力がこもる。

「今夜くらい、おとなしく俺に抱かれていろ」

「ですが、それではお怪我をなさっている右みぎ肩かたが──」

「気にするな。あとでおまえが例の薬を塗ぬってくれるのだろう？　違ちがうか？」

「……………………」

　ここまで言われてしまっては、もうなにも反論できない。

　急におとなしくなったルティアを満足そうに抱だきしめて、ヴァイスが近衛兵たちの間を歩いていく。

　別人の姿をしているとはいえ、今の自分を近衛隊の仲間に見られるのは途と方ほうもなく恥ずかしくて、ルティアはしがみついたヴァイスの胸に顔を埋めた。

　トクトクと温かな鼓こ動どうを頰ほおに感じる。それはヴァイスのものか、それとも自分の胸の高鳴りかわからない。でも──。

（この気持ちは忠誠心でいいんだよな？）

　自分の心に尋たずねた問いに、ルティアはなぜか答えを返せなかった。
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　フランツたちの反乱から一夜明けた朝、男の姿に戻もどったルティアは一人でシュヴァリエの執しつ務む室に向かっていた。

　晴れやかに澄すんだ空の下、紺こんを基調とした制服に明るい白金の髪かみがよく映はえる。中性的な美び貌ぼうは今日も貴婦人たちから賞賛を浴び続けていたが、よく見ると、目の下にうっすらとクマが浮うかんでいるのがわかる。

（まぁ、昨日の状態でぐっすり安あん眠みんできる方がおかしいしな……）

　ルティアは近衛隊から永久に追放された副隊長の顔を思い浮かべて、そっとため息をこぼした。

　昨夜、ヴァイスの指示で捕らえられた近衛兵の数は二十一名に達した。

　幸いルティアやラッツの指揮する第一・第二連隊の者は含ふくまれていなかったが、近衛隊の五人に一人がフランツの陰いん謀ぼうに荷か担たんしたことになる。夜会での投石も、馬に射られた矢も、すべて彼の指示で行われていたらしい。

（あの気弱なフランツ様をあそこまで思い切らせてしまうなんて……陛下の敵はまだこれから増えるだろうな）

　改革の波が激しく、鋭ければ鋭いほど社会は急速に良くなっていく。しかし、それは一方で、今までなにもしてこなかった貴族たちに無能の二文字をつきつけて、追い詰つめることになる。今回のフランツがそうであったように。

（もう少しだけでいいから、相手を刺し激げきしないで済む方法はないのか？　それに……）

　昨夜、フランツが最後に告げた言葉がルティアの脳のう裏りをよぎった。

（陛下が親友を殺したっていうのは、どういう意味だろう？）

　あれはフランツが自分たちを動どう揺ようさせるためについた噓うそだったのか、それとも──。

　ルティアが悶々と悩みながら官舎の廊ろう下かを歩いていると、目指している先の扉とびらが勝手に向こうから開いた。

「ああ、ルティウスか。ちょうどよかった。今からおまえを呼びに行こうと思っていたんだ」

　シュヴァリエが、彼にしてはめずらしく疲つかれたように微笑ほほえむ。

「隊長、大だい丈じよう夫ぶですか？　昨日は寝ねてないのでは？」

「心配するな。徹てつ夜やの一日や二日でくたばるほど、やわじゃない」

　シュヴァリエが軽く答えて、ルティアを中に招き入れる。扉を閉めて二人きりになった途と端たん、ルティアはシュヴァリエに向かって垂直に頭を下げた。

「昨日は申し訳ありませんでした！　みんなが副隊長たちを捕らえるために動いている中、私だけなにも手伝うことができなくて！」

　フランツの陰謀を暴あばいたあと、ヴァイスの部屋で彼の怪我した右半身に例の薬を塗ったところまではよかった。けれど、ルティアはそのまま部屋から出してもらえなくなったのだ。おかげでフランツの事情聴ちよう取しゆに加わることも、ヴァイスの護衛を続けることもできなかった。

「こんな時こそ、近衛隊の第一連隊長として機き敏びんに動かなければならなかったのに！」

　落ちてきた髪で視界が隠かくれる。深く垂れた頭に、大きな手がポンと置かれた。

「隊長？」

「気にするな。おまえは陰かげの護衛として今までよく働いてくれた。おまえを連隊長に選んだ俺の判断は決して間ま違ちがってなかった。女装まで完璧にこなせる部下なんて、欲しいと願っても、なかなかいないぞ？」

　シュヴァリエが茶目っけたっぷりに笑ってみせる。その姿に、ルティアは胸の奥底から温かいものがこみ上げてくるのを感じた。いつもひどい無む茶ちやぶりばかりしてくるくせに、どうしてこの人は上官として一番欲しい言葉を一番欲しい時にくれるのだろう。

（一瞬、隊長を黒幕かと疑って悪かったな）

　心の中でそっと謝っていると、シュヴァリエが頭から手を離はなした。

「ところで、ルティウス。今日はこれからのことについて、おまえと話そうと思ってな」

「は、はい！」

　自分の方は謝ったおかげですっきりしたが、シュヴァリエの用事をまだ聞いていなかった。

　ルティアが緊きん張ちようして背筋を正した、その時、執務室の扉が今にもたたき壊こわされそうな勢いで外側から何度もノックされた。

「誰だれだ？　鍵かぎはかかってないから、入ってこい」

　シュヴァリエが許可すると同時に、明るい朱しゆ色いろの猫ねこっ毛が飛びこんできた。

「ラッツ!?　急にどうしたんだ？　しかもその顔！」

　いつも大きな目を腫はれぼったく細めて、額に透とう明めいな汗あせをびっしりかいている。ラッツはシュヴァリエの顔を見るなり、ルティアには目もくれず、肩かたで息いきをしたまま入口から叫んだ。

「隊長、大変なんです！」

「なにがだ？　昨日よりひどいことなんてめったに起きないと俺は思っていたが、違うのか？」

「それとは別の方向で大変なんです！　陛下が今からここに来るとおっしゃって──」

「今からではない。俺はもう扉の外にいるぞ」

（え!?）

　聞き慣れた低い声に、ルティアの心臓が止まりかけた。

　ここは自分のテリトリーだと思って完全に油断していた。扉をふさいでいるラッツの後ろから、大きな影かげが差して見える。

「陛下、あなたという方は、また急に……」

　シュヴァリエがこめかみを指で押さえてうめく。

　それより慌あわてたのはルティアの方だった。せっかく今までルティウスとして顔を合わせずにきたのに、最後の最後でルティア姫ひめと同一人物だと勘かんづかれるわけにはいかない。

（えーと……窓！　窓から逃にげるか!?）

　猛もうダッシュで窓まど枠わくに足をかけようとしたルティアの腕うでを、シュヴァリエが後ろからつかんだ。わずかにこわばった顔が無言で執務机の方を向く。意図を察したルティアが転がりこむようにして机の下に隠れたのと、ヴァイスが部屋に入ってきたのとは、ほぼ同時だった。

「俺はシュヴァリエと話したいことがあるから、しばらく二人にしろ」

　ヴァイスが片手を振ふってラッツを外へ追いやる。ルティアは「げっ」と叫さけびそうになった口を慌てて手で押さえた。

（隊長と二人でってことは……私がここにいたら、まずいんじゃないか!?）

　執務机の壁かべには、二頭の獅し子しが向かい合う王国旗に加えて、身だしなみに厳しい近衛隊のために鏡が掛かけられている。ルティアは鏡越ごしにラッツに助けを求めて手を振ってみたが、彼は気づかずに部屋を出ていってしまった。

（ラッツの奴やつ！　残された私はどうすればいいんだ!?　耳をふさいでいればいいのか!?）

　机の下でわたわたと慌てながらも、目は鏡の中の動きを追ってしまう。

　敬礼をしたシュヴァリエの前で、ヴァイスが腕を組む。その顔がわずかに上向いた瞬しゆん間かん、鏡に映った漆しつ黒こくの双そう眸ぼうを見て、ルティアは息を吞んだ。

　昨晩、自分に向けられた眼まな差ざしと明らかに違う。まるで何日も食を断たれた肉にく食しよく獣じゆうのように不ふ機き嫌げん極きわまりない顔がシュヴァリエを睨にらんでいた。

「今日は、どうしてもおまえに確かく認にんしておきたいことがあってな」

「なんでしょうか？」

　どれほど鋭するどい眼光を向けられても、シュヴァリエはまったく意に介かいさない。それどころか、精せい悍かんな顔にうっすらとした笑えみさえ浮かべている。その眼前に、ヴァイスが一枚の紙をつきつけた。

（あれはたしか……）

「俺は『逃げるな』と書いた手紙をルティアに渡わたすよう、おまえに命じたはずだ。なのに、昨日あいつから回収したこの紙には『最初に出で逢あった庭で待っていろ』と書かれていた。もちろん俺の筆ひつ跡せきじゃない。おまえ、フランツたちが行動を起こしやすくなるように、わざと途と中ちゆうで手紙をすり替かえる機会を与あたえてやったな？」

（…………どういう意味だ？）

　ルティアは混乱する頭で、昨夜のことを一いつ生しよう懸けん命めい思い出そうとした。

　そう、昨日は部屋でヴァイスを待っている自分のもとに、第四連隊長のオスカーが待ち合わせ場所の変へん更こうを告げる手紙を持ってきた。それから二人で庭に出て……。

「この手紙に書かれているのは、たしかに陛下の筆跡ではありませんね」

　内容をあらためたシュヴァリエが、形のいい眉まゆを中央に寄せる。

「陛下からお預かりした手紙をルティア姫に渡すよう、私はオスカーに命じましたが……まさか途中で中身をすり替えられるなんて思いもしませんでした。驚おどろきです」

「なにが驚きだ。平然とした顔でよく言う。フランツたちの中に自分の息のかかった者たちを潜もぐりこませて、奴らの動向を逐ちく一いち監かん視ししていたのはどこのどいつだ？」

（あ、そういえば……）

　ヴァイスの言葉に、ルティアは胸にわだかまっていた疑問が一気に解消していくのを感じた。

　昨夜、自分たちがヴァイスのもとに駆かけつけた時、あっさり投降する者が相次いだが、彼らの中にはフランツの味方の振りをしていただけで、本当はシュヴァリエの命に従っていた者たちも混ざっていたのか！

　それなら、わかる。夜会のあった翌朝、シュヴァリエが執しつ務む室で誰かとこっそり話していたのも、馬に矢を射かけられた時、彼が真っ先に駆けつけられた理由も。

「おまえも知っているように、俺は近衛隊の不ふ穏おん分ぶん子しをあぶり出す方法についてずっと考えていた。近衛隊の解散なんて無茶な要求をつきつけたのも、奴らの決起を促うながして動かぬ証しよう拠こをつかもうとしたためだ。だが、そのためにルティアまでエサに使っていいと言った覚えはないぞ」

「さすが陛下。そこまで推察なさっていらしたとは立派です。たしかに私自身もわざと夜会の日に視察に出向いたり、陛下がルティア姫を気に入ってらっしゃるという噂うわさを流したりして、彼らが動きやすくなるように仕向けました。ですが──」

　底光りのする漆黒の双眸を見返して、シュヴァリエがにっこり微笑ほほえむ。

「どんな場合でも、敵を騙だますにはまず味方からと申すでしょう？」

「人のことをエサに使っておきながら、味方気取りか？」

「私はあなたの忠実な臣下ですよ。少なくとも、あなたがあなたのままでいらっしゃる間は」

「……食えない奴だ」

　睨み合う男たちの姿に、隠れて様子を窺うかがっていたルティアの方が手にぐっしょり汗をかいてしまった。

　鏡に映ったシュヴァリエの姿を目で追う。いつも部下に対して厳しい人だと思っていたけれど、それは上に立つ者が相手であっても変わらないらしい。

「ところで陛下、今回のことで近衛隊の存在にはもう飽あき飽あきなさいましたか？」

（え？　近衛隊に飽きたって……そうだった！）

　シュヴァリエの急な問いかけにびっくりして、ルティアは机に頭をぶつけそうになった。

（そういえば、陛下は近衛隊の解散を宣言なさってたんだ！　さすがに、あんなことがあったあとじゃ、解散させられたって文句は言えないよな。だけど……）

　責任感と名残なごり惜おしさの間でもがくように唇くちびるを嚙かみしめる。うつむいたルティアの耳に、めずらしくためらうようなヴァイスの声が聞こえてきた。

「決断を下す前に一つ確認しておきたいんだが……その、フランツと交戦中の部屋に入ってくるなり檄げきを飛ばしたのは、ルティアの従兄いとこのルティウスで間ま違ちがいないんだな？」

（え!?）

　ドキッと跳はね上がった心臓をルティアは制服の上から押さえた。

（どうしてここで急に『ルティウス』の名前が出てくるんだ!?）

　息をひそめて鏡の中を窺っていると、シュヴァリエがはっきりうなずくのが見えた。

「昨夜も申し上げましたように、先せん陣じんを切ってあなたを助けに向かったのはルティア姫ですが、フランツたちの説得を試みたのは彼女の従兄のルティウスです」

「そうか……」

　ヴァイスが思案するように顎あごをなでる。固かた唾ずを吞のんで次の言葉を待つルティアの耳に、やがて彼がフッと小さく笑う声が聞こえた。

「ああいう骨のある奴がいるなら、近衛隊も捨てたもんじゃないな。よし、わかった。ヴァイス・フォン・フロイデンの名において命じる。シュヴァリエ・フォン・リベルテ、おまえは今日から近衛隊の再編成に取り組め」

「仰おおせのままに」

　シュヴァリエがニヤッと唇の端はしをつり上げる。忌いま々いましげに顔をしかめた主君の前で、彼は優ゆう雅がにひざまずいて頭こうべを垂れた。




「ルティウス、今聞いた通り、陛下が近衛隊の存続を許可なさった。これから忙いそがしくなるぞ」

　ヴァイスの去った執務室で、机の下からのこのこ這はい出してきたルティアにシュヴァリエが満面の笑みで話しかけてくる。

「おまえとラッツの指揮する第一・第二連隊はよかったが、問題はオスカーが隊長を務めていた第四連隊だな。奴の隊からは十六人もの造反者が出た。残った四人をおまえとラッツの隊に振り分けるから、そのつもりでいてくれ」

「はい。近衛隊の名めい誉よ回復のためにも、全力を尽つくさせていただきます。ですが、そうなると今後、陛下の護衛は……」

　自分から訊きいておきながら、ルティアはだんだんと声から力が失われていくのを自覚していた。近衛隊の存続は純じゆん粋すいに嬉うれしかったけれど、正規の護衛が復活したら、国王を陰かげから守る「ルティア姫」はもう必要なくなる。

（これでいいんだ。最初からそのつもりだったじゃないか……）

　ルティア姫は本来この世に存在してはならない、かりそめの婚こん約やく者候補だ。任務の完かん了りようとともに消えることを願っていたはずなのに、胸を刺さすようなこの寂さびしさはなんだろう？

　自分でもわからない感情を持て余して、胸元を押さえる。落ちこんだルティアの肩かたをシュヴァリエが後ろから軽くたたいた。

「今までご苦労だった。明日あしたからはいつもの任務に戻もどれ」

「…………はい」

　自分はいったいなにを望んでいたんだろう？

　ルティア姫ひめさえいなくなれば、本物の女ではないかと疑われる心配もなくなるのに……。

「ルティウス？」

　シュヴァリエに名前を呼ばれて、ルティアは顔を上げた。

「ボーッとしてしまって、すみません。近衛隊の再編に際して、今後ともご指導ご鞭べん撻たつのほど、どうぞよろしくお願いいたします」

「ああ、期待してる」

　ルティアは心を隠かくすように敬礼をして、シュヴァリエの執務室をあとにした。




　五分後、シュヴァリエは一人になった部屋で、壁かべに飾かざられた王国旗を眺ながめていた。

「俺は迷めい信しんなんて信じない方なんだが、なかなか興味深い展開になってきたな」

　二頭の獅し子しが描えがかれた王家の紋もん章しようを見上げる。一ひと振ふりの剣けんを挟はさんで左に立つ黒い獅子は覇ルテ王イ神ウスを、右に立つ赤い獅子は豊穣神ルテイアを示している。

　フロイデン王国の王は、この二つの顔を持つ神の祝福を等しく受けると言われていた。ただ一人、いずれかの神から異様なまでに愛されるという黒くろ髪かみの王を除いて。

「覇は権けんか、豊穣か……王国の守護神と同じ名前を持つあいつは、陛下にとっての豊穣のルテ女神イアになれるかな？」

　シュヴァリエの独白は、初夏のほのかな熱気に溶とけて消えた。
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　ヴァイスが近衛隊の解散を撤てつ回かいした晩、ルティアは彼の部屋のソファーの上で、全身にだらだらと冷や汗あせをかいていた。

（なんでこんなことになったんだろう？　絶対におかしい）

　本当は晩ばん餐さんのあと、ヴァイスに別れを告げて、さっさと帰るつもりでいた。それもちゃんと「昨夜の事件を受けて、陛下の婚約者候補でいられる自信がなくなりました」というもっともな理由まで用意して。

　なのに、「陛下にご挨あい拶さつに参りました」と切り出すなり、有う無むを言わさずソファーに座らされてしまった。しかも目の前には今、二人の間で使い慣れてきたチェス盤ばんまで置かれている。

（これで最後だからいいか、なんて思った私も悪いんだけど！）

　白い王キングの前に進められた黒い騎士ナイトを見て、ルティアの顔が引きつる。視線だけわずかに上向けると、至し極ごく愉ゆ快かいそうな表情かおをしたヴァイスと目が合った。

「さぁ、賭かけは俺の勝ちだ。覚かく悟ごはいいな？」

　余よ裕ゆうに満ちた笑えみを向けられて、ルティアは頭を抱かかえた。

　この勝負で負けた者は、勝った方の言うことを一つだけ聞く──それが、ヴァイスに提示された賭けの内容だった。

（陛下が私に要求してくることなんて決まってるのに！　どうしてこんな勝負に乗ってしまったんだろう？）

　護衛の任を解かれた今、「ルティア」がヴァイスの前に現れることはもうなくなる。自分が婚約者候補でいた間は一夜の夢のように思ってもらいたかったのに、最後に素す性じようを根ね掘ほり葉は掘ほり尋たずねられては、きれいなお別れとは程ほど遠とおくなってしまう。

「どうした？　まさか今いま頃ごろになって、賭けをなかったことにするなんて言わないよな？」

「も、もちろん約束を違たがえるつもりはありません！　ただ……」

「ただ、なんだ？」

　心の中まで見み透すかすような視線に晒さらされて、ルティアは膝ひざの上でギュッと拳こぶしを握にぎりしめた。

「陛下のお願いについてお聞きする前に、先に申し上げておきたいことがあります！　その、私はルティア・フォン・リリエンタールという伯はく爵しやく家の令れい嬢じようで──」

「そうだな。俺もおまえが『ルティア姫』であることは認める」

「はい、ですから──って、認める!?」

「ああ」

　あっさり首を縦に振ふったヴァイスを見て、ルティアは言葉を失った。てっきり最後まで自分の経歴についてしつこく尋ねられると思っていたのに、拍ひよう子し抜ぬけもいいところだ。

（そうか、陛下もついにあきらめてくれたのか……でも、待てよ。それなら陛下はなにを思って私に賭けを持ちかけたんだ？）

　こちらを向いた漆しつ黒こくの瞳ひとみは明らかに今の状じよう況きようをおもしろがっている。なんだか嫌いやな予感がしてソファーの縁ふちまであとずさった自分を見て、ヴァイスが立ち上がった。彼はまっすぐ寝しん室しつに向かうと、テーブルの上から取ってきたそれを身構える自分の眼前につきつけてきた。

「あの、これはいったい……」

　何度も瞬まばたきを繰くり返す。ヴァイスが手にしているのは一冊の本だった。しかも、なめらかな赤い革かわの表紙に金字で書かれているのは……。

（陛下と、私の名前？）

　不思議に思って手を伸のばすと、指先が骨張った大きな手に触ふれた。

「あっ！　す、すみません！」

　自分の手との違いに驚おどろいて、慌あわてて引っこめる。その手をヴァイスが強ごう引いんにつかんで自分の方に引き寄せた。

「へ、陛下!?」

　手て袋ぶくろ越ごしに触れた指先が熱を持つ。

　息をすることすらままならない。深い眼まな差ざしに囚とらわれたまま、じりじりと身を焦こがすような熱が全身に広がっていくのを感じる。

　頰ほおを火ほ照てらせたルティアを見下ろす、ヴァイスの口元が不意にフッとゆるんだ。

「これが俺の願いだ」

「…………え？」

「今後、俺はおまえの過去について一いつ切さい問わない。だが、おまえは俺についていろいろ知っているくせに、俺がおまえについて知っているのはチョコレートが好きなことと、いつも手袋をしていることだけなんて、さすがに不公平だからな。これから俺がいないところで、おまえがその日に見たことや感じたことをその冊子に書いて俺に渡わたせ。いいか、毎日だぞ？」

「……つまり、これは業務報告のようなものでしょうか？」

「違ちがうっ！」

　ルティアの質問はなぜか大声で否定されてしまった。しかし、それならヴァイスはなんのためにこんなものを用意したのだろう？
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　本気で理由がわからなくてじーっとヴァイスを見つめていると、彼にしてはめずらしく自分の方から気まずそうに手を離してしまった。

「あのな、この冊子はそういう公的なものじゃなくて……まぁ、その……おまえがなにか書いて持ってきたら、今度は次のページに俺も一日のうちにあったことを記して、おまえに返す。だから、もう二度と偽にせの手紙になんて騙だまされるな！　婚約者の筆ひつ跡せきくらい覚えておけ！」

（え？　婚約者？　候補ではなくて？）

「なんだ？　おまえは俺が婚こん約やく者では不服か？」

　すねたような目で睨にらまれて、ルティアは頭がまっ白になるのを感じた。

（ちょっと待て！　婚約者って……私は陛下にお別れを告げに来たのに、ここで昇しよう格かくしてどうする!?）

「急に黙だまりこんでどうした？　なにか俺に言っておきたいことでもあるのか？」

　訴うつたえたいことなら山ほどあったけれど、まさか正直に事情を打ち明けるわけにはいかない。ルティアはこんがらかった頭を整理するように、大きく息を吸って背筋を正した。

「陛下、その……陛下のお心は非常に嬉うれしいのですが、実は今日、私はお暇いとまを乞こいに来たものでして……」

「暇乞いとはなんだ？」

「それはもちろん、実家に帰らせていただくという意味です」

「なぜ今頃になって、急にそんなことを言いだす？」

「へ？　なぜって、それはその……」

　ルティアは膝の上に置いた冊子の上で固く手を組んで、あらかじめ用意しておいた答えに声を吹ふきこんだ。

「陛下もご存じの通り、昨夜の事件は私にとって大変恐おそろしいものでした。あの時のことを思い出すと、今でも震ふるえが止まらなくて……」

「俺にはおまえが今、堂々と胸を張って受け答えをしているように見えるんだが、気のせいか？」

「今日は目がお疲つかれになっているんです！　私は本気で怖こわがっていますのに」

「おまえがそんなかわいいことを言うたまか？」

「そう思われるかもしれませんが、私だって、その……一応淑しゆく女じよの端はしくれですから！」

　きっぱり言い切るルティアを見て、ヴァイスが吹き出す。

「おまえが普ふ通つうの『淑女』だなんて、たちの悪い冗じよう談だんだ。だが、今日はよしとしよう。いずれにせよ、おまえが俺から逃にげることなんてできないからな」

「はい？」

　訝いぶかるルティアの膝を指さして、ヴァイスがニヤリと笑う。

「おまえは俺との賭けを忘れたのか？　おまえは毎日あったことをその冊子に書いて、俺に渡すと言った。俺との約束を破ったらどうなるか、わかってるだろうな？」

「あっ……」

　底光りのする黒い瞳に見つめられて、ルティアはようやく理解した。

（しまった！　この冊子は罠わなだったのか！）

　ヴァイスはもしかしたら最初から気づいていたのかもしれない。今日、自分が「挨拶」に来た時点で逃げようとしていたことを。

　彼はまだあきらめていない。これからも「ルティア」である自分をそばに置いて、その正体を探さぐり続けるつもりだ。

（でも、そんなことになったら、私はこれからも陛下の婚約者候補を……というか、今度は婚約者になるのか!?　これ以上一いつ緒しよにいたら、さすがにばれるぞ！）

　自分がルティウスであることも、そのルティウスが本当は女であることも知られてはならない。それはどちらも身の破は滅めつを意味するから。

（せっかく解散を免まぬかれた近衛隊のためにも、姉上やシリルのためにも、これ以上危ない橋を渡ることはできない！）

　なんとかしてあきらめてもらおうと思って、ヴァイスの顔を見たルティアは──胸むな元もとを手で押さえてうつむいた。

　ヴァイスは笑っていた。それも少年のように屈くつ託たくのない顔で。

　再びルティウスとして護衛につく日が来たとしても、彼が自分に見せる顔はきっと違う。また他人として出で逢あうことを考えると、もう少しだけ「ルティア姫ひめ」としてそばにいたいと願ってしまう。

（でも、私一人の判断で決められることじゃないし……）

「なぁ、ルティア」

「は、はい!?」

　急な呼びかけに裏返ったルティアの声を聞いて、ヴァイスが笑う。

「別に取って食ったりしないから、安心しろ。賭かけとは別に、今夜はおまえにもう一つ頼たのみたいことがあるんだ」

「陛下が私に『頼み』……ですか？」

　ヴァイスのお願いなんて今の賭けと一緒で、取って食べられるよりたちが悪いかもしれない。緊きん張ちようするルティアに向けて、彼は大おお真面目まじめに告げた。

「おまえの従兄いとこのルティウスは、おまえが言っていたように、なかなか見事な男のようだな。閲えつ兵ぺいの一いつ環かんとしてではなく、一度ゆっくり会って話をしてみたい。今度ルティウスを俺のところに連れてきてくれないか？」

「……………………」

　ルティアの手から冊子がすべり落ちた。

　普通に考えれば至し極ごく名めい誉よな申し出に、ルティアは心の底から固く凍こおりついたのだった。
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　はじめまして、あるいはお久しぶりです。麻木琴加です。このたびは『仮面婚約のたしなみ』をお手に取ってくださり、ありがとうございます。

　この本は王宮を舞ぶ台たいにしていますが、難しい話は一切出てきません。勉強やお仕事、あるいは家事の合間にサクッと気軽に読んでいただけたら、うれしいです。
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　その後、「ヒロインが赤なら、ヒーローは黒っぽいイメージのヴァイスにしよう」、「近衛このえ隊長はフランス語で騎き士しを意味するシュヴァリエで」──と、とんとん拍びよう子しに決まっていき、最後にラッツの名前を幼なじみの家の愛犬からもらいました！　ラッツ（リアル）は、うるうるした瞳ひとみがかわいいホワイト・ポメラニアンの男の子です。

　幼なじみのＹを筆頭に、たくさんの方々の助けがあって初めて、この本を世に出すことができました。デビューからずっと親身にアドバイスをくださった旧担当様には、小説家としての心構えを教えてもらいました。本シリーズからの新担当様には、不ふ甲斐がいない私をいつも支えてもらっています。

　イラストレーターの成瀬様には、イメージぴったりのキャラデザをしていただきました。制服姿のルティウスを初めて見た時、「我が生しよう涯がいに一片の悔くいなし！」と本気で思ったほどです。ありがとうございます。

　最後に、読者の皆みな様さまに心からの感謝を。今まで自分の書いた小説を人に読んでもらう経験のなかった私にとって、皆様からいただいた感想は、なによりの励はげみになりました。お便りの一つ一つが、私にとって最高の宝物です。

　ルティアのかけもち生活は、まだはじまったばかりです。これからもどうか彼女たちの物語におつき合いください。この本を読むことで、読者の皆様が少しでも笑え顔がおになったり、前向きな気持ちになったりしてくれますように！
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